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4月28日営業運転開始御殿場で竣工、よみうり、

側
ナ
ム
コ

(本
社
東
京
、

中
村
雅
哉
社
長
)
で
は
同
社

T
V
ゲ
ー
ム
峨

「
パ
ッ
ク
マ

ン
」
に
つ
い
て
機
外
市
助
で

は
米
関
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
|
社
(本

社
イ
リ
ノ
イ
州
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
パ
!
夕
、
マ
ロ
フ
ス
キ
ー

社
長
)
に
製
造
許
諾
し
て
き

た
が
、
多
大
の
成
朱
を
も
た

ら
し
た
と
し
て
こ
の
ほ
ど
感

' 

最
大
速
度
花
畑
/
h
で
滑
ら
か
無
衝
撃

最
大
加
速
泊
G
、

グ
世
界
初
の

乗
客
が
立
っ
た
状
態
の
ま
ま
宙
返
り
コ
ー
ス
タ
ー
を
味
わ

え
る
、
世
界
初
の

「ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

・
コ
ー
ス
タ
ー
」
が

四
月
二
十
八
日
、
関
東
の
遊
陣
地
二
均
所
で
営
業
遂
転
を
剛
開

始
し
た
。
従
来
の
遊
園
施
設
の
考
え
を
打
破
す
る
画
期
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
の
爽
現
で
あ
り
各
方
面
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。、}
れ
は
東
洋
娯
楽
機
側
(
本

社
東
京
、
山
田
俊
夫
社
長
)

開
発
に
よ
る
も
の
で
、
四
月

グ
ス
ダ
ン
デ
ィ

二
十
八
日
、
御
殿
場
フ
ァ
ミ

リ
ー
ラ
ン
ド
(
御
殿
場
市
、

小
田
急
電
鉄
側
経
営
)
と
よ

夫
社
長
ら
関
係
者
、
ま
た
よ

み
う
り
で
は
山
田
収
男
副
社

長
ら
関
係
者
が
立
会
い
修
総

式
が
行
な
わ
れ
た
。

立
っ
た
ま
ま
乗
り
込
む
と

い
う
こ
の
画
期
的
丸
幻
臥
事

前
は
、
従
来
か
ら
あ
る

F
R

P
製
な
ど
の
箱
型
座
席
の
獄

念
を
と
り
払
い
、
車
両
の
台

車
上
に
銅
製
の
支
柱
を
設
け
、

こ
の
支
柱
に
身
体
の
主
要
部

分
の
支
え
装
置
を
取
り
付
け

て
い
る
。
こ
の
支
え
装
鑑
は

L.. 

で
感
謝
状

強
力
な
コ
ピ
!
排
除
の
努
力
で

附
剛
状
な
ど
を
マ
ロ
フ
ス
キ
|
成
泌
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が

社
長
に
則
っ
た
と
発
袋
し
た
・
も
と
に
な
っ
て
い
る
・
同
社

こ
れ
は
昭
初
五
十
五
年
五
は
①
鈴
持
品
と
し
て
業
務

m

月
に
ナ
ム
コ
が
T

V
ゲ
l
ム

T

V
ゲ
l
ム
機

『
パ
ッ
ク
マ

『
パ
ッ
ク
マ
ン
」
を
発
表
、
ン
」
を
ト
万
台
近
〈
製
造
、

十

一
月
に
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
社
出
荷
し
た
が
、
こ
れ
は

A
M

に
対
し
(
米
同
に
お
い
て
袴
業
界
史
上
で
も
画
期
的
な
数

許
諾
す
る
純
利
を
含
め
て
)
登
で
あ
り
、
記
録
的
な
生
鐙

ラ
イ
セ
ン
ス
を
与
え
て
以
来
‘
台
数
と
な
っ
た
こ
と
、
②
玩

ミ
ッ
ド
ウ
エ
|
祉
が
多
大
の
兵
や
パ
ジ
ャ
マ
な
ど
二
百
倭

に
及
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
溺
ロ聞に

対
し
『
パ
ッ
ク
マ
ン
」
の
間

練
や
意
匠
使
用
の
常
務
を
行

な
い
、
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
の

一
般
化
に
努
め
た
こ
と
、
①

『パ

ッ
ク
マ
ン
」
を
無
断
で

コ
ピ

l
、
改
ざ
ん
し
た
者
や

玩
nH化
し
た
省
、
・
州
側
仰
を
無

断
使
用
し
た
者
、
あ
る
い
は

詐
沼
地
成
外
へ
無
併
可
輸
出

し
た
者
た
ち
に
対
し
て
、

耕

作
機
法
な
ど
に
滋
づ
き
抑
制
利

保
績
の
た
め
に

一
速
の
法
的

指
置
を
強
力
に
推
進
さ
せ
て

き
た
も
」
と
ー
ー
の
三
点
で
多

大
の
成
果
を
も
た
ら
し
た
。

そ
こ
で
ナ
ム
コ
で
は
こ
れ
ら C 

三
点
に
つ
い
て
感
謝
の
意
を

表
明
す
る
た
め
、
き
る
三
月

' Z171 
宙返リコースターは立宣tt
a式の211績じ{入ロで)

る
・
(
本
紙
輸
出
団
山
分
の
ー
め

ん
の
関
巡
記
事
参
照
)。

山

m社
長
は
、
ト
ラ
パ
ー

サ
機
織
{
車
両
入
れ
従
え
装

置
)
つ
き
の
同
社
宙
返
り
コ

ー
ス
タ
ー
を
完
成
さ
せ
た
三

年
前
に
は
、
今
回
の
立
席
車

両
を
前
提
に
し
て
い
た
わ
け

で
「
今
ま
で
は
い
わ
ば
仮
営

業
L

と
諮
り
、
設
計
而
も
す

ー

べ
て
ク
リ
ア

l
、
行
政
の
理

解
を
得
た
と
完
成
さ
せ
た
喜

び
を
誇
っ
て
い
る
。
同
社
で

は
，
立
昨
少
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
同
技

術
を
応
用
し
た
新
機
緩
「
サ

ー
フ
ィ
ン

・
コ
ー
ス
タ
ー
」

を
開
発
、
今
年
中
に
も
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
い
と
し
て
お
り

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

ロ
フ
ス
キ

l
社
長
に
次
の
内

容
の
感
謝
状
と
日
本
の
兜
が

贈
ら
れ
た
も
の
。

感
謝
状
の
内
谷
H

『
賞
社

は
一
九
八

O
年
十
一
月
四
日

-・

ょの写真と閉じ〈、停止位置にある"立席車両二 肩縛え、 鰻押え、ザドルと緩衝舗

①
個
々
に
油
圧
ロ
ッ
ク
さ
れ

る
乗
客
の
属
部
押
え
ク
ッ
シ

ョ
ン
リ
ン
グ
(
手
で
援
る
把

手
も
つ
い
て
い
る
)
と
、
②

腹
爺
押
え
機
構
、
③
乗
客
の

体
が
走
行
中
脱
宮
惜
し
な
い
よ

う
腰
掛
け
サ
ド
ル
放
の
腰
当

て
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
各
線
の
位
蛍
も
バ
ラ
ン

ス
を
と
っ
て
い
る
・
ま
た
@

畿
電
全
体
が
衝
懸
を
緩
相
す

る
幽
岡
崎
隅
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
お
り
、
心
地
よ
く
走
行
を

楽
し
め
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て

い
る
・
同
社
は
「
遊
般
総
設

が
銀
融
取
の
子
段
な
ら
ば
そ
の

安
全
性
は
快
適
を
前
提
と
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
.
安
全
優
先
で
が
ん
じ
が

ら
め
に
し
た
の
で
は
楽
し
さ

を
味
わ
う
ど
こ
ろ
か
苦
痛
」

と
説
明
し
、
「
ア
ク
ロ
バ
ッ

ト
飛
行
士
も
果
せ
な
か
っ
た
』

快
適
な
体
験
を
強
調
し
て
い
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ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
の
ロ
ー

ヤ
ル
ハ
ワ
イ
ア
ン
ホ
テ
ル
で

行
な
わ
れ
た
ナ
ム
コ
と
ミ
ツ

ド
ウ
ナ
I
両
祉
の
首
脳
会
議

の
際
に
、
中
村
社
長
か
ら
マ

rパックマン』で賀献したミッドウェー社マロ7スキ自

社長{左)l:感謝状..贈ったナムコ・中村続優(翁)

a ・4

以
来
、
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
と
し

て
弊
社
の
開
発
し
た
ビ
デ
オ

ゲ
l
ム

「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
の

製
造
お
よ
び
販
売
に
多
大
の

努
力
を
払
わ
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
貨
同
各
州
を
は
じ
め
多

く
の
国
々
に
お
け
る
問
機
の

名
声
を
不
符
の
も
の
と
す
る

こ
と
に
傍
与
さ
れ
ま
し
た
.

一
万
、
弊
祉
の
期
待
に
応
え

ら
れ
、
創
作
者
の
織
利
を
守

る
た
め
に
と
ら
れ
た
食
祉
の

け
川務
に
滋
づ
く
品
目
気
あ
る
行

動
は
、
附
発
意
欲
を
刺
激
し
、

さ
ら
に
、
業
界
秩
序
の
穆
立

に
大
き
く
貸
献
し
ま
し
た
.

こ
れ
を
記
念
し
て
こ
こ
に
日

本
古
来
の
兜

一
領
を
贈
呈
し

深
〈
感
謝
め
意
を
表
明
す
る

も
の
で
す
。』

営S遭転を開始ιた、 よみうリランドの『スヲンディンダ・コ-A?-J



T
V
ゲ
l
ム
の
コ
ピ
i
対
策

は
商
社
と
も
強
力
に
進
め
る

こ
と
が
明
ら
か
だ
が
、
A
D

M
A
で
も
コ
ピ
ー
防
止
の
た

め
の
百
二
十
ペ
ー
ジ
に
わ
た

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
中
で

サ
ン
電
子
総

(本
社
愛
知
市
場
を
対
象
に
ア
タ
リ
社
に
た
こ
と

i
l
を
述
べ
た
。
ロ
あ
る
」
と
語
っ
た
。

県
江
南
市
、
前
悶
自
国
美
社
長
)
ラ
イ
セ
ン
ス
を
与
え
た
こ
と
ビ
ン
ズ
相
談
役
は
米
国
の
小

ア
タ
リ
祉
が
他
の
メ
ー
カ

の
T
V
ゲ
l
ム
機

「
カ
ン
方
|
i
の
二
点
。
発
表
の
昨
仰
に
型
A
M機
メ
ー
カ
ー
の
協
会
ー
か
ら
T
V
ゲ
l
ム
の
製
造

ル
|
」
に
関
し
て
、
同
社
と
米
は
ア
タ
リ
社
の
レ
イ
モ
ン
ド
・
A
D
M
A
の
会
長
で
も
あ
る
許
諾
を
受
け
る
の
は
、
ナ
ム

函
ア
タ
リ
社
(
本
社
カ
リ
フ
カ
サ
l
ル
会
長
、
チ
ャ

l
ル
が
、
今
回
サ
ン
電
子
と
ア
タ
コ
「
デ
ィ
グ
ダ
グ
」
に
絞
い

庁
ル
ニ
ア
州
ミ
ル
ピ
タ
ス
、
ズ

-
ポ
|
ル
上
席
副
社
長
、
リ
社
の
問
に
立
っ
て
ラ
イ
セ
て
こ
れ
が
ふ
た
つ
め
。
同
社

レ
イ
モ
ン
ド

・
カ
サ
|
ル
会
ジ
ョ
i
・
ロ
ビ
ン
ズ
相
談
役
、
ン
ス
契
約
に
ま
で
進
め
た
こ
は
同
社
独
自
に
ゲ

l
ム
開
発

長
)
は
と
も
に
、
両
社
が
ラ
そ
し
て
ア
タ
リ
極
東
の
ハ
イ
と
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
を
進
め
る
と
と
も
に
、
他
の

イ
セ
ン
ス
契
約
し
た
こ
と
を
ト
社
長
が
サ
ン
電
子
の
前
悶

「両
社
の
健
全
な
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
カ
ー
の
商
品
質
の

T
V

四
月
二
十
阿
目
、
東
京
の
ホ
社
長
と
と
も
に
出
席
し
た
。

関
係
は
日
米
間
A
M
業
界
の
ゲ
i
ム
も
許
符
を
受
け
て
い

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
て
発
袋
し
ポ

l
ル
制
判
官
長
は
共
同
発
友
好
を
強
め
る
と
と
も
に
、
く
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い

た
。

表
と
し
て
今
回
の
契
約
機
姿
国
際
的
見
地
か
ら
T
V
ゲ
|
る
。
サ
ン
電
子
が
海
外
の
〆

発
表
内
容
は
、
サ
ン
電
子
を
説
明
し
ア
タ
リ
祉
が
カ
ム
の
コ
ピ
|
排
除
を
明
ら
か

l
カ
l
に
直
機
的
に
製
造
併

が
「
カ
ン
ガ
ル
ー
」
に
関
し
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
と
ア
イ
ル
ラ
に
す
る
点
で
意
義
深
い
と
思
諾
す
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て

業
務
用
(
硬
貨
作
動
式
)
分
ン
ド
の
工
場
か
ら
近
い
う
ち
わ
れ
る
。
コ
ピ
ー
を
怖
れ
る
と
な
っ
た
。
業
務
用

T
V
ゲ

野
で
は
日
本
と
西
独
を
除
く
に
許
滋
回
開
「
カ
ン
ガ
ル
ー
」

あ
ま
り
未
完
成
の
ま
ま
発
売

|
ム
機
『
カ
ン
ガ
ル
ー
」
は

全
世
界
市
場
を
対
象
に
ア
タ
を
出
荷
す
る
こ
と
、
サ
ン
一屯

し

て

失

敗

し

た

り

?
i
ケ
ア
タ
リ
社
の
ほ
か
、
西
ド
イ

リ
祉
に
製
造
註
許
諾
し
た
こ
と
子
と
ア
タ
リ
社
と
が
今
後
も
テ
ィ
ン
グ
を
見
誤
ま
る
べ
き
ツ
市
場
を
対
象
に
西
独

N
S

と
、
同
様
に
家
庭
用

(
ホ
|
長
〈
関
係
を
続
け
る
こ
と
、
で
な
い
わ
け
で
あ
り
、
今
回

M
/
ロ
|
エ
ン
祉
に
製
造
鈴

ム
ビ
デ
オ
ゲ
!
ム
)
分
野
で
ま
た
今
回
の
提
携
に
関
し
て
は
そ
の
観
点
か
ら
み
て
も
大
諾
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な

は
日
本
な
ど
を
含
む
全
世
界
ロ
ビ
ン
ズ
相
談
役
が
貢
献
し

き
な
意
義
が
あ
っ
た
。
な
お
っ
た
。
前
聞
社
長
は
海
外
、

、ss
gき
s
s
s
s
s喜
3
3
S
S
33
33
3喜
S
3
3
31
1
1
5
3
g
s
s喜
ぶ

図
内
で
問
時
発
売
(
五
月
二

問

ユ
ニ
ー
ク
な
グ
ラ
フ
雑
誌
と
し
て
知
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
T
V
ゲ
l
ム
「
パ
・
ッ

削

蜘
ら
れ
る
週
刊
「
フ
ォ
ー
カ
ス
」
〈
新
潮
ク
マ
ン
」
の
H

生
み
の
規
H

と
し
て
こ

哨

叩
社
発
行
}
の
四
月
三
十
日
固
有
で
、
紛
ナ
ペ

ー
ジ
に
わ
た
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
詑

向

山

ム
コ
の
中
村
税
哉
社
長
が
、
全
米
で
大
事
も
興
味
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

剛

一同

・

全
米
を
征
服
し
た
『
川
ヴ
タ
マ
ン
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ア
タ
リ
に
全
面
許
諾

「カ
ン
ガ
ル
ー
」
業
務
用

第三強要事f生物認可

• • 
「
自
主
規
制
案
」
を
作
成

を
知
っ
て
お
く
べ
き
だ
、
と

い
う
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
て

い
4

念
。
な
お
近
畿
支
部
で
は
さ
き

の
合
同
恩
恵
会
に
て
背
少
年

脊
成
対
策
委
員
会
の
ほ
か
、

ゲ
ー
ム
機
寄
贈
後
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
と
今
後
の
寄
贈
を

企
画
す
る
「
寄
贈
実
行
委
員

会
」
、
G
マ
シ
ン
排
除
の
運

動
を
推
進
す
る

「
健
全
娯
楽

機
械
維
進
委
員
会
」
と
計
三

つ
の
委
員
会

(委
員
長
は
す

べ
て
板
橋
善
弘
氏
)
を
校
出
陣

し
て
い
る
。
ま
た
岡
田
也
事
会

で
第
二
支
部
副
支
部
長
の
興

減
一
失
氏
(
附
サ
ー
ビ
ス
ゲ

近

畿

H
m則枚、

十
日
ご
ろ
)
の
形
に
し
た
い

上の写真はTVゲ『ム「カンガルーJでライセンス契約に関わった {左から右へ)7' 'J.リ社ジョー・ロ
ビンズ相談役、 サン電子・ 前田社長、ア'J. リ社レイモンド・カサーJ~会長、チャールズ・ ポール副社長

と
し
て
い
る
。

2
桁
以
内
初
M
訂以
U

な
お
以
上
に
つ
い
て
は
偶

然
性
が
大
き
く
賭
け
ご
と
を

内
容
と
し
た
遊
投
機
を
前
提

に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

問
委
員
会
で
は
「
偶
然
性
に

触
れ
る
こ
と
で
既
符
の
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機
ま
で
規
制

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と

の
理
由
で
、
G
マ
シ
ン
の
本

質
に
ふ
れ
る
こ
と
を
避
け
て

い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
、
G
マ
シ
ン
と
は
別
に

「
メ
ダ
ル
ゲ
|
ム
機
」
が
あ

る
と
し
、
前
の
条
件
で
③

一

回
の
ベ
イ
ア
ウ
ト
が
百
八
十

枚
以
内
、
⑥
ク
レ
ジ
ッ
ト
は

ニ
桁
以
内
、
@
必
ら
ず
メ
ダ

ル
を
投
入
、
メ
ダ
ル
が
払
出

さ
れ
る
も
の
ー
ー
の
三
条
件

と
も
守
っ
て
い
る
も
の
は
「
メ

ダ
ル
ゲ

l
ム
機
」
で
あ
り
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
「
G
マ
シ

ン
L

と
な
る
と
い
う
考
え
で
、

同
様
に
③
紙
幣
識
別
機
の
宥

然
、
③

キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
形
状

に
つ
い
て
も
区
別
の
基
準
に

な
る
と
し
た
も
の
。

家
め
る
ほ
か
、
そ
の
際
①
G

問
委
員
会
は
「
G
マ
シ
ン
マ
シ
ン
の
メ
ー
カ
ー
、
販
売

の
定
義
」
を
、
条
件
を
満
た
す
業
者
な
ど
「
該
当
会
員
の
除

メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
し
か
使
わ
名
」
、
②

「
G
マ
シ
ン
的
業

な
い
と
い
う
方
向
で
ま
と
め
、
界
誌
へ
の
広
告
出
獄
停
止
」

で
第
八
回
辺
事
会
(
五
月

二

の

二
件
を
提
案
す
る
と
し
て

十

一
日
)
に
提
出
し
ゑ
認
を
い
る
。

汐
作
る
側
の
規
制
。
に
対
応
し

N
A
O
は
，
運
営
基
準
'
着
手

J
A
M
M
A
と
N
A
O
の

各
G
マ
シ
ン
対
策
の
た
め
の

委
員
会
が
合
同
で
聞
く
「
G

マ
ン
ン
対
策
合
同
会
議
』
の

第
二
回
会
合
で
は
、

J
A
M

M
A
側
か
ら
{
こ
の
会
合
の

直
前
と
り
ま
と
め
た
)

『
G

マ
シ
ン
の
定
義
」
に
つ
い
て

説
明
し
、
ま
ず
こ
の
ぷ
げ
る

側
め
規
制
。
を
前
提
に
の
運

営
の
規
制
u

を
N
A
O
に
求

め
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し

N
A
O
側
か
ら
は
、
①
ペ
イ

ア
ウ
ト
百
八
十
枚
は
多
す
ぎ

る
、
②
ク
レ
ジ
ッ
ト
ニ
桁
は

魚
津
に
新
遊
園
地
す

4
月
刊
日
に
「

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
」

富
山
県
魚
津
に
小
規
開
艇
な

が
ら
遊
闘
地
が
誕
生
し
た
。

こ
れ
は
魚
津
水
族
館
の
付
帯

の
も
の
、
⑥
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
形
遊
間
地
で

「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ

状
が
テ
ー
ブ
ル
型
か
卓
上
型
ン
ド
」
と
名
付
け
ら
れ
、
魚

か
服
部掛
裂
の
も
の
。
以
上
の
添
水
族
館
、を
含
め
た
総
合
公

う
ち
ひ
と
つ
で
も
該
当
す
る
図
(
十

一
万

一
千
平
方

μ)

も
の
は
問
委
員
会
で
い
う
「
G

の
海
側
三
万
平
方

μ
に
市
が

マ
シ
ン
」
に
該
当
す
る
、
と
建
設
し
た
も
の
で
、
凶
月
」
ー

の
こ
と
。

九
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。

J
A
M
M
A
・
健
全
娯
楽
推
進
委
、
「

G
機
の
定
義
」
を
具
体
化

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン
工
業
協
会

(J
A
M

M
A
)
の
健
全
営
業
推
進
委

員
会
(
悶
悶
利
生
委
員
長

・

側
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
)
で
は
四

月
二
十

一
日
、
東
京

・
八
震

洲
の
ホ
テ
ル
国
際
観
光
で
第

二
回
会
合
を
捌
き
、
問
委
員

会
衆
と
し
て
の
」
「
G
マ
シ
ン

の
定
義
」
の
具
体
化
を
進
め
、

さ
ら
に
同
日
日
本
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

協
会

(
N
A
O
)
・
健
全
営

業
委
員
会

(梅
村
官耐
久
委
員

長

・
酬
明
水
野
世
間
会
)
と
の
『
G

マ
シ
ン
対
策
合
同
会
議
」
の

第
二
回
会
問
が
閲
か
れ
関
委

員
会
同
士
の
意
見
の
鈎
畿
な

ー
• 

-
ム
ス

・
ジ
ャ
パ
ン
)
が
副

支
部
長
を
辞
退
し
、
後
任
に

第
一
支
部
か
ら
第
二
支
部
へ

ど
を
行
な
っ
た
。

ま
ず
J
A
M
M
A
-
健
全

営
業
推
進
委
員
会
で
は
、
前

回

(
三
月
十
七
日
)
決
定
を

ふ
ま
え
、
問
委
員
会
で
い
う

「G
?
シ
ン
の
定
義
」
を
さ

ら
に
具
体
化
さ
せ
、
大
安
次

の
と
お
り
と
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。
|
|①
メ
ダ
ル
投

入
口
の
サ
イ
ズ
が
問
問
硬
貨

と
同
じ
も
の
、
②
投
入
し
た

メ
ダ
ル
の
払
出
し
装
置
が
な

い
も
の
、
③
紙
幣
識
別
機
が

浴
耕
輔
さ
れ
て
い
る
も
の
、
③

(後
数
時
け
の
場
合
を
含
み
)

一
回
の
ペ
イ
ア
ウ
ト
数
の
合

計
が
百
八
十

一
以
上
の
も
の
、

⑤
ク

レ
ジ
ッ
ト
が
三
桁
以
上

移
籍
し
た
高
弁
一
美
氏

(官問

弁
商
会
)
が
縫
燐
さ
れ
承
認

を
受
け
て
い
る
。

長
崎
娯
楽
業
組
合
に
協
力

九

‘、‘‘l
 

l
川
H
r
J
J

六
年
度
活
動
報
告
お
よ
び
決

算
報
告
が
あ
り
、
異
議
な
く

ホ
認
さ
れ
た
。
続
い
て

N
A

O
本
部
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
の
報
告
が
な
さ
れ
、
こ
こ

で
同
支
部
は
本
部
に
対
す
る

要
望
事
項
と
し
て
①
N
A
O

年
会
費
の
徴
収
方
法
と
そ
れ

の
支
部
へ
の
還
付
に
つ
い
て

の
決
定
事
項
を
知
ら
せ
て
ほ

し
い
、
②
年
会
費
の
支
部
へ

西
独
V

G
社
の

寸ビ
デ
オ
ビ
ン
ゴ
」

ボ
ナ
ン
ザ
に
許
諾

機
種
名
は

附
ポ
ナ
ン
ザ

・
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ゼ
ス

(
本
社
横
浜
、

千
築
和
海
社
長
)
で
は
こ
の

ほ
ど
、
西
独
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム 「

マ
ジ
ッ
ク
・
ス
ク
エ
ア
」
で

ス
社
の

T
V
ゲ
l
ム
機

「
ビ

デ
オ
ビ
ン
ゴ
」
に
関
し
今
年

一
月
に
製
造
貯
諾
を
受
け
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

E • 

の
巡
付
は
期
待
で
き
な
い
状
ゲ
l
ム
の
普
及
が
今
後
の
重

況
だ
が
、
支
e

訓
酬
で
も
相
当
の
婆
諜
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま

償
問
が
要
る
の
で
そ
の
対
策
た
G
マ
シ
ン
の
跳
梁
や
P
T

を
考
え
て
ほ
し
い
、
と
い
う

A
関
係
の
反
発
な
ど
に
よ
り

2
点
を
あ
げ
た
。
そ
し
て
当
今
後
も
業
綴
が
伸
び
悩
む
と

商
の
支
部
運
営
資
は
同
支
部
予
想
さ
れ
る
の
で
、
一
懸
の

会
員
一
社
に
つ
き

一
万
円
を
合
理
化
と
多
角
経
営
に
迫
ら

き
ょ
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
綴
っ
た
。

に
充
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
崎
県
健
全
娯
楽
業
組
合

次
に

N
A
O監
事
の
桝
係
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

氏

(西
日
本
ド
リ
ー
ム
産
業
「
組
合
員
は
標
識
ポ
ス
タ
ー

側
)
か
ら
業
界
の
現
状
と
今
を
袋
一
示
し
健
全
娯
楽
の
普
及

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
話
が
を
図
り
、
取
締
り
当
局
と
う

あ
り
、
同
氏
は

「全
般
的
に

レ
ン
タ
ル
収
入
は
昨
年
に
比

べ
ニ
O
%程
度
の
務
込
み
を

見
て
い
る
。
家
庭
向
け
T
V

、相F司、，、~、-、-、回，

各
N 
A 

0八 11オ 支
七 の東京都 ペ日 音B。I=. レ本
八 、 |ア

七安回 渋タミ は 発一 谷区 l ユ
.ーピ協 l
、ル淡会ズ

す虫内 、谷(メ

足博固 まま 一部本ン
四の 卜 自
側年の 長

で 残面をし 発足闘称告

活 年もた。 以 N

ー年経過 そ なが来、 A。
動てし もら 変則)で をし各一的は を

た中'1)、状ちた 手歪。 i.近最を兄い こ 展に くと
しつに
でかな 開 過とののカるず

あlりf昔支日主な ' 中
て総会を 部支の』

みのう

T
V
ゲ
l
ム
大
会
を
企
画

中

な
わ
れ
た
。
な
お
同
会
は
N

A
O中
都
支
部
の
基
礎
に
も

な
っ
て
い
る
た
め
、
中
部
支

部
の
例
会
も
兼
ね
て
会
員
三

十
一
日
祉
の
ほ
か
メ
ー
カ
ー
四

社
が
山
出
席
し
て
閥
か
れ
た
。

総
会
は
ま
ず
五
十
六
年
度

事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
談
な

く
承
認
き
れ
た
。

次
に
中
部
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

会
役
員
の
改
選
時
期
(
任
期

は
二
年
)
に
当
た
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
役
員
改
選
が
行

な
ど
従
来
の
自
主
規
制
を

一

歩
進
め
た
内
容
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
各
ゲ
l
ム
場

開
一

近
畿
第
二
文
部
(
支
部
長
に
掲
示
す
る
「
小
中
学
生
諸

鰍
一日
深
田
昌
造
氏
・附
オ
ア
ス
)、
君
に
七
つ
の
お
ね
が
い
」
と

町剛
一第
二
支
部
(
支
部
長
H
段
為
い
う
も
の
も
提
出
さ
れ
た
。

均
一祷
氏

・
側
ア
ポ
ロ
)
、
第
三

こ
れ
ら
は
一
応
索
祭
の
ま
ま

第
一支
部
(
支
部
長
H
名
久
弁
俊
府
青
少
年
問
題
協
議
会
に
焚

一男
氏

・
タ
イ
コ

l
物
産
側
)
出
し
た
う
え
、
業
界
の
姿
勢

一は
四
月
二
十
日
、
大
阪

・
森
を
府
当
局
に
訴
え
て
い
く
こ

一の
宮
の
労
働
会
館
に
で
三
支
と
に
な
っ
た
。
な
お
前
記
④

一部
合
同
に
よ
る
総
会
を
闘
い
の

「高
級
質
問
問
」
の
定
義
に

一
た
。
同
総
会
に
は
委
任
状
出
つ
い
て
は
委
員
会
で
再
検
討

一席
十
三
社
を
含
む
三
十
八
社
す
る
と
さ
れ
た
。

一が
出
席
し
、
近
畿
三
支
部
に
総
会
で
は
こ
れ
に
先
立
ち

一お
け
る
自
主
規
制
策
な
ど
の

三
支
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
今
年

一素
案
を
ま
と
め
た
ほ
か
、
治
皮
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
発

一発
な
論
議
が
行
な
わ
れ
た
。

世
賓
が
あ
り
、
了
ホ
さ
れ
た
。

'
一

近
畿
三
支
部
で
は
、
そ
の
第
一
支
部
は

N
A
O
本
部
の

、
ご
中
心
地
区
の
大
阪
府
に
お
い
二
大
目
標
「
P
T
A
対
策
L

シ
一

て
脊
少
年
条
例
が
ゲ
l
ム一場

「
G
マ
シ
ン
撲
滅
」
を
基
本

ぺ
一

へ
の
規
制
を
含
め
た
も
の
に
と
し
た
活
動
と
会
員
相
互
の

一可

一改
定
さ
れ
る
動
き
が
昨
年
か
貌
践
を
図
る
こ
と
、
第
二
支

v
A
一ら
出
て
お
り
、
府
当
局
に
業
部
は
会
員
ロ
ケ
の
把
握
と
会

J

一界
へ
の
迎
解
を
求
め
る
た
め
員
の
酬
明
強
、
第
三
支
部
は
チ

一一
合
同
理
事
会

(三
月
)
に
で
ャ
リ
テ
ィ

l
の
実
施
と
非
行

戸
一

「
N
A
O
近
畿
支
部
脊
少
年
防
止
運
動
、
健
全
娯
楽
の
P

J
4
一
育
成
対
策
委
員
会
」
(
委
員
長

R
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
活

一
H
板
橋
善
弘
氏

・
側
ダ
イ
ソ
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

一
i
)
を
発
足
さ
せ
た
。
問
委
な
っ
た
。

一員
会
は
府
脊
少
年
対
策
認
な
こ
の
ほ
か
、
会
員
数
が
金

一ど
と
話
合
い
を
持
ち
、
業
界
業
者
の
ど
の
く
ら
い
を
占
め

一自
主
規
制
を
強
め
る
意
向
を
て
い
る
か
な
ど
業
界
の
実
態

一表
明
し
、
近
畿
支
部
独
自
の

一
円国
主
規
制
出
来
な
ど
を
作
成
し

号
一
総
会
に
給
っ
た
。
総
会
に
は

氾
一
素
案
の
形
で
「
N
A
O
近
畿

い
一+
X部
自
主
規
制
案
」

「
責
任

第
一
者
管
理
心
得
十
ヵ
粂
」
が
提

回
一
山
山
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

5
一①
未
成
年
者
の
後
十
一
時
以

刊一
降
の
立
入
り
禁
止
、
②
小
中

5
一
学
生
の
登
下
校
途
中
で
の
す
一

年
一
入
り
禁
止
、
③
小
中
学
生
一に

ほ
一
対
す
る
プ
レ
イ
料
金
の
低
額

劃
一
化
、

@
ゲ
l
ム
の
得
点
な
ど

1
一
で
お
綴
賞
品
や
飲
食
物
を一
援

一
供
し
射
豊
中
心
を
助
長
す
る
営

幻
一
業
は
し
な
い
、
⑤
庖
の
管
回
世

(

-
責
任
者
を
明
確
に
す
る
|
|

占部

中
部
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会
(
事

務
局
H
名
古
屋
市
名
東
区
小

池
町
四
五
二
、
山
側
水
野
山間
会

内、

念
七
七

一
ー
四
五
七
五
、

会
員
数
五
十
六
社
、
梅
村
富

久
理
事
長
)
で
は
四
月
十
四

日
、
名
古
屋
市
の
サ
ン
プ
ラ

ザ
に
て
総
会
を
聞
き
、
役
員

の
改
選
、
同
会
主
催
イ
ベ
ン

ト

『
ゲ
|
今
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
企
画
検
討
な
ど
が
行

九
州
支
部
(
支
部
長
H

平

岩
勲
氏

・
附
九
娯
貿
易
)
で

は
二
月
十
七
日
、
一
術
関
市
の

セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

・
フ
ク

オ
カ
に
で
二
十

一
一社
が
出
席

し
て
総
会
を
開
い
た
。

平
岩
支
部
長
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
議
題
に
入
り
、
五
十

な
わ
れ
た
。
逃
出
に
つ
い
て
(
側
グ
ロ
ー
バ
ル
)
、
真
鍋
確
認
さ
れ
、
会
費
に
つ
い
て

は
立
候
補
制
が
と
ら
れ
た
が
、
巧
氏
(
岐
阜
特
機
鮒
)
、
内
も
同
会
(
年
間
一
万
八
千
問
)

立
候
補
者
が
な
い
た
め
、
理
回
議
官
一
氏
(
三
愛
オ

l
ト

マ

と

N
A
O
と
の
閥
会
費
を
同

事
会
に

一
任
さ
れ
、
そ
の
給
シ
ン
紛
)
。

時
に
収
め
て
も
ら
う
こ
と
に

来
、
理
事
長
と
理
事
九
名
、

法
事
H
加
藤
登
氏
(
側
?

な
り
、
さ
ら
に
問
題
発
生
時

監
事
三
名
が
次
の
と
お
り
決
ル
ボ
シ
)
、
加
藤
駿
介
氏
(
紛
に
は
，
特
別
会
費
。
を
別
に

ま
っ
た

(順
不
同
}。

愛
執
貯
機
総
整
備
)
、
浅
野
千
徴
収
す
る
こ
と
な
ど
を
含
め

理
事
長
H
梅
村
富
久
氏
(
側
、
満
人
氏

(胸
水
野
・
尚
会
)
。

て
同
予
算
案
お
よ
び
事
業
計

水

野

商

会

)

次

に

新

入

会

員

六

社

の

紹

磁

祭

が

承

認

さ

れ

た

。

理
事
H
小
川
正
宏
氏

(名
介
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ゑ
認
な
お
事
業
計
画
案
の
中
で

古
屋
ジ
ュ

l
ク

側

)

、

木

村

さ

れ

た

。

同

会

主

催

に

よ

る

イ

ベ

ン

ト

雅
三
氏
(
側
総
商
)
、
加

稼

続

い

て

昭

和

五
十
七
年
度
計
画
が
検
討
さ
れ
、
八
月
下

幸
一
氏
(
鮒
カ
ト
ウ
遊
劉
)
、
の
事
業
計
画
案
な
ら
び
に
収
句
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

石
川
昭
雄
氏
〈鮒
岐
阜
遊
図
)
、
支
予
算
祭
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
ゲ
|
今

ェ

鈴
木
光
紀
氏
(
糊
鈴
木
商
会
)
、
た
。
こ
こ
で
同
会
に
入
会
す
ス
テ
ザ
パ
ル

・
イ
ン

・
中
部

服
部
清
二
氏
(
鮒
タ
イ
ガ

1

れ
ば
自
動
的
に

N
A
O中
畑
抑
制
叫
」
と
名
付
け
ら
れ
た
ゲ
l

レ
ジ
ャ

ー
)
、
木
村
敬
隆
氏
支
部
会
員
と
な
る
こ
と
が
再
ム
大
会
で
、
同
会
の

P
R
と

図
内
に
は
直
径
二
十
灯
、

金
高
二
十
三

μ
の
観
覧
車
の

ほ
か
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
、

チ
ェ
ー
ン
タ
ワ

l
、
お
と

E

列
車

(弁
慶
号
)
、
サ
イ
ク

ル
モ
ノ
レ
ー
ル
、
サ
イ
ク
ル

電
車
な
ど
の
遊
間
施
設
が
設

け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

は
す
べ
て
泉
防
興
業
側

(本

社
大
阪
、

山
自
三
郎
羽
長
)

「
ビ
デ
オ
ビ
ン
ゴ
」
は
本

紙
第
閉
山
号
既
報
の
と
お
り
、

一
月
の

A
T
E
/
I
M
A
で

発
表
さ
れ
た
も
の
。
ポ
ナ
ン

ザ
で
は
こ
れ
を
テ
ー
ブ
ル
型
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
方
式
で
近
日
中

に
国
内
市
場
に
出
し
た
い
と

し
て
い
る
。
な
お
図
内
向
け

の
出
聞
紙
名
は

「
マ
ジ
ッ
ク

・

ス
タ
エ
ア
」
と
な
っ
て
い
る
。

ま
く
い
っ
て
い
る
も
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム

機
は
全
部
撤
去
し
て
い
る
」

と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
G
マ
シ
ン
撲
滅
に

つ
い
て
会
員
か
ら
穏
々
態
見

が
山
山
さ
れ
た
結
果
、
現
状
は

予
想
以
上
に
G
マ
シ
ン
が
出

回
っ
て
い
る
、が
、
同
支
部
の

対
策
と
し
て
取
締
り
当
局
へ

支
部
名
で
割
安
胡
霊
園
を
提
出
し

て
取
締
り
を
強
化
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
。

合
同
例
会
で
優
良
機
選
定

東

一口小

東
京
の
三
支
部
で
は
少
な

く
と
も
昨
年
末
ま
で
は
偽
数

月
に
三
支
部
会
同
例
会
を
、

ま
た
九
月
ま
で
は
奇
数
月
に

各
支
掴
酬
の
例
会
を
闘
い
て
き

て
い
る
。
三
支
部
の
合
同
例

会
(
今
年
二
月
は
第

六

第

二
の
み
合
同
で
)
で
は
昨
年

十
月
か
ら
、
全
国
の

N
A
O

会
員
へ
の
ひ
と
つ
の
情
報
提

供
と
し
て
優
良

マ
シ
ン
を
知

と
も
に
健
全
娯
楽
を
訴
え
る

と
い
う
も
の
。
そ
の
内
容
は

同
会
会
員
の
各
ロ
ケ
に
て
指

定
T
V
ゲ
|
ム
の
最
高
得
点

者
を
選
ぴ
、
後
に
開
く
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
招
待
す
る
と

い
う
も
の
で
、
問
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
は

一
般
の
人
に
入

場
料
の
み
で
ゲ

l
ム
を
無
料

開
放
し
、
そ
の
入
場
料
収
益

は
福
枇
輸
相
設
へ
寄
付
さ
れ
る
。

こ
の
経
費
に
つ
い
て
は
同
会

会
資
で
の
一
部
負
担
と
、
同

会
作
成
の

P
R
ポ
ス
タ
ー
を

会
員
に
販
売
し
た
売
上
げ
と

で
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
八
月
下
句
に
閥
俄
の
予

定
だ
が
、
場
所
な
ど
は
今
の

と
こ
ろ
未
定
。

次
回
定
例
会
は
七
月
上
旬

に
聞
か
れ
る
。

ら
せ
よ
う
と
「
東
京
支
部
が

選
ん
だ
ベ
ス
ト
3
」
を
例
会

ご
と
に
発
表
し
て
い
る
。

ま
た
各
支
部
例
会
は
情
報

交
僚
を
中
心
に
開
か
れ
て
い

る
が
、
そ
の
う
ち
第
一
支
爺

(
支
部
長
H
小
鳥
幸
也
氏

・

昭
和
遊
園
紛
)
と
第
二
支
部

(支
部
長
H
真
鍋
勝
紀
氏

・

鮒
シ
グ
?
)
の
例
会
は
、
昨

年
九
月
に
情
報
交
換
を
行
っ

て
以
来
聞
か
れ
て
お
ら
ず
、

合
同
例
会
を
中
心
と
し
て
き

で
い
る
が
、
第
一

、
第
三
支

部
と
も
六
月
に
総
会
を
開
く

db
レ
A
F

、つ
。

第
三
支
部
(
支
部
長
H
伊

J
J
-

?M
r
 

/
 

H
 

aF
 
〆，，
 〆〆ノノ

/
 

fbv
ん

， 

，、......，、ーー・・

一
桁
で
い
い
の
で
は
な
い
か
、

な
ど
基
準
数
で
疑
問
は
あ
る

が
、
他
の
点
で
は
賛
成
で
あ

り、

H

運
営
基
準
'
に
つ
い

て
も
作
成
し
た
い
と
し
た
。

ま
た
こ
の
「
合
同
会
議
」

で
は
、

G
マ
シ
ン
撲
滅
の
た

め
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
、
委
託
先
の
ア
ミ
ュ

ー

ズ
メ
ン
ト
産
業
出
版
か
ら
企

画
舎
が
縫
出
、
説
明
さ
れ
た

が
、
継
続
審
談
と
な
っ
た
。

第
三
回
会
合
は
五
月
二
十
五

日
、
東
海
大
学
校
友
会
鈴
で

閃
か
れ
る
予
定
。

が
納
入
し
た
も
の
(
爽
い
と

り
)
。
図
内
に
は
こ
れ
ら
の

逃
凶
施
設
の
ほ
か
、
三
百
種

四
千
晶
悼
の
し
よ
う
ぷ
を
絶
え

た
し
よ
う
ぶ
圏
、
夏
に
は
子

ど
も
た
ち
が
水
遊
び
で
き
る

じ
ゃ
ぷ
じ
ゃ
ぶ
池
、
海
岸
近

く
の

一
角
に
は
ハ
マ
エ
ン
ド

ウ
、
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
を
組
、
え

た
海
浜
植
物
聞
も
あ
る
。

12日、兼備で
菊灘品発表会

データイース卜

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
繍
(
本

社
東
京
、
一
編
悶
哲
夫
社
長
)

で
は
五
月
十
二
日
、
新
宿
の

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
同

社
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ョ
ー

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

• • 

東
勢
放
氏

・
凶側
三
共
)
で
は

縞
月
に
例
会
を
実
施
し
て
き

て
お
り
、

二
月
二
十
三
日
に

熱
海
市
の
西
熱
海
ホ
テ
ル
で

委
任
状
八
社
を
含
め
二
十
五

社
が
出
席
し
て
総
会
を
聞
い

た
。
同
総
会
の
主
な
内
谷
は

次
の
、と
お
り
。

ま
ず
五
十
六
年
度
卒
業
報

告
と
し
て
同
支
部
の
理
事
会

や
例
会
な
ど
の
会
議
開
催
の

経
過
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、

間
決
算
報
告
な
ら
び
に
政
査

報
告
が
あ
り
、
と
も
に
呉
談

な
く
骨
車
問
附
さ
れ
た
。

次
い
で
五
十
七
年
度
の
事

業
計
画
の
説
明
が
あ
り
、
会

員
相
互
の
親
睦
を
図
る
ほ
か
、

青
少
年
対
策
、

P
T
A
対
策
、

G

?
シ
ン
対
策
に
つ
い
て
本

部
に
全
面
的
に
協
力
し
て
い

く
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。
な

お
同
支
都
の
予
算
に
つ
い
て

は
と
く
に
設
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
会
合
を
閥
く
ご
と
に
一

定
額
を
徴
収
す
る
こ
と
で
賄

っ
て
い
る
。

最
後
に
内
図

N
A
O会
長

か
ら
本
部
の
事
業
活
動
お
よ

び
今
後
の
方
針
な
ど
の
説
明

が
あ
っ
た
あ
と
、
管
少
年
問

題
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

中部オベレ-'J.一会総会終了後に記念撮影をする同舎の会員ら
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青
少
年
問
題
に
対
処

何
日
本
娯
楽
機
械
オ
ベ
レ
ー

酬

タ
l
M側
(
事
務
局
H
東
京
都

似
一渋
谷
区
渋
谷
三
|
六
|
二
、

訓
一第
二
矢
木
ピ

ル、

包
四

O
九

第
一l
五
二
三
二
、
加
茂
雄
理
事

一回収
、
組
合
員
数
四
十
五
社
、

一略
称
J
O
U
)
で
は
悶
月
十

一九
日
、
滋
賀
県
大
津
市
の
ホ

一テ
ル
紅
楽
に
で
臨
時
総
会
な

一ら
び
に
四
月
例
会
を
聞
き
、

一五
十
七
年
度
予
算
案
お
よ
び

一事
業
計
翻
案
が
承
認
さ
れ
た

一ほ
か
、
組
合
員
相
互
の
情
報

一交
換
な
ど
を
行
な
っ
た
。

一

五
十
七
年
度
予
算
案
お
よ

，
一ぴ
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
は

〉
一
第
九
回
通
常
総
会

(
二
月
)

ン
一
で
一
度
は
提
出
さ
れ
た
も
の

ゴ
一
で
あ
る
が
、
そ
の
後
理
事
会

一可一
で
再
検
討
さ
れ
た
う
え
で
碍

'
A
一縫
出
さ
れ
た
も
の
。
教
育
指

J

一導
事
業
貨
な
ど
が
憎
町
新
聞
き
れ

一一
た
内
容
へ
と
修
正
さ
れ
、
A
7

v

「一
回
の
臨
時
総
会
で
異
議
な
く

J
4
一承
認
さ
れ
た
。

一

次
に
さ
き
ほ
ど
行
主
わ
れ

一た
貸
少
年
脊
成
国
民
会
議
と

一
の
懇
談
会
に
つ
い
で
の
報
告

一が
な
さ
れ
、
同
懇
談
会
で
と

一り
上
げ
ら
れ
た
J
O
U
作
成

一
の
「
管
迎
者
心
得
七
ヵ
粂
」

一を
各
ロ
ケ
に
掲
示
し
て
い
く

号
一

こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
ま

8
一た
内
田
博
顧
問
は
「
国
民
会

au. 

第

JOU 

織
と
の
懇
談
会
で
、
話
し
合

え
ば
理
解
し
て
も
ら
え
る
と

い
う
気
が
し
た
。
今
後
も
凡
同

少
年
関
係
諸
団
体
と
の
間
総

に
つ
い
て
は
、

-
に
も
こ
に

も
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
な

ん
ら
か
の
解
決
策
が
見
い
出

せ
る
と
思
う
」
と
諮
っ
た
。

続
い
て
悩
報
交
枇
悦
に
入
り

各
組
合
員
か
ら
ゲ
l
ム
嶋
崎
を

訪
れ
る
補
導
円
以
や
P
T
A
の

状
況
を
中
心
に
報
告
が
あ
っ

た
。
こ
こ
で
N
A
O会
長
で

も
あ
る
内
回
顧
問
は
「
対
P

T
A
問
題
は
ま
ず
各
地
区
ご

と
に
そ
の
地
区
の
P
T
A
協

議
会
と
話
し
合
い
の
場
を
持

っ
て
ほ
し
い
。

N
A
O
本
部

は
そ
れ
に
協
力
す
る
」

と
の

考
え
を
述
べ
た
。

遊
戯
施
設
の
定
期
検
査
報
告

の

代
行
め
ぐ
り
対
立
JAPEA 

ロHRU
 

日
M
R
M
 
年一2
一

会
日
本
遊
関
漏
設
協
会
(
本

山一
部
東
京
、
山
図
俊
夫
会
長
、

1
一
J
A
P
E
A
)
で
は
三
月
二

一十
七
日
、
大
阪

・
難
波
の
ホ

一
テ
ル
南
海
で
第
六
回
程
事
会

一を
閉
山
惜
し
、
五
十
七
年
度
事
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第
6
囲
理
事
会

(
3
月
幻
自
)

' • 

で

業
計
画
を
ま
と
め
た
が
、
遊

戯
施
設
の
定
期
検
査
報
告
舎

の
取
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
意
見

が
対
立
し
、
五
十
七
年
度
予

算
案
の
審
議
は
第
七
回
理
事

会
(
四
月
二
十
四
日
)
に
持

春房
巨の量
産催電
し望
展Z
開ぞ

シングル盤か、CBSソニーから

全国一斉発売

ロ
ホ
ッ
ト
動
物
園
な
ど

(セガ社調べ)

10 

曲

順
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名

S 

ノ

合的

レ
ー
ベ
ル

イ
ン
ピ
テ
l
シ
ョ
ン

コ
ロ
ム
ピ
ア

v
J
H
U
T
L

V
A
P
U
 

H
P
 

ーノ

ロフ
ォ
I
ラ
イ
フ

C
B
S
ソ
ニ
ー

ワ

ナ

奏

演

者

全日本地区: 4 月 3 日~4 月 16日の 2 週間

り

だの

い阪

nu
 

コ
ロ
ム
ピ
ア

コ
ロ
ム
ピ
ア

サ
ザ
ン

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

中

村

維

俊

ザ

・
タ
イ
ガ
l
ス

忌

野

清

志
郎

副
棋

+
4・
神

間

}

シ

ュ

ガ

ー

松

悶

聖

子

矢

沢

永

吉

ハ
ウ
ン
ド
・ド
ッ
グ

都

は
る
み

富

雄
河

奈

保

子

J
O
U
主
僚
の
H

北
歓
耐
え
は
安
全
協
会
な
ど
に
返
送
こ
れ
ら
の
怠
見
対
立
は
さ
ら

修
祝
祭
団
H

は
六
月
三
十
日
し
た
い
。
②
以
上
に
よ
る
滅
に
関
商
支
部
の
存
廃
を
め
ぐ

夜
に
東
・
京
を
出
発
す
る
予
定

収
に
つ
い
て
は
関
西
支
部
を
る
窓
-見
対
立
と
な
っ
て
い
る
《

で
あ
り
、
問
自
の
昼
に
東
京
縮
小
改
変
し
て
収
支
を
合
わ
予
算
祭
が
成
立
し
な
か
っ

で
六
月
例
会
を
開
く
こ
と
に
せ
た
い
。
関
西
支
部
側
H
定
た
こ
と
か
ら
、
四
月
以
降
は

な
っ
た
。
ま
た
八
月
例
会
は
期
検
事
れ
報
告
替
の
代
行
手
数
断
固
定
的
に
前
年
問
機
に
巡
営

親
睦
旅
行
を
兼
ね
て
八
月
下
料
は
慣
行
と
し
て
是
認
さ
れ

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
次
回

旬
、
北
海
道
で
聞
か
れ
る
予
て
お
り
、
ま
た
財
源
と
し
て
理
事
会
、
総
会
に
懸
案
事
項

定
。
そ
の
ほ
か
J
O
U
と
し
も
有
効
な
の
で
、
続
行
す
る
。
を
持
ち
越
す
こ
と
に
な
っ
た
《

で
加
入
す
る
団
体
保
検
に
つ

l
i
i
1
1I
l
l
i
-
-
I
ll
1
1
1
1
ll
i-
-

い
て
、
そ
の
申
込
み
状
況
な

J
A
P
E
A
扱
い
の
定
期
検
査
報
告

ど
が
報
告
さ
れ
、
五
月
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
正
式
に
加
入
す
る

作

年

支

志

9
0
9
洋

こ
と
に
な
っ
た
。

E
E骨
メ

-

E

E

Z

E

f

h

4

4

ー

な
お
会
議
に
先
立
っ
て
共

同
購
入
の
た
め
の
製
品
紹
介

J
A
P
E
A
の
本
部
な
ら

が
あ
り
、
真
砂
工
業
側
、
信
び
に
関
西
支
部
が
代
行
し
た

水
貿
易
側
、
制
名
壁
崩
事
、
昨
年
一
年
間
の
遊
戯
施
設
定

側
日
本
ゲ
1
ム
、
出
附
オ
ア
ス
、
期
検
査
報
告
件
数
が
、
同
協

パ
サ
デ
ナ

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
会
機
関
総
を
通
じ
て
発
表
さ

ヨ
ナ
ル
側
、
和
楽
堂
情
報
産

2
制
d

業
側
、
倒
テ
|
カ

ン

の

計

八

白

川

社
の
メ
ー
カ
ー
か

ら

そ

れ

ぞ

叶

仰

れ
の
製
品
が
現
物
な
い
し
カ

一附
パ

タ
ロ
グ
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
。

一阪
叫

一大

m
s個ω剛
寸

婦

制

蜘
幻
叫

nu

u" 

京
師E
 
2
 a
 

ー
• 

く

き

J
A
P
E
A本
部

・
支
部
が

代
行
し
た
遊
厳
筏
殺
の
定
期

報
告
件
数
は
九
百
九
件
で
、

そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
で
い
る
。

北
海
道
二
件
、

東
北
五
十
一
件
、
関
東

(東

京
を
除
く
)
九
十
六
件
、
甲

信
越
四
件
、
中
部
(
プ
ロ

γ

ク
)
百
六
十
九
件
、
近
畿
(
プ

ロ
ッ
ク
)
三
百
四
十
三
件
、

中
図

・
四
国
(
プ
ロ
ッ
ク
)

百
二
十
件
。

以
上
の
ほ
か
J

A
P
E
A
扱
い
以
外
が
あ
る

と
の
こ
と
で
、
九
州
プ
ロ
ッ

ク
百
五
十
一
件
と
い
う
数
字

、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

建
築
基
準
法
第
十
二
条
第

二
療
な
ど
法
令
に
よ
り
、
遊

戯
絡
設
は
建
設
時
岳
、勺
び
に

そ
の
後
の
定
期
的
時
点
で
、

安
全
性
な
ど
を
確
認
す
る
総

査
な
ら
び
に
報
告
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

株式会社

'_-告r-_I，
TOKEN 

的
に
こ
の
シ
ー
ズ
ン
中
好
調
百
円
。

に
展
開
し
た
も
よ
う
で
あ
る
の
エ
キ
ス
ポ
ラ
ン
ド
で
は
肉

I
l
l
-
-
I
l
l
i
-
-

機
の
ほ
か
三
月
四
日
に
泉
陽

J
A
M
M
A
・
専
務
理
事
と
し
て

興
業
製
の
「
グ
レ
ー
ト
・

ポ

:

・

，

L

，‘
.

B

セ
イ
ド
ン
」

(
以
上
い
ず
れ

属
ヨ
ザ
弐
暗
闘
守
Z

も
委
託
営
業
)
を
オ
ー
プ
ン

占
叫

l
E
t
a
-
E判
』

4
1

さ
せ
、
さ
ら
に
三
月
二
十
日

ご
ろ
西
独
フ
ス
社
製
「
ト
ロ

同
氏
は
大
正
十
三
年
生
ま
イ
カ
」
を
ミ
ゼ
ッ
テ
ィ
工
業

れ
。
福
岡
県
出
身
、
熊
本
工
を
通
じ
て
導
入
(
買
い
と
り
)

業
専
門
学
校
卒
。
昭
利
二
十

オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
い
る
。

二
年
商
工
省
(
通
商
産
業
翁
)
泉
陽
興
業
製
「
ス
ー
パ
ー

に
入
省
、
凶
十
六
年
日
本
工
ス
ウ
ィ
ン
グ
」
に
は
エ
キ
ス

作
機
械
輸
出
振
興
会
サ
ン
パ
ポ
ラ
ン
ド
に
設
経
さ
れ
た
凶

ウ
ロ
支
所
長
、
五
十
年
通
産
十
人
乗
り
の
ほ
か
、
や
や
小

省
基
礎
産
業
局
、
五
十
一
年
型
の
二
十
八
人
乗
り
が
あ
る
。

東
京
通
産
局
生
活
物
資
課
長
、
四
月
二
十
五
日
オ
ー
プ
ン
し

五
十
四
年
側
ク
リ
ー

ン
・
ジ

た

三
弁
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の

ヤ
パ
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
部
長
も
の
と
、
七
月
オ
ー
プ
ン
予

の
経
膝
を
ほ
砥
て
い
る
。

定
の
生
駒
山
上
遊
闘
地
の
も

の
は
、
い
ず
れ
も
こ
十
八
人

I
l
l
i
-
-
I
ll
l

乗
り
で
、
同
社
に
よ
る
と
仕

総
数
は
毎
分
九

・
四
回
転
。

掛
慨
は
次
の
と
お
り
と
な
る
。

運
転
勤
作
で
は
、
搭
体
の
回
外
周
柵
二
二
H

刷
、
全官問中ハ

・

紙
を
開
始
し
一
定
回
転
数
に
五
五
H

刷
、
回
転
直
径
は
停
止

な
る
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
時
で
九

・
九
五
H
M

、
最
大
振

っ
で
ス
イ
ン
グ
ア
l
ム
の
振
幅
時
で
二
0
・
九

μ
、
一凶
転

出
し
が
始
ま
り
、

一
定
時
間

数

は
毎
分
一
一

・
五
回
転
。

後
迩
紙
は
停
止
さ
れ
る
|
|
ス
イ
ン
グ
ア
l
ム
は
十
四
本

と
い
う
も
の
。

利
用
料
金
三

あ
る
。

日
南

日
本
・ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン
工
業
協
会

(
J
A
M

M
A
)
に
専
務
理
事
と
し
て

自
衛
香
氏
が
、
五
月
一
日
付

で
就
任
し
た
。

こ
れ
は
第
七
回
理
事
会
(
三

月
十
七
日
)
決
定
に
基
づ
く

も
の
で
、
重
裂
な
多
く
の
活

動
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の

事
務
局
強
化
の
柱
と
し
て
、

通
産
省
よ
り
総
務
さ
れ
た
日

商
氏
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
。

泉
陽
興
業
に
よ
る
新
機
種

「
行
ス
ウ
ィ
ン
グ
」

エ
キ
ス
ポ
ラ
ン
ド
で
オ
ー
プ
ン

r I~ ッ クマン・フィ -I\-J
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何
一

春
休
み
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
l
産
業
の
中
で
も
好
調
業
種

糊
一
ウ
ィ
ー
ク
と
、
参
か
ら
変
に
と
な
っ
て
い
る
。

側
一
か
け
で
全
国
の
遊
闘
地
は
い
遊
闘
地
側
は
こ
の
春
か
ら

誠
一ず
れ
も
活
発
化
し
て
い
る
が
、
夏
に
か
け
で
の
シ
ー
ズ
ン
中

第
-
親
し
み
ゃ
す
く
親
子
連
れ
で
そ
れ
ぞ
れ
各
揖
閣
僚
し
を
展
開

楽
し
め
る
と
あ
っ
て
レ
ジ
ャ

し

、
子
ど
も
た
ち
の
期
待
に

----------E瞳nM
Mは
晴
広
々
踊
応
え
た
が
、

・
・
・
・
・
・
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・
園
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『
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恥
凶
圃
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圃
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・
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込
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園
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・
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圃
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脚
伽
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つ
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圃
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EE
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あ
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。
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キ
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・
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内

白

圃

ド

「イ
l
ス

----------
F1UU塑タ
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鳥

・
巨

-
-
-
--
-
-
-
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圃
圃

守

P
J
f
u
一
定
陣
」
、
ぁ

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
開
}

A
伊
川
開
一
や
め
池
遊
間
凶

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
圃

-Emha
JEL
地
「
び
っ
く

・
・
・
・
・
園
調
甥
繍
幽
圃
圃
・
咽
滋
凋
叫
り
冒
険
旅
行

・
・
・
・
・
・
・
闘
関
IrhuvF・
周
a
a
v
回

E
E
E

{ロ
ボ
ッ
ト

・・・・・・
・・・・・・・・・・・・圃
鴨治問一〆，
A
V
-

-

h

j
a

，一
岨・・・
r
t
f

レ・'圃・・・
・・・・
圃

・
・
・
・
・
・
圃
類
人
リ
ー…私

篭

a国
阿
国
・
圃
動
物
関
や
科

・
・
・
・
・
・
園
町

dE
F脳
・
・
・
・
圃
μ

誌
な
ど
)
」
、

泉
紛
興
業
側
(
本
社
大
阪
、
l
ス
ウ
ィ
ン
グ
」
の
第

一
号

・
・
・
・
・
・
圃
艇
下
位

F
F
l引

i
悩
阻
み
さ
き
公
悶

山
印
三
郎
社
長
)
が
開
発
し
機
が
四
月
十
日
、
エ
キ
ス
ポ

右
の
写
真
は
エ
キス
ポ
ラ
ン
ド
で
開催
中の
亘
石
像
」

「
日
本
の
鉄
た
大
型
遊
戯
施
設
「
ス
ー
パ
ラ
ン
ド
(
大
阪
府
吹
関
市
)

i
i
i
ii
i
t
s-i
i
i
ii
i
j
i
ll
ii
!
i
i
ii

で
営
業
運
転
を
開
始
し
、
続

「
パ
ッ
ク
マ
ン

・
フ
ィ
i

こ
れ
は

C
B
S
ソ
ニ
ー
か
の
(
本
紙
前
号
参
照
)
。

B

い
て
三
井
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

パ
i」

の
シ
ン
グ
ル
慾
が
五
ら
発
売
に
な
っ
た
も
の
で
、
面
に
は
、
や
は
り
T
V
ゲ
|

(熊
本
県
荒
尾
市
)
で
も
凹

月
初
旬
に
国
内
一
斉
発
先
と
・
演
奏
者
は
パ

γ
ク
ナ
l
&
ガ
ム
を
も
と
に
し
た

「
マ
ウ
ス
月
二
十
七
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。

な
っ
た
。

ル
シ
ア
。
内
容
は
米
国
で
発

ト
ラ
ッ
プ
」
が
収
め
ら
れ
で
こ
れ
は
い
わ
ば
西
独
フ
ス

売
さ
れ
大
人
気
と
な

っ

た

も

い

る

。

社

製

「

ス

ウ

ィ

ン

グ

・
ア
ラ

ウ
ン
ド
」
と
同
タ
イ
プ
の
機

樋
で
、
回
転
洛
体
の
外
周
に

垂
直
に
つ
り
下
げ
ら
れ
た
二

十
本
の
ス
イ
ン
グ
7
1
ム
の

先
に
、
二
人
乗
り
ゴ
ン
ド
ラ

が
つ
い
て
い
る
も
の
。
浴
体

の
回
転
と
と
も
に
、
ス
イ
ン

グ
ア
l
ム
φ

乞
エ
ア
l
シ
リ
ン

ダ
ー
の
働
き
で
交
互
に
外
側

へ
振
り
出
し
て
い
く
。

「
ス
ー
パ
ー
ス
ウ
ィ
ン
グ
」

の
仕掛慨
は
、
同
社
に
よ
る
と

外
周
柵
直
後
二
六
灯
、
A
4
高

六

・
八
い川
、
白
紙
直
径
は
停

止
時
で
一
四

・
三
H

州
、
最
大

振
幅
叫
吋
で
二
五

・
三
灯
、
回

ち

越

さ

れ

た

。

し

て

山

回

会

長

と
佐
治
常
務

第
六
回
理
事
会
で
決
ま

っ

対
関
西
夜
住
の
理
事
を
含
め

た
事
業
計
画
の
主
な
も
の
は
た
関
西
支
部
と
い
う
形
に
な

①
三
協
会
主
協
の
第
初
回
A

っ
て
い
る
も
の
で
、
組
織
の

M
シ
ョ
ー
を
共
催
す
る
、
②
あ
り
か
た
に
も
影
響
を
与
え

遊
戯
施
設
の
安
全
管
理
の
総
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
対

習
会
を
今
後
も
開
催
す
る
、

立
し
て
い
る
意
見
の
相
巡
の
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
約

③
新
た
に
遊
戯
施
設
台
帳
を

主
な
点
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
七
割
が
中
郎
以
西
の
地
区
扱

作
成
す
る
方
向
で
、
今
後

台

会
長

・
常
務
側
目
①
定
期
検
い
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ

帳
盤
的
を
図
る
|
|
の
三
点
。
査
報
告
容
に

つ
い
て
の
直
緩
か
っ
た
。

定
期
検
査
報
告
業
務
を
め
ぐ
の
業
務
を
各
地
域
の
昇
降
機
発
表
に
よ
る
と
五
十
六
年

つ
て
の
意
見
の
対
立
は
主
と
等
検
査
ブ
ロ

ッ
ク
協
議
会

ま

十

二
月
ま
で
の

一
年
間
に
、

道
博
」
、
宝
塚
フ
ァ
ミ
リ
ー

ー
は
手
近
か
に
楽
し
め
る
レ

ラ
ン
ド
「
海
の
大
冒
険
博
」
。
ジ
ャ
l
施
設
と
し
で
、
全
国

な
お
阪
神
パ

1
ク、

ナ
ガ
シ

マ
ス
パ

l
ラ
ン
ド
、
香
総
花

闘
で
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ボ
ッ
ト
フ

ェ
ア
が
聞
か
れ
て
い
る
が
、

以
上
の
ほ
か
の
遊
園
地
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
聞
か
れ
て
い
る
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で

は
五
月
二
日
、
三
日
と
西
日

本
が
雨
で
出
足
が
よ
く
な
か

っ
た
が
、
関
東
で
は
天
候
が

さ
え
な
か
っ
た
わ
り
に
さ
ほ

ど
悪
天
候
で
な
か
っ
た
た
め
、

と
く
に
都
市
都
の
遊
園
地
で

逮
日
平
均
し
て
多
数
入
場
し

好
成
績
と
な
っ
た
。

一
方、

茨
候
に
影
響
さ
れ
る
遊
園
地

や
屋
外
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
と
は

別
に
、
室
内
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ

チ
ャ
コ
の

海

岸
物
語

心

の

色

色
つ
き
の
女
で
い
て
く
れ
よ

い
・け
・な
・い
ル
ー
ジ
ュ
マ
ジ
ッ
ク

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

・
ベ
ル

赤
い
ス

イ

ー
ト
ピ
ー

Y
E
S
M
Y
L
O
V
E
 

浮
気
な
パ
レ
ッ
ト
キ
ヤ
y

ト

ふ

た

大

愛

を

6方向にレバーを操作してママ
カンガルーを貴重上段まで進め、
予カンガルーを防けることで録
画ガ変っていきまtすれパター
ン4場面〉。レn一操作で跳ん
芝り、敵の攻撃を避けるだめし
ゃガみこむことガできぎ写。
ボタンでパンチを繰り出し、~
ザjνや溶ちてくるリンコ
〈触れると7フウト)に当
てたり、途中のフルーツ
をとっていくと得点。

西日本代理后

骨精力ワクス

合 (06)787-1881 

ザjレを倒せ//

璽園

ヵ・ン・ガ・ Jレ・ー

=f1Jソ
第2画面第 t画面

区士ヨ

ー
• 

一一一一未来を見つめ確かな情報を届ける一一一

• 

ジャパンレジャー

いたします!

橡式会社

第4画面第3画面

• • 
27891 

干158世田苔区上用賀5-24 
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JAPAN LEISURE CO.，LTD. 
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TEL03(465)8221 



第三級廊曲!物認可 ( 6 ) 

作が
展新

幌
、
熊
本
、
名
古
屋
の
六
カ

所
。
『
ラ
ッ
キ
ー
ウ
ィ
ナ
|
』

は
「
ウ
ィ
ナ
1
ズ
サ
ー
ク
ル」

問
機
、
テ
ー
ブ
ル
製
四
人
用

を
基
本
と
し
、
メ
ダ
ル
払
い

出
し
の
代
わ
り
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
機
構
と
し
た
も
の
。

同
ゲ
|
ム
は
三
列
×
三
列

の
九
似
の
窓
口
が
そ
れ
ぞ
れ

独
自
に
変
化
す
る
九
リ

i
ル

方
式
、
十
六
ラ
イ
ン
(
八
ラ

イ
ン
も
あ
る
)
の
ス
ロ
ッ
ト

マ
シ
ン
。
絵
柄
の
叩組
み
合
わ

せ
と
配
当
事
に
よ
り
五
鶴
類

(6
か、ムワ

ωま
で
〉
の
タ
イ

プ
が
み
る
。

ス
ロ
ッ
ト

「ラ
ッ
キ
ー
ウ
ィ
ナ
l
」
発
表

T

V
競
馬
ゲ

l
ム
機
「
ウ

ィ
ナ
|
ズ
サ
ー
ク
ル
」
の
メ

ー
カ
ー
、
附
コ
ロ
ナ
商
事
(
本

位
大
阪
、
佐
々
木
茂
入
社
長
)

で
は
、
こ
の
ほ
ど
会
同
+ハカ

所
で
単
独
展
を
開
き
、
同
社

の
新
製
品
、
T
V
ス
ロ
ッ
ト

『
ラ
ッ
キ
ー
ウ
ィ
ナ

l
」
を

発
袋
し
た
。

単
独
シ
ョ
ー
を
闘
い
た
の

は
四
月
二
十
日
、
大
阪

・
中

之
島
の
貿
易
セ
ン
タ
ー
、

ニ

ゲームマシン第188号1982年5月15日第三種郵便物認可ゲームマシン第188号1982年5月15日(7) 

豊栄産業が社名変更' • 
女コングに連れ去られたレディを救いに工事中のビルを駆けのぼります。

ドに
4月初日付で

コアラン
ドンヰーコンク.

十
二
日
、
東
京
の
銭
感
東
急

ホ
テ
ル
を
は
じ
め
仙
台
、
札

側
ジ
ャ
パ
ン

・
レ
ジ
ャ
ー

{本
社
東
京
、
金
沢
義
秋
社

長
)
で
は
、
か
ね
て
よ
り
建

設
を
進
め
て
き
た
新
本
社
ピ

と
に
な
っ
た
。

新
本
社
ピ
ル
は
潔
八
通
り

に
而
し
て
お
り
、
地
番
な
ど

は
次
の
と
お
り
。
制
開
ジ
ャ
パ

ン

・
レ
ジ
ャ
ー
H
東
京
都
世

ル
が
こ
の
ほ
ど
竣
工
と
な
り
悶
谷
区
上
用
賀
五
す
回
二
十

五
月
十
七
日
か
ら
新
本
社
ビ
四
番
地
(
倹
屑
表
示
米
定
)
、

ル
で
の
営
業
を
開
始
す
る
こ

合
図
ニ
0
1
二
二
七

一
。

主柁
可
軍
有
毒
1
3
B司
王
寺
草
苛
主
苛
'gd・王
守
幸
有
事
者
苛
主
守
主
守

T-4不
幸
宮
、
手
書
室
ゴ

。
コ
ピ
l
ヤ
ー
へ
の
措
置
完
了
。
で

ジ
ャ
パ
ン
レ
ジ
ャ

ー
、

同
日
に
移
転

基
板
発
売
を
開
始

「
ア
ミ
ダ
l
」

雇通E
広
範
聞
に
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー

ム
は
広
が
り
、
社
会
に
綴
ざ

し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
広
が
っ
た
ぶ
ん
だ
け
、

そ
れ
ま
で
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー

ム
に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
人

た
ち
か
ら
の
誤
解
の
可
能
性

が
増
、
え
た
と
言
え
る
。
こ
れ

• • 

アップライトタイプ

スモール

アップライトタイプ

第1箇薗(スロープ)

タルの落ちてくる方向に注意しで

はしごをのぼります.

テーブルタイプ

REJt，姐

lfJ:tf彊~t_:':...~..:~ .-.'・
a.圃圃圃圃園

、白、.

-エ事現場のシテュエーションでたわむれる愉快なコングのキャラク台目。

・次4と展開する場面を時間内にクリアーし、コングを上段へ追いつめます。

.ハンマーを持ってア空 ックする気分は壮快です。高得点にもなります。

.ジャンプボタンとコン トローラーのハイテクニックで今までにないスリルを昧わえます。

.ユニークな効果音はゲームの雰囲気を一層盛りあげます。

園田

で
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
専
用

(
再
販
不
可
)
と
し
て
向
ゲ

ー
ム
の

P
Cポ
1
ド
発
売
に

踏
み
き
っ
た
と
し
て
い
る
。

う
ち

「再
販
不
可
」
に

つ
い

て
は
、
A
T選
口
を
と
る
な
ど
の

拘
束
的
行
為
は
し
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

ま
た
同
社
は
凶
月
二
十
八

日
付
で
、
問
機
の
「
販
売
に

つ
い
て
の
お
願
い
」
と
い
う

文
書
を
日
本
ア
ミ
ュ

l
ズ
メ

ン
ト
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
(
N

A
O
)
に刊提
出、

N
A
O
は

三
十
日
付
で
会
員
に
対
し
こ

の
文
容
を
配
布
し
た
。
同
文

書
に
よ
る
と
、
今
回
発
売
す

る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
と
し

て
、
コ
ピ

l
ヤ
1
に
対
し
て

法
的
処
澄
を
と
る
・
}
と
が
で

き
た
点
を
掲
げ
て
い
る
。
文

一則
で
は

『先
般
コ
ピ
ー
ャ
ー

に
対
し
法
的
処
遣
を
取
る
こ

と
が
出
来
、
当
初
の
目
的
を

達
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

:
:
当
時
は
ま
だ
『
ア
ミ
ダ

l
」
の

コ
ピ
ー
ャ
ー
に
対
し

対
処
中
で
あ
っ
た
・

「ア

ミ
ダ

l
」
の
コ
ピ
|
ヤ
|
に

対
し
法
的
手
続
き
を
完
了
し

た
現
在

・
」
と
あ
り
、
目

下
の
と
こ
ろ
繍
象
的
で
は
あ

る
が
閃
社
は
問
機
の
コ
ピ
ー

ヤ
l
に
対
し
法
的
処
習
を
完

了
さ
せ
た
と
し
て
い
る
こ
と

だ
け
は
確
か
な
も
よ
う
で
あ

る
。

「
ガ
ッ
タ
ン

L 

は
セ
ガ
社
に
許
諾

コ
ナ
ミ
工
業
側
(
本
壮
大

阪
、
上
月
禁
正
社
長
)
で
は

同
社
T
V
ゲ
l
ム
機
「
ガ
ツ

タ
ン

・
ゴ
ッ
ト
ン
」
に
関
し

て
、
国
内
市
場
の
み
を
対
象

に
側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ゼ
ス
(
本
社
東
京
、
中
山

隼
雄
創
校
長
)
に
全
箇
的
に

製
造
許
諾
を
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

閃
ゲ
|
ム
は
セ
ガ
社
の
。

本 社〒101東京都平代B区神田須田町1・22T E L 03(254)1647 
関 西支社干542大阪市南区長泡鴇筋1T1332 TEL 06(245)4155 
京都宮業所〒605京都市東山区福積上高総町60T E L 075(541)6111 
岡山富難所 〒7ω 岡山市挙運町4T134話11号 TELω62(52)1821
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BALLOON 
パイオニア・バルーン

著
作
権
表
示
つ
き
で
販
売
さ

れ
て
い
る
。

事
務
所
移
転

イ
ー
ス
タ
ー
尚
事
側
H
埼

玉
県
久
喜
市
本
町
八
の
ニ
の

五
、

告

(
O四
八

O
)
ニ
ニ

l
七
九
六
八
、
山
口
浩
笥
社

長
。
東
北
事
務
所
H
山
形
市

北
山
形
一
の
三
の
三
十
七
、

宮

(
O二
三
六
)
間
三
|
三

五
O
一。

倒
サ
ム
ノ
貿
易

H
東
京
都

港
区
芝
浦
ニ
の
八
の
八
、
坂

本
ビ
ル
、

合
四
五
六
|
三
六

四
四
、
中
村
崎
明
社
長
。

ダ
イ
サ
ン
商
事
側
H
東
京

都
銭
島
区
袈
町
二
の
二
十
六

の

一
、
合
九
五
九

l
九
八
八

一
、
矢
野
俊
一
一
社
長
。

問
問
物
産
附
H
東
京
都
足

立
区
梅
島

}
め
十
五
の
二
、

北
村
ピ
ル
、
会
八
五
ニ
|
五

二
三
一
、
附
閉
茂
社
長
。

エ
ン
ゼ
ル
商
事
側
H
犬
阪

市
浪
速
区
難
波
中
三
の
十
六

の
十
一
、
ニ
ュ
!
ナ
ン
パ
ピ

ル
B
一
O
八
、
包
六
八
二

|

二
六
閉
六
、
清
水
迷
裁
判
包
長
。

宝
塚
遊
図

H
高
知
市
旭
町

こ
の
二
十
三
の
五
十
六
、
合

(O
八
八
八
)
一

一一
一
一
ー
八
九

七
五
、
森
下
利
之
社
長
。

分
離
独
立

伊
線
企
画
(
州
側
泊
平
繭
庖
・

千
代
間
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
事
業

総
)

H
名
古
屋
市
北
区
中
篇

町

一
の
ゐ
十
六
の

一
、
A
五

O
八、

会

(
O五
二
)
九
一

四
|
八
凶

一
二
、
伊
藤
沼
之

助
社
長
。

営
業
所
開
設

紛
サ
ン
ヨ
ー
興
業
H
静
岡

県
浜
松
市
上
新
屋
町
二
二
六

の一

、
合

(
O五
三
凶
)
六

四

l
四
三

O
五
、
金
一由
田
健
社

長
(
本
社
は
従
来
の
と
お
り
)。

仲間同士、

コンピュータを

相手に気軽に挑戦
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新ビルに移転致しました。機浜において'の節は是非お立ち寄り下さい。

住 所:横浜市中区新山下 3丁目3番43号ニューボナンザビル

電話:(045)623-5711 (代)

テレックス:WIKIWIKI J47901 

ファクシミリ:(045)623-6330 

郵便:機浜港郵便局私書籍111号
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世察側蛤⑤ 昭和57'1'4月自白よリ新ピルじ移転

笠
栄
勝
候業
側
(
本
社
東
京
、

松
闘
病
社
長
)
で
は
、
四
月

二
十
日
付
で
「
コ
ア
ラ
ン
ド

・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
鮒
」
と
社

コ
ナ
ミ
工
業
の
T
V

名
を
変
更
し
た
。

こ
れ
は
同
社
が
昨
年
九
月
コ
ナ
ミ
工
業
側

(
本
社
大
を
明
ら
か
に
し
た
。

に
現
在
の
自
社
ピ
ル
に
移
転
阪
、
上
月
索
正
社
長
)
の

T

同
祉
の
仲
真
専
務
が
諾
つ

し
た
の
を
契
機
に
、
こ
の
ほ

V
ゲ
ー
ム
機
「
ア
ミ
ダ

l
」
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

J

A

ど
社
業
発
展
を
め

F
し
て
祉
に
関
し
て
、
同
社
は
こ
れ
ま

M
M
A
な
ら
び
に

N
A
O
に

名
変
更
し
た
も
の
。
こ
れ
と
で
発
売
を

一
時
的
に
見
合
わ
対
し
こ
れ
ま
で
の
経
過
報
告

と
も
に
松
悶
叫
刊
を
松
岡
総
務
せ
て
き
た
が
、
四
月
三
十
日
と
同
社
へ
の
協
力
に
対
す
る

と
社
長
名
の
表
記
も
変
更
し
か
ら
P
C
ポ

l
ド
単
位
で
発
礼
を
し
た
う
え
で
、
発
売
す

て

い

る

。

売

す

る

こ

と

に

な

っ

た

こ

と

る

こ

と

に

な

っ

た

と

の

こ

と

=
=
=
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=
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=
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=

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
|
ム
が
管
く
と
も
そ
の
原
因
な
り
状
況

に
対
し
て
玖
解
を
解
く
た
め

l
ム
に
対
す
る
誤
解
が
強
ま

少
年
に
答
を
与
、
え
る
と
い
う
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
努
力
が
業
界
側
に
必
要
だ
る
の
と
ほ
ぼ
併
行
的
に
、
ゲ

誤
解
に
対
し
て
は
、
寄
を
与
い
う
こ
と
だ
。

8

イ
ン
ベ
!
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ア
|

|
ム
機
を
用
い
た
賭
博
が
急

え
る
よ
う
な
環
境
に
し
な
い
ダ

l
プ

l
ム
u

以
後
、
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
の
遂
営
に
は
、
速
に
は
び
こ
っ
て
き
て
い
る

よ
う

一
定
め
配
慮
を
ア
|
ケ

ム

終
了
と
と
も
に
ア
|
ケ
|

青
少
年
に
有
答
な
環
境
を
与
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
事

|
ド
ゲ
|
ム
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ド

ゲ

i
ム
運
営
は
沈
滞
化
し

え
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
と
例
は
枚
挙
す
れ
ば
き
り
が
な

ー
が
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
て
い
る
と
は
い
え
、
プ

l
ム
も
に
、
文
字
ど
お
り
健
全
娯
い
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
ギ

に
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
限
解
以
前
と
比
べ
る
と
は
る
か
に
楽
を
制
提
供
す
る
こ
と
で
国
民
ヤ
ン
プ
ル
機
に
対
す
る
業
界

は

い

つ

か

は

解

け

る

も

の

と

側

の

規

制

と

な

る

と

、

「

A

考
え
る
の
が
当
然
と
言
え
る
。

コ

コ

、

内

J
'
k
-
崎
電

M
業
界
は
こ
れ
ら

(
G

7

シ

た
だ
そ
う
し
た
誤
解
を
解
く

r
r
r
r
r
u
噌
書
官
旬

ン
)
に
対
し
何
ら
支
配
カ
を

ス
ピ
ー
ド
を
早
め
る
に
は
、

持
た
な
い
』
(
来
紙
上
の
茶

言
葉
の
広
い
意
味
の

P
R
を

に
う
る
お
い
を
与
え
て
い
る
氏
の
発
一
一
一一
一
面一
)
と
い
う
考
え
が

す
る
と
か

の

努

力

が

必

要

と

こ

と

を

、
積
怨
的
に
理
解
し
支
配
的
な
よ
う
で
あ
る
。
ギ

さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

て

も

ら

わ

ね

ば

な
ら
な
い
だ
ャ
ン
プ
ル
機
は
は
び
こ
ら
せ

逆
に
、
そ
う
し
た
誤

解

が

ろ

う

。
こ
の
こ
と
は
個
々
の
ま
し
ょ
う
、
世
論
に
は
戦
い

強
ま
っ
て
い
く
状
況
が
あ
る

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
だ
け
で
な
〈
、
ま
し
ょ
う
l
1
ーと
い
う
の
は

と
し
た
ら
、
こ
れ
は
問
題
だ

業

界

全

体

が

と

り

組
ま
ね
ば
健
全
な
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
|
ム

と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

聞

な
ら
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
で
脅
か
す
誤
っ
た
考
え
と

慾
だ
と
い
う
こ
と
は
、
少

な

一

方

で

、

ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ
言
う
べ
き
で
あ
る
。

フオートハリケーン

~ 

lIll 

庫副
-
1
1
 

E
 
H軒

コングバッカス

同
回一~唱

バイオニア

、回

d
t
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c (092) 471-8612-3 
C (01752)2-7 780  

SNKサービス
東京支底
仙台蛍難所

福岡営難所

むつ営娘婿

，.530大飯市北区西天満6丁目1曇2<t
千代田ビル別館SII!i

TEL.(06) 365.副主21(イモ}

TELEX.5236785 SNKCO J 

• 



第三組郵便物総可ゲームマシン

そ
の
乗
り
換
え

客
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
同

駅
周
辺
は
住
宅
が
密
集
し
て

い
る
う
え
駅
西
方
に
約
八
千

戸
あ
る
団
地
が
広
が

っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ラ
ッ
シ
ュ
時

に
は
駅
前
は
活
気
づ
い
て
い

る
。
し
か
し
ラ
ア
γ
ュ
時
以

外
の
時
間
織
は
比
般
的
落
ち

つ
い
て
お
り
、

本
来
の
下
町

し
く
な
る
。

赤
羽
以
は
京
浜
東
北
線
と

赤
羽
線
と
の
乗
り
換
え
駅
で

あ
り
、
朝
夕
に
は
混
雑
が
激

第188号

ヤ卓|

1982年5月15日

• • 
客
層
の
中
山
は
小
中
学
生

.

お
り
、
ま
た
同
底
フ
ロ
ア
に

、dF
ベ
ン
チ
が
相
当
数
鐙
か
れ
て

〆

い
る
こ
と
か
ら
、
飲
食
し
て

吋
d

か
ら
少
し
遊
戯
機
を
楽
し
ん

一可一
だ
り
休
制
服
し
た
り
す
る
親
子

人
一
巡
れ
、
あ
る
い
は
孫
を
巡
れ

4
一た
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ

一一
ん
が
よ
く
訪
れ
て
い
る
。
設

戸
一
巡
機
穏
に
つ
い
て
は
、
レ
l

ar
」
ル
走
行
式
乗
物
機
(
八
人
乗

に
よ
る
と

「当
底
は
ど
ん
な

客
が
釆
庖
し
で
も
そ
れ
な
り

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

総
合
的
な
展
開
を
目
指
し
て

い
る
。
側
定
客
を
対
象
と
し

た
運
山
富
で
は
や
が
て
行
き
詰

ま
る
と
聞
や
う
。
以
前
は
約
二

十
坪
の
ス
ペ

ー
ス
を
き
い
て

縦
ば
し
ご
な
ど
を
設
由
直
し
た

H

わ
ん
ぱ
く
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

が
よ
く
な
っ
て
い
る
」

と
怒

る
。
岡
市
抽
設
置
の
乗
物
機
と

ゲ
i
ム
機
の
ほ
と
ん
ど
は
一

四
百
円
の
プ
レ
イ
料
金
に
設

定
し
て
あ
り
、
同
氏
は
「
他

の
ゲ
l
ム
同
輔
の
ほ
と
ん
ど
は

ゲ
l
ム
料
金
を
下
げ
て
い
る

が
、
山正副庖
は
親
子
連
れ
が
対

象
で
実
際
に
お
金
を
出
す
の

は
殺
の
ほ
う
だ
か
ら
、
ゲ
ー

1982年5月15日

主蛍司

第188号( 9 ) 

|デー夕 日 |

の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

駅
東
側
は
メ
イ
ン
通
り
の
ス

ズ
ラ
ン
逸
り
を
中
心
に
繁
葱

衡
が
広
が
り
、
近
代
的
な
ピ

ル
も
多
い
。
し
か
し
西
側
に

つ
い
て
は
東
側
と
は
対
照
的

で
、
古
い
街
並
み
が
続
い
て

お
り
告
な
が
ら
の
駄
菓
子
屋

も
多
い
う
え
、
道
幅
も
大
変

狭
い
。
こ
れ
は
東
側
は
区
画

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
西

側
は
ま
だ
区
画
援
喫
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
よ
る
ら
し
い

が
、
西
側
も
割
引
夜
、
区
画
繁

理
さ
れ
る
べ
く
計
闘
が
進
め

司島• 

ジョイランド ・オリンピア 北区赤羽1・13・7、

宮903・6161、本往=紛タイトー〈包264・8611)

ゲームセンター ・ジョイボックス ffii羽2・9・
1， D9()1-8476、本社=問主

デインドン理~l3lJJ6 赤羽2・ 1-19、D902-1433、

本柱=側コインゲーム，(D208・6921)

車問ダイエーゲームセンター 郡勝小2、

タイ工-8飽 3戸、 合902・6511(内線352)、
本柱=紛セガエンターフライゼス(宮742-

3171) 

ゲームイン早安 赤羽西1・10・3、nS06・7088、

本往=称a軍事 (D9ω・1871)
ゲームスポ、yト・ギヤjレ 郡羽西川・13・8、g

906・9213、直営=志水力怠え

イ
氏
ダ

意
羽

弁

・赤

薄

明「

1

4

る

長
い
庖
て
の
し
」

指
一
白

骨

洛
巴
‘
/

閑
セ
展
ム
な

一

的
ゲ

合
一
総

工

流
れ
は
鉄
道
を
境
と
し
て
東

西
に
分
断
さ
れ
て
い
る
形
に

な
っ
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
場
に
つ
い
て
も
や

は
り
東
側
に
多
く
、
と
く
に

ス
ズ
ラ
ン
通
り
に
集
中
し
て

い
る
。

西
側
に
は
ゲ
l
ム
場

が
二
野
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

近
所
の
ヤ
ン
グ
層
を
相
手
に

地
道
な
運
営
を
続
け
て
い
る

赤
羽
は
住
宅
区
域
で
駅
周
辺

に
小
中
学
校
が
数
校
あ
る
こ

と
か
ら
、
衡
を
歩
い
て
い
て

も
そ
れ
ら
の
生
徒
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
こ

と
で
ゲ
l
ム
場
に
入
っ
て
く

る
客
も
小
中
学
生
予
多
い
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
転
車
に

乗

っ
て
や
っ
て
き
て
い
る
た

め
、
各
ゲ
l
ム
場
の
前
に
は

常
に
自
転
車
の
列
が
で
き
て

い
る
。
駅
周
辺
の
ゲ
ー
ム
場

は
S
C内
に
あ
る
も
の
以
外

は
、
す
べ
て

T
V
ゲ
l
ム
場

で
あ
る
。
こ
の
界
隙
で
は
ゲ

ー
ム
場
以
外
に
ゲ
i
ム
機
が

ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
ま
た

東
側
と
西
側
と
の
述
絡
が
不

便
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
人
の

上の2教の写真はダイエーの3Fで遭営している 『券羽ダイエーゲームセンター」の
ようす。問唐フロアの中央にメルへン銅に装飾串れたレール走行式乗効機を股置し、
その周りに定湿式集物機とゲーム機のフロア、そして九、ニいのコーナー"がある

V
ゲ
ー
ム
出
械
の
み
で
、

テ
ー

ブ
ル
型
が
十
五
台
、
コ
ッ
・ク

ビ
ッ
ト
型
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
l
ム

機
が
一
台
と
な
っ
で

い
る
。

各
機
種
ご
と
に
最
高
得
点
者

を
掲
示
し
、
そ
れ
以
上
の
得

点
を
出
し
た
場
合
に
係
員
に

h451‘' ... 

申
し
出
る
と

一
ゲ
|
ム
が
サ

ー
ビ
ス
に
な
る
。
底
内
の
茨

弁
に
は
世
界
の
国
旗
が
飾
ら

れ
て
い
る
。
同
庖
の
石
田
氏

は

「自
転
車
に
乗
っ
て
グ
ル

、

第三種郵便物認可

底フ底ての物のエゲ粁 ムわ 二底 設
な lのい界機運 I Iあ駅場ゆ、ぐ鐙
どド周る般を営 8ムる東もる三らさ
の ・囲ので併で館セ 。側なア台いれ
飲シには粂設、のン 「にい ン穏でて
食ヨは悶物しゲ 三タ 赤ゲとグ度、い
庖 γ フ府機て|階 l羽 i言ラだ そる
がプ 7だをいム約」ダム つ的。れの
並や |け設る 機 百はイ場てなまもは
ん喫ス 。冠。 と坪ダエがよゲたー喫
で茶ト同しこ乗でイ |凶い lい庖茶。
あ総としの |台 T十プゲフ台 7 部り
る機いてパム、 V護士ラ lロをロにの
。械うメツ機そ ド台イムア設アて汽
悶台有毒ダト約のラ、ト機に震に走車
底数成ル線 二 他イ コ型ニテ。定ら)
の lまにゲ習十アブツ T 十 lそ越せを
若手約な l機台|ゲク V数プの式、フ
弁八 つム 三 、ケ iピゲ台 ル反釆そロ
章 十で機台 ゴ lムツ l 、型対物の ア
底台お八、 ル ド機 トムア T倶IJ'機片中
長でり台そフゲ三型機ツ Vの八側央

のス馬らがスても親ひこま くみて広
If.ぺの現をレいをがととたながい場
う lみ 在しチる 一 飲つが飲つひた H

がスにはたツケ人食に 当 食たどがを
絡をしベ例ク lでしな底 J志の く 、設
局設 、ン もでス当てつへがで遂縄け
、登少チあ 子 が1苫いての 周撒 '溢・な無
速ししとるど多でるは集 |遡去にど料
営 たの無 。もく 遊 |封iい客 にしたの縫
効 。休料だが、 I!子るカあたえい{共
率こ懇 木か けアせどがのる。なたし

約 l古昨ンヨ 午21・にほをにと入客 下 種い通が|る'遣を lる入 ー るで こ プパプツ型機 Iま約る lたは件のやン 業十ととム
こ で年通イ「後詰注意見ど描よ語庖泌氏がるる 庖と。 光組の階口列 。五 十 Jレ lゲ ク T十 テニ。ムがメと界かピ「し H寺訟は料
十あ十りボゲ十蒔し掲いるるはだは一 。人のパこスみパ段京にフ十数型八 |ピ V五 l十一場 、ダ 高 際なアジてかえ当金
主Fる月のツ l一間ま ;;r;t:.・7 。おが 「回ゲ々外ツのポ合 γの才能 並リ五台 T台ムツ ゲ台プ五階と=ルえでと」ヨいらー庖の
了。には、 クム時 lまれき 示 ン同断 、小百 lのかク並 Yわク自主かベツ台、v 、機 ト l 、ル坪 とし草ゲるはこはイる午なで高
謹フオずスセま午てれスガ底り夜中 内ム注ら tf ベ ト せガにらでパを両ゲ地 -~ ム 7 型あ池て前 i 。最ろ駅ラ。後お Iま低
謡ロ Iれ」 ンで高官い、タの内し九学 。料自よラたを、ラ l立地あ l設フ |下台 T機 γTり下速かム岡高 に 前ン 七同然と
属ア プに はタ 。十る生 lイにで H幸生間金をくスフ 当 背スフ 下る は鐙ロムに、 V六プ V 、そ営 ら場庖のあの ド 日寺 底関*
額商ンあス l 時。徒がラ 1:1:い以が底 lま集見の リて後童文リへ。八しア機はフド台ラゲーれし Tでは立り最 ・ ま Iま係庖
は積 しりズ ・ かなた 十ス 手 る降主の会めえ裟ツでか穣ツ降ま台て合の テ リラ、イ l隠そがで V あ も.1m、もオ で午だ者
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回り終るとコケコッコーと鳴

ルーレットの当だりに止ると卵が出ます。

-ルーレツトの当り設定は5段階に調節可能。

て
・
ク

い
・
ツ

つ
・
ク
ガ・一
ト
・
リ
@

ツ
・
メ
レ・一一・ユ
ル
・
二

つ
急手ぬ

-新しく楽しい音楽。

.2人乗り100円、

ぜ渉
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事

ー

• 

• 

I'!)カラー毛ニター (ナナ方、東覗、三和} 各植

~スビーカー (1，..‘ 12酬}
<:t絶織トランス(1個 l帥}

⑨スイ yチングレ，， ~ レーター <SA. 6') 
⑤エスカッシaン(1，イシヂ、 四イン刊

⑮'7ラウンカンステー 各指

~際作パ'"ル 1111 
暗号押ボタンスイッテ 各.

@~ーナー金具

⑩マイクロスイッチ 各極

⑪速射パ"'，.
@ファン 各緩

⑬コインスラグ各稲

⑬ヨインスラグ翼置付金具

⑬ヒ.:l-A:ftルダー 香織

⑮ジsイステ4ック 各檎

⑫ジsイスティ ック ポール 各編
曲ジaイスティ γク チップ 各権
⑮キャレイジボルト (ネカクピス) 11鍾
骨スモーク仮谷繍

@符後スモータ緩 各繍

⑮ノイズフィルター

当マックスザーピ'"テレピゲーム1).0)ス0，トマ
y ンーピシコ、〆ダルゲームffl，ff，1:でのゲームF湾総
パーツーヱ"を・衝に調健婦えてお・'1>す。 "悠慮貧民
'ぜ・・ツカタログごλ制のフ'"ごー錫くl.!t:ぃ.
突令制作申ですので.ご活費総下さねば蕊愈お巡りい

としH ， TEL(06)946・0181

一x一
作

A
m

M
M
m
w
 

.多少じかかわらず、 ~.L!

嶋本で会11)へ鎌滋いえしS依
す.

-〒5'0大阪市東区内本町1γ目崎磯崎
TE L E X 5291019 MAX .s C J .筆j&A信 守旬。兵制陣織姫崎市安閑tτa，.・J.
TEl(初嘗)82-61剛 《代襲}・1定自本代捜E 除式会総レジ.-'tーピ.
〒鎗，，宮縄鴨，...，鵬光台驚 lTIäXl醤 ，~

T E" (OU2) 52-1111 HtfU 

あらゆるゲーム用品の

/(ーツ・ヱ具は

マックスサービスへ

必額
二一 f・4



の
一

i
プ
で
や
っ
て
く
る
小
中
学
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ
ー
ム
機

(

一生
が
多
い
」
と
怒
る
。
問
庖

二
十
数
台
と
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

一の
営
業
時
間
は
午
前
十
時
か
型
T
V
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
|
ム
機

一ら
午
後
十
一
時
ま
で
。

一
台
、
応
嫌
に
ア
ー
ケ
ー
ド

一

コ
ア
イ
ン
ド
ン
赤
羽
脂
」

ゲ
l
ム
機
一
台
を
設
置
し
て

一は
以
前
は
一
階
と
地
下
で
の
い
る
e

同
庖
も
ゲ
l
ム
料
金

川
一運
営
だ
っ
た
が
、
現
在
は
一
は

一
四
五
十
円
に
設
定
。
悶

剣
一階
の
み
の
述
営
と
な
っ
て
い
庖
の
武
井
氏
に
よ
る
と
「
赤

州
一る
。
フ
ロ
ア
商
積
は
約
二
十
羽
は
小
学
生
か
ら
高
校
ま
で

刻
一五
坪
で
、
フ
ロ
ア
中
央
か
ら
の
写
生
が
多
い
た
め
、
学
生

第
一奥
は
一
段
高
く
な
っ
て
い
る
。
を
対
象
に
商
売
を
展
開
し
て

ゲームマシン第188号1982年5月15日
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，，‘、

札、

ょの写真は 「デインドン赤羽I6Jの玄関部分のようす.右の写真は伺

底の庖内で2段のフロア、盤に1ゲーム50円を強調した張り紙がある

い
る
街
だ
と
思
う
。
ゲ
ー
ム

場
も
し
か
り
だ
が
、
イ
ン
ペ

l
ダ

l
ブ
ー
ム
以
降
は
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
だ
ん
だ
ん
悶
定
化

し
、
常
連
客
ば
か
り
に
な
っ

で
き
た
傾
向
が
あ
る
。
つ
ま

り
ゲ
l
今
ァ
ン
の
層
が
余

り
広
が
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に

機
械
の
終
備
に
は
う
る
さ
い

マ
ニ
ア
が
多
く
、
少
し
で
も

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
手
を
抜
く

と
す
ぐ
そ
れ
が
反
映
し
、
客

数
が
減
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
も
あ
り
得
る
。
ま
た
ゲ
ー

ム
料
金
に
つ
い
て
は

一
四
五

十
円
に
し
て
い
る
。
と
れ
は

五
十
円
で
も
多
く
プ
レ
イ
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
意
図
だ

が
、
そ
う
大
き
な
売
上
げ
に

は
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
だ
。

し
か
し
こ
れ
は

一
方
で
プ
レ

イ
ヤ
ー
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
い

う
意
味
も
あ
る
」
と
諮
る
。

同
庖
は
午
前
九
時
か
ら
翌
朝

五
時
ま
で
営
業
し
て
お
り
、

こ
の
界
隈
で
は
最
も
長
い
営

業
時
間
で
あ
る
。
な
お
同
底

の
速
貨
に
当
た
る
側
コ
イ
ン

ゲ
l
ム
は
都
内
に
十
数
庖
の

ゲ
|
ム
場
を
チ
ェ

ー
ン
展
開

し
て
い
る
。

さ
で
赤
羽
駅
西
側
に
は
こ

軒
の
ゲ
l
ム
場
が
あ
る
。
そ

の
こ
斡
は
「
ゲ
i
ム
イ
ン
平

安
」
で
、
悶
庖
は
も
と
パ
チ

ン
コ
胞
だ
っ
た
が
、
三
年
前

か
ら
ゲ
l
ム
場
と
し
て
運
営

し
て
い
る
。
フ
ロ
ア
面
積
は

約
百
坪
強
と
広
く
、
テ
ー
ブ

ル
型
T
V
ゲ
i
ム
機
約
八
十

台
を
フ
ロ
ア
に
援
べ

、
周
闘

の
壁
際
に
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
型

T
V
ゲ
l
ム
機
四
台
、
コ
ッ

ク
ピ
ッ
ト
怨
T
V
ド
ラ
イ
ブ

ゲ
l
ム
機
一
台
、
フ
リ
ッ
パ

ー
二
台
、
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ
l
ム
機
約
十
台
、
計
約

百
台
を
設
寵
し
て
い
る
。
ゲ

ー
ム
料
金
は
一
四
百
円
で
-

ゲ
l
ム
の
機
種
と
百
円
で
ニ

ゲ
l
ム
で
き
る
機
種
と
が
あ

る。

同
底
は
主
に
小
中
学
生

を
対
象
に
運
営
し
て
い
る
。

鹿
内
に
は
十
円
な
い
し
三
十

円
く
ら
い
の
菓
子
綴
を
売
る

駄
菓
子
屋
コ

ー
ナ
ー
を
設
経

し
て
お
り
、
こ
の
菓
子
を
買

い
に
来
て
ゲ
i
ム
も
プ
レ
イ

し
で
い
く
と
い
う
生
徒
が
多

い
そ
う
だ
。
ま
た
同
唐
に
来

る
子
ど
も
た
ち
の
ほ
と
ん
ど

が
自
転
車
に
乗
っ
て
く
る
た

め
、
玄
関
お
よ
び
入
口
を
入

っ
た
と
こ
ろ
に
自
転
車
を
掻

く
ス
ペ
ー
ス
を
と
っ
て
い
る
。

問
庖
を
遜
蛍
す
る
林
商
事
の

林
社
長
は
「
当
腐
の
仲
菅
原
哨
は

平
日
は
小
中
学
生
、
日
限
祝

日
は
貌
子
述
れ
が
多
い
の
で
、

ひ
と
つ
の
サ
ー
ビ
ス
の
窓
昧

で
庖
内
に
安
い
駄
菓
子
を
売

る
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

ま
た
赤
羽
と
い
う
土
地
柄
に

合
わ
せ
て
応
内
を
大
衆
的
な

雰
囲
気
に
し
て
い
る
の
で
、

客
も
気
軽
に
入
っ
て
く
る
よ

う
だ
」
と
諮
る
。
同
庖
の
営

業
時
聞
は
平
日
が
午
前
十
時

か
ら
深
夜

一
時
ま
で
、
目
隠

祝
日
は
平
日
よ
り
一
時
間
平

く
閥
庖
し
て
い
る
。
な
お
林

商
事
は
三
月
下
旬
に

一
府
ゲ

ー
ム
場
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、

都
内
で
一
割
引
凶
腐
の
ゲ
ー
ム
山帽

を
展
開
し
て
い
る
。

「ゲ
l
ム
ス
ポ

y
ト

・
ギ

ャ
ル
」
は
約
二
十
五
坪
の
ゲ

ー
ム
場
で
、
二
階
が
ゲ
ー
ム

喫
茶
に
な
っ
て
い
る
。
波
留

機
綴
は
テ
ー
ブ
ル
裂
T
V
ゲ

ー
ム
機
二
十
七
台
を
中
心
に

フ
リ

γ
パ
l
e一
台
、
コ
ッ
ク

ピ
ッ
ト
型
T
V
ド
ラ
イ
ブ
ゲ

ー
ム
機
一
台
。
ゲ
l
ム
料
金

は

一
回
二
十
円
、
五
十
問
、

百
円
の
三
種
鎖
に
分
け
て
い

る
。
機
械
は
す
べ
て
側
タ
イ

ト
ー
か
ら
導
入
し
て
い
る
。

ま
た
二
階
の
喫
茶
か
ら
飲
み

も
の
な
ど
を
注
文
で
き
る
よ

う
、
底
内
に
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
同
庖

の
志
水
氏
は
「
H
E
は
客
が
多

い
が
、
夜
は
少
な
い
。
駅
の

東
側
は
夜
の
飲
食
底
が
多
い
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人。ν
官 'EUが

、
当
庖
の
あ
る
西
側
に
は

そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た

め
、
夜
は
ど
う
し
て
も
東
側

へ
人
が
流
れ
て
い

っ
て
し
ま

う。

だ
か
ら
夜
は
近
所
の
人

た
ち
が
対
象
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
」
と
穏
る
。
同
庖
の

営
業
時
間
は
午
前
十
一
時
か

ら
校
九
時
ま
で
と
な
っ
て
い

スザ
。

「

rfu友

テーブル~TVゲーム機が広いフロ?いっぱいに並べられた 「ゲームイン平安J の庖内

;Ji'E隠面軍医彊~観属君彊盟諸画・|
「ゲームスポット ・ギャ)L-Jの鹿内にて。同庖を休憩場所としている地元民も多いという

(J1t 
おかし大作戦ワイルドウエスタン象ウィーンの馬

いらっしゃいませと戸を

かけるイタリア製の乗物

' • 
バリー製品レンタルいたします ハンマーでピョコタンを

たたいた数を競うゲーム

強盗を釦jす、痛快な迫カ

ある西部劇が楽しめるノ

ありがとうございました

と話すイタリア製の乗物

CHOCOLA TE KID 

、

WILD WESTERN ELEFANTE VIENNA CAVALLO 

• • 

わずかな予算で

全国どこへでも

レンタルいたします

手持ちの資金を貧原町信用で10倍に活

用できます/

・ レン タル料I~機穫阜市場の相港によ

り変動するニと があります。

・ 1ヶ月、 l台に付3万円-7万円〈

らいの吾被種が::~います.

・いずれも5台以上、 6ヶ月ごとの契

約とな町 ます.

・新&lolニついてもご相援に応じており

ます。
倒 スーパーコ ンチネンタル{中古) 5 古~

6ヶ丹.r.，レンタルした場合
小切手ー e ・・0・... ・225.0回円

30日約手 .. '.. ・ ........ 225，000円
曲目約手 。.... .. . . . .. .. .. …225，000円
90白約手 ・… マ ー ・225，000円
120日約手 ........................ '225，000円

150日約'l'''.. ・0・.• • •. • • • .. ・225，000円
スーパーコンチ毒ンタルS古舟の

保証手形契約量軒目225万円

パリー製昂各種パ_¥¥ボーナスラインポンドコンチネンタル

PARTS POND CONTINENTAL 

デキシーランド

DIXIELAND 
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母親が子どもを助けるため

回ふ3Cカンガルー
サン電子カ、ら TVゲーム新製品

サ
ン
電
子
山
側
(
本
社
愛
知

県
江
南
市
、
前
回
目
田
美
社
長
)

か
ら
T
V
ゲ
i
ム
機

「
カ
ン

ガ
ル
ー
」
が
発
売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
e
?
?
カ
ン
ガ
ル
ー
仰

が
隊
答
を
避
け
な
が
ら
砂
子

第188号
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璽量

カ
ン
ガ
ル
ー
e
を
助
け
に
行

く
と
い
う
ゲ
ー
ム
で
、
会
部

で
閉
場
前
か
ら
な
っ
て
い
る

も
の
。
画
而
は
階
層
状
に
な
っ
て

お
り
、
最
上
部
に
い
る
子
カ

ン
ガ
ル
ー
を
救
い
に
上
っ
て

い
く
。
途
中
で
サ
ル
が
邪
魔

を
し
、
ラ
ン
ダ
ム
に
リ
ン
ゴ

が
溶
ち
て
く
る
の
で
こ
れ
を

避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
パ

ン
チ
(
ボ
タ
ン
を
押
す
)
を
当

て
る
と
得
点
に
な
る
。
ま
た

サ
ル
が
ヨ
コ
か
ら
リ
ン
ゴ
を

投
げ
て
く
る
の
で
、
レ
パ

i

操
作
で
ジ
ャ
ン
プ
か
伏
せ
る

か
し
て
避
け
る
。
時
々
現
わ

れ
る
。
ツ
ツ
バ
リ
コ
ン
グ
作

真
砂
工
業
か
ら
初
の
定
置
型

消
防
車
な
ど
2
点

ロHRU
 
1

真
砂
工
業
側
(
本
社
東
京
、

沼

一
真
砂
幸
男
社
長
)
か
ら
定
鐙

配
，一
型
乗
物
機

「
パ
ト
カ
ー
」
と

2
.
「
消
防
車
」
が
五
月
上
旬
に

唱

発
売
と
な
る
。

十

こ
れ
は
同
社
初
の
定
訟
型

の
乗
物
機
で
、
外
相
慨
の
イ
メ

ー
ジ
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に

下
台
を
低
く
し
、
そ
の
た
め

ゲ ー ムマシユ/第188号1982年5月15日、‘，，。。1 
'
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下

の

基

台

が

小

さ

い

の

が

特

徴

に
乗
り
や
す
く
な
っ
て
い
る

の
が
特
徴
。
動
作
は
ロ
ー
リ

ン
グ
と
ピ
y
チ
ン
グ
を
繰
り

返
す
が
、
非
常
に
な
め
ら
か

な
動
き
を
す
る
。
作
動
時
間

一は
九
J

I

秒
で
、
作
動
中
に
ボ

タ
ン
を
押
す
と
擬
音
が
出
る
。

問
機
秘
と
も
ポ
ン
、
不
ッ
ト
に

パ
ト
ラ
イ
ト
が
付
い
て
お
り
、

と
ボ
ク
シ
ン
グ
を
し
て
、
負

け
る
と
数
秒
間
パ
ン
チ
が
効

か
な
く
な
る
。
途
中
に
あ
る

フ
ル
ー
ツ
宇
品
取
る
と
得
点
で
、

全
部
取
っ
た
場
合
に
ベ
ル
(
画

商
内
一
ヵ
所
)
を
ジ
ャ
ン
プ

か
パ
ン
チ
に
よ
っ
て
鳴
ら
す

と
フ
ル
ー
ツ
が
新
た
に
現
わ

れ
る
。
な
お
最
初
に
画
面
左

上
に
車
訓
示
さ
れ
た
ボ
ー
ナ
ス

得
点
(
二
千
点
)
が
徐
々
に

減
っ
て
い
き
、
ゼ
ロ
に
な
る

ま
で
に
子
カ
ン
ガ
ル
ー
を
助

け
な
い
と
ア
ウ
ト
だ
が
、
救

出
時
に
残
り
ボ
ー
ナ
ス
点
が

あ
る
と
こ
れ
が
得
点
と
し
て

加
算
さ
れ
次
の
場
面
へ
移
る
。

第
一
一
場
前
は
は
し
ご
を
よ

乗
客
に
パ
ト
ラ
イ
ト
の
点
滅

が
よ
く
見
、
え
る
よ
う
に
し
て

あ
る
。

二
人
乗
り
。

「パ

ト
カ
ー
」
は
よ
部
と 司、.司、

旬、

カンガルー

り
、
第
二
場
面
以
降
は
上
、

左
上
、
右
上
の
=
一方
向
ジ
ャ

ン
プ
を
駆
使
す
る
。
な
お
第

三
場
面
で
は
タ
テ
に
組
重
な

っ
た
サ
ル
た
ち
が
子
カ
ン
ガ

ル
ー
を
持
ち
上
げ
て
お
り
、

パ
ン
チ
で
サ
ル
を
一
匹
ず
つ

ヨ
コ
へ
飛
ば
し
、
救
え
る
と

こ
ろ
ま
で
下
げ
る
。
そ
の
時

メダル貸出機を兼ねる

汎用両替機

セガ社「ニューディスペンサー」

今
度
登
場
し
た
五
百
阿
硬

貨
を
含
む
各
緩
硬
貨
の
両
慾

機
は
多
く
発
売
さ
れ
て
い
る

が
、
硬
貨
と
紙
幣
を
受
入
札

硬
貨
に
両
替
え
す
る
と
と
も

に
メ
ダ
ル
貸
出
し
も
行
な
う

ボ
ン
ネ
ッ

ト
に
そ
れ
子
れ
パ

ト
ラ
イ
ト
が
あ
る
。
定
価
五

十
五
万
円
。

「
消
防
車
」
は
上
部
に
つ

六
場
面
で
宇
宙
戦
争

地を避け、
4
方
向
レ
バ

l
操
作
の
日
本
ゲ
l
ム

「フライボーイ」タイトーから

撃
す
る
画
面
と
な
る
。
宇
宙

船
は
第
五
場
商
ま
で
画
商
の

左
端
に
、
第
六
場
簡
で
は
最

下
部
に
い
る
が
、
画
面
中
央

部
ま
で
は
移
動
明
、
き
る
。

第
一
場
面
は
倣
宇
宙
船
お

• 
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校
か
ら
た
れ
下
が

っ
た
綱
に

サ
ル
が
数
匹
つ
か
ま
る
と
校

が
折
れ
、
十
数
個
の
リ
ン
ゴ

が

}
皮
に
落
下
す
る
の
で
、

こ
の
サ
ル
も
パ
ン
チ
で
落
と

し
て
い
く
。

得
点
は
サ
ル
と
リ
ン
ゴ
は

各
二
百
点
、
フ
ル
ー
ツ
は
二

百
点
で
ベ
ル
を
鳴
ら
す
と
倍

に
な
る
。
ツ
ソ
バ
リ
コ
ン
グ

八
百
点
、

一
万
点
以
上
で
?

?
カ
ン
ガ
ル
ー
一
匹
追
加
だ

が
、
三
匹
ア
ウ
ト
で
ゲ
!
ム

終
了
。
テ
ー
ブ
ル
裂
の
み
で
定
価

は
M
Hシ
裂
四
十
四
万
円
、

判シ
刑
品
五
十
万
円
。

と
い
う
、
ゲ

l
ム
場
に
は
と

く
に
有
利
な
万
能
的
な
悶
替

機
が
発
売
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。こ
れ
は
繍
セ
ガ

・
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
(
本
社
東
京
、

ロ
ー
ゼ
ン
社
長
)
が
開
発
し

た
「
ニ
ュ

l
・
デ
ィ
ス
ペ
ン

サ
|
」
で
、
ホ
ッ
パ

ー
が
二

個
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ニ
磁

い
て
い
る
鐙
が
、
動
き
と
と

も
に
鳴
る
よ
う
に
な
っ
て
い

え
v
。定
価
五
十
八
万
円
。

パ トカー

• • 

消防車

縮
酬
の
硬
貨
払
出
し
ま
た
は
メ

ダ
ル
貸
出
し
が
で
き
、
別
売

り
の
ホ

ツ
バ
ー
と
の
交
換
に

よ
り
、
用
途
に
合
っ
た
肉
慾

機
と
し
て
使
え
る
ほ
か
、
メ

ダ
ル
貸
出
機
と
併
用
で
き
る
。

メ
ダ
ル
貸
出
機
と
し
て
使

用
す
る
際
は
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
状
況
に
応
じ
て
、
硬
貨

一

な
い
し
九
枚
に
対
し
メ
ダ
ル

}
な
い
し
九
十
九
牧
の
い
ず

れ
に
も
設
定
で
き
る
(例
え
ば

三
百
何
で
メ
ダ
ル
十
六
枚
)。

払
出
用
収
納
枚
数
は
百
同

な
い
し
十
問
機
貨
二
千
五
百

枚
、
五
十
問
硬
貨
三
千
枚
、
メ

ダ
ル
二
千
枚
の
う
ち
い
ず
れ

か
ニ
様
相酬
。
受
入
れ
紙
幣
の

収
納
は
三
百
枚
ま
で
の
殺
重

ね
方
式
。
紙
幣
は
表
と
装
長

手
凶
方
向
に
受
入
れ
可
能
。

総
別
時
間
は

一
・
五
秒。

両
替
な
い

し
メ
ダ
ル
貸
出

枚
数
の
表
示
機
能
、
ま
た
作

動
異
常
個
所
表
示
機
能
な
ど

も
あ
る
。
定
価
七
十
六
万
円
。

よ
び
敵
機
と
の
戦
い
、
第
二
院
玉
の
両
限
を
点
滅
し
て
い
遠
藤
嘉
一
社
長
)

場
面
で
は
虫
の
よ
う
な
ス
ペ
る
時
に
狙
い
慾
っ
と
す
同
得
点
と
な
っ
た
。

-
ス
エ
イ
リ
ア
ン
が
現
わ
れ
、
と
な
る
。

こ
れ
は
同
社
H

節
電
型
キ

第
三
場
面
は
流
星
一時
併
、
第
四
敵
を
務
帥
慨
す
る
ご
と
に
画
デ
ィ
l
カ
l
H
シ
リ
ー
ズ
の

場
爾
は

U
F
O軍
団
、
第
五
商
右
上
に
赤
旗
が
立
ち
、
十
新
作
で
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
「コ

場
面
は
巨
大
な

U
F
O
ス
テ
本
船
酬
が
並
ぶ
と
次
の
場
面
へ

l
ラ

・
コ
I
ラ
」
「
オ
レ
ン

l
シ
ョ
ン
が
ど
ん
ど
ん
攻
め
移
る
。
宇
宙
船
三
出
慨
が
懲
破
ジ
つ
ぶ
つ
ぶ
」
「
レ
モ

ン
ソ

て
く
る
。
第
六
場
面
で
上
部
さ
れ
る
と
ゲ
l
ム
終
了
だ
が
、
l
ダ
」
の
三
機
様
。
そ
れ
ぞ

に
大
路
王
が
現
わ
れ
、
そ
の
一
定
得
点
以
上
で
宇
宙
船
一
れ
そ
の
機
種
名
の
缶
の
中
に

両
般
か
ら
敵
機
が
次
々
と
飛
出
慨
が
追
加
さ
れ
る
。
入
っ
て
パ

l
ハ
ン
ド
ル
に
よ

び
出
し
で
攻
懲
し
て
く
る
の
基
板
販
売
の
み
で
定
価
来
り
運
転
を
楽
し
む
も
の
。
蛍

を
迎
時
ゆ
す
る
と
と
も
に
、
大
定
。

譲
二
品
聞
(
切
H
m
H
式
)
が
つ
い

l
il
-
-
I
ll
i
-
-ー
ー
ー
l
il
ia
-
-
-
-ー
で
い
る
。
こ
の
キ
デ
イ
カ
|

清

涼

飲

料

の

缶

を

モ

デ

ル

に

・

シ
リ
ー
ズ
は
省
ェ
)
・
モ

i
タ
l
の
採
用
に
よ
り
パ
ツ

h
H
J
f
7

ト
ド
J
〆

ク

テ
リ
i
交
換
回
数
が
替
、

、d
-

4

E

、4
F
J
4
8

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
簡
単
。
ま

モ
ペ
ツ
テ
リ
ー
が
な
く
ま
る

日
娯
の
節
電
型
キ
デ
ィ
カ
l
で

ι
闘
し
赤
十
)
プ
抗
点
滅
レ
¥

深
い
が
、
今
度
こ
の
清
涼
欽
バ

ッ
テ
リ
ー
交
換
時
期
を
知

料
の
缶
を
モ
デ
ル
と
し
た
三

ら

せ

る
。
作
動
時
間
は
一
分

種
類
の
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
が

三
十
秒
か
ら
三
分
ま
で
の
切

日
本
娯
楽
機
側

(本
社
東
京
、
日
間
日
可
能
。
本
体
は

F
R
P
削明。

定
価
は
三
機
種
と
も
三
十

五
万
円
。

号ンスターゼロフライボーイ司、旬、
句、

か
ら
発
売

に
よ
る
も
の
。

テ
ー
ブ
ル
型

(
初
勺
)
の

み
で
定
価
六
十
万
円
。

引
川
口
斗
前
号
本
欄
で
紹
介

で
==U『

U
一し
た
タ
イ
ト
l
の

ソフ トVリンクシリーズ(左から右へ)'コーラコー

ラJ"オレンジつぶつぶJ、rレモンソーダ』

「ザ

・
ピ
ッ
ト
」
の
定
価
の

と
こ
ろ
で
、
基
板
販
売
と
あ

る
の
は
正
し
く
は
「
R
O
M

キ
ッ
ト
販
売
」
で
し
た
。
謹

ん
で
ぼ
正
し
ま
す
。

20 ニューディスベンザー

{顕在五三E能設三e表ヨヨ玄防波三万三ヨ
ギャラガ周操作パヰル
(タイトータイプ)

錬作パネル
(ヲイト-gn番付)

像作レバー最高般品
2・4・8方向l!lえ怯
チップ茸換のみ

前面じ開けられ取り替え

修理合情単価T書付}む
州
一

仰
幽

操作，{ネル(裏面)
操作レバー用ピスが4:>$:立っτぃτ、
発射ボタンは5ヵ所巳移動可能で、最
大2留置まで取付けられます。

ト(14インチ用)ミニアップライトキャビネツ
定価20，000円

' • デコ改造ハーネスセツ

開
園

紛
日
本
ゲ
l
ム
(
本
社
東

側
一家
、
問
中
幸
男
社
長
)
か
ら

剛
一
T
V
ゲ
l
ム
機

「
モ
ン
ス
タ

諸

一
l
ゼ
ロ
」
が
発
売
と
な
る
。

第
一

こ
れ
は
宇
宙
戦
争
を
テ
l

マ
と
し
た
も
の
で
、
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
四
方
向
レ
バ

ー
で
宇

宙
船
を
操
作
し
、
発
射
ボ
タ

ン
で
敵
を
攻
怨
し
て
い
く
と

い
う
ゲ
l
ム
。
全
部
で
六
場

爾
あ
り
、
第
五
場
面
ま
で
は

叫
慨
が
右
か
ら
攻
慾
し
て
く
る

の
を
左
か
ら
迎
怒
す
る
一
脚
蘭

で
、
第
六
湯
商

は

敵

が

上

部

清

涼

飲

料

と

奮
え
ば
子
ど

か
ら
攻
敵
耕
し
て
く
る

の

を

迎

も

た

ち

に

非

常

に

な

じ

み

が

k
f
f
J
ι
ぷ

1
μ
f
k
#
L
f長
3
h司
h

L
葺
ιE-a
主
唱
k
f
L
P
i
F
t
L有
F
L
f
q
p
d
E司
K
若
島
守
非
dL
川

q
F
1
朱
守
t苛
h
主

ι庁
q
t司
t
f
hヰ
b
k

州
側
タ
イ
ト
l

(
本
社
東
京
、
立
っ
て
ゲ
l
ム
ス
タ
ー
ト
。

一
定
時
間
内
に
着
陸
地
点
に

コ
l
ガ
ン
社
長
)
か
ら
T

V

レ
バ
ー
で
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー

到
途
し
な
い
と
ア
ウ
ト
。

B

ゲ
l
ム
機
「
フ
ラ
イ
ボ
i
イ
」
を
操
作
す
る
が
、
画
面
右
へ

O
N
U
S
の
各
文
字
の
怖
酬
を

が
発
売
さ
れ
て
い
る
。

来
る
と
上
昇
し
左
へ
来
る
と
通
過
す
る
と
、
着
陸
地
点
に

こ
れ
は
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
下
降
す
る
。
途
中
で
烏
や
へ
到
途
し
た
時
に
官
同
得
点
が
加

を
テ

l
マ
と
し
た
も
の
で
、
リ
コ
プ
タ
l
、
飛
行
機
、
空
算
さ
れ
る
。
飛
行
中
に
野
、

隊
客
を
避
け
な
が
ら
ど
ん
ど
飛
ぶ
じ

?
7た
ん
な
ど
が
郊
山
、
海
と
門
家
色
が
移
り
変
わ

ん
飛
ん
で
い
く
と
い
う
ゲ
l

廃
を
し
に
現
わ
れ
る
。
そ

れ

り

、
汽
車
、
鉄
橋
、
ピ
ル
、

ム
。
全
部
で
九
パ
タ
ー
ン
あ
ら
が
近
づ
い
た
崎
、
タ
イ
ミ
ヨ
ッ
ト
な
ど
も
現
わ
れ
プ
レ

る。

ン
グ
よ
く
ボ
タ
ン
を
押
す
と
イ
ヤ
l
の
自
を
楽
し
ま
せ
る
。

画
部
右
側
の
が
け
の
よ
か
け
務
と
す
こ
と
が
で
き
る
が
、

得
点
は
飛
距
維
に
応
じ
て

ら
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
飛
び
ぶ
つ
か
る
と
ア
ウ
ト
。
ま
た
上
が
っ
て
い
く
ほ
か
、
飛
行

機
三
十
点
、
鳥
、

ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
、
空
飛
ぷ
じ
ゅ
う
た
ん

が
各
五
十
点
、
着
陸
地
点
到

達
は
ミ
ス
テ
リ
ー
得
点
と
な

る
が
、
三
パ
タ
ー
ン
ク
リ
ア

す
る
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
二
十

点
ず
つ
ア
γ
プ
さ
れ
る
。
ハ

ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
三
人
ア
ウ

ト
(
切
潜
可
能
)
で
ゲ
i
ム

終
了
だ
が
、

一
ム
定
得
点
以
上

で

-
人
追
加
と
な
る
。
な
お

問
機
は
金
子
製
作
所
の
開
発

金庫カギ・とぴらカギ・スモーク板・ヱス
カッシ ョン・ガラス・ガラス止 付
ブ ラウン 管 の 位 置は 縦 績自在
ベ ニ ヤ の 厚 き 18鳴

14インチカフーモニター 東映無線製

コントロールレノ〈ー ガイドチップイサ
2・4・8方向兼用

電源(レギュレーター)
5V・5A IZV・IA -5V・IA

配線 どのようにも します
伊j ジャンプ・パグ、
ドンキーコング周など

下記部品も取扱い中

東映無線モニター14インチ @ 38，000円
絶縁トランス 100対100 @ 1，800円
l個ょη発送します。 小口歓迎

振込銀行 城東信用金庫大島支庖当座7084

配線済ミニアップライト
定価90，000円

カセッ ト式データイースト裂のE主体(キャビネッ ト)に、こ
のハーネスセットを綾統すれば、データイース 卜製の霞体に

他社の基板を入れることができます。

改造作業は簡単で、当ハーネスセットの4他のコネクター

をデコのコネクターに差し込めばOKです。
各コネクターは、すべて配線ずみです。しかし、他社基板

に差しこむ36Pコネクターのみ、基板の機額にあわせて配線

して下さい。 l度装寺守すれば次回からは36Pの配線を変える
だけでOKです。
データのカセッ ト式に戻す場合は、

りはずせ(;(0Kです。

スピーカー用3P、 ビデオ周6P、電源用9P、操作悠周

50P、接続問44P、同44P基板(以上自己線ずみ) 、他社基板
用36P、マザーボー ドカバー、基板受け、以上9点セット。
定価 1セッ ト 10，000円

振込先 中京相互銀行楠田I支庖

当ハーネスセッ トを取

当座101985

奈良県福漂市幽川366 I 

Piqlll!!'''I:II~ ・ -11:)
有限会社芝エンジニアリング|東京都江東区大島8・31・11 

TEL. 03・637・1737相会社カシオゲーム判'• 

J 
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セ
ガ
・
タ
ー
ボ
・
ミ
ニ
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
・
タ
イ
プ
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フ
ロ
ア
の
中
央
に
も
鐘
け
る
新
型
ミ
デ
ィ

• VIDEO POKER SEGA KOPUNCH 

遊

び

方

・
コ
イ
ン
を
入
れ
る
と
、
ラ
ン
プ
が
遇
わ
り
ま
す
。

-
ス
ト
ッ
プ
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
ラ
ン
プ
が
止
ま
り
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
を
ね
ら

っ
τ止
め
て
下
卓
い
。

・
タ
イ
ム
カ
ウ
ン
タ
ー
が
、

.0
・
に
生
る
ま
で
何
度
で
も
、
出
来
ま
す
。

-
ロ
ボ
ッ
ト
の
と
二
ろ
に
ラ
ン
プ
が
止
ま
る
と
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
な
か
の
ロ
ポ

ッ
ト
の
同
じ
部
骨
の
ラ
ン
プ
が
つ
き
ま
す
。

-
5
つ
の
世
間
骨
全
部
に
ラ
ン
プ
が
と
も
る
と
、
合
体
成
功
、
景
品
が
出
ま
す
。

" -<< 

海
外
テ
レ
ビ
に
再
登
場

y

逆
転
上
昇
始
ま
る
。

美しい大E草原を背景に、列車を襲うギャングを、屋根に

乗ったり、走る列車を膚にしながら射ち倒すダイゴミは、

プレイヤーを西部劇のヒーローになったような気分にさ

せてくれます。

・レバーを使ってシェリフ4トサボテン、場、 列車など

に当らないようによ与に操作しなが句、ギャンゲ告次

々に倒しτ行って下さい。
・ギャングを全部倒すとボーナスシーンとなり、 1M'放
リ上げたコインに命中させると、ボーナス得点が2倍

になります。

.Y:t.りフが全部殺られるか、ギャンダカ守1)・Eの贋棋に
3人集っτしまうとゲームオーパーとなりまする

ぼm~品官ヨ7副司

サ

• 
It's an exciti ng game! 
Try to beat the dealer! 

セ
ガ
・
ビ
デ
オ
・
ポ
ー
カ
ー

実
際
の
ド
ロ

l
・
ポ
ー
カ
ー
の
ス
リ
ル
を
味
わ
え
る

メ
ダ
ル
・
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
/
ハ
イ
・
ア
ン
ド
・
ロ
ー
も

楽
し
め
ま
す
。

ジ
ヤ
ン
グ
ラ

l

追
い
つ
追
わ
れ
つ
/
迷
路
に
展
開
す
る
ム
カ
デ
の

ス
リ
リ
ン
グ
な
生
き
残
り
ゲ

l
ム
。
新
発
売
/

JUNGLER Boxing Game! 

セ
ガ

-
K
0
・
パ
ン
チ

タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て

K

O
パ
ン
チ
グ
一

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ボ
ク
シ
ン
グ
・
ゲ
ー
ム

Dynan市icSEGA's 

力
ラ
テ
' • 

.デジタル・エラー・ メッセージで

異常個所をすばやく発見

コイン切れ、コインシュート・トラブJレ等、万一

作動に異常が出た時、その個所をデジタル表示し

ますので、すばやく対処できます。

.組合せ方いろいろのマルチ・ホッパー

高性能ホッパーを2個内蔵しておりますので、

いろいろな組合せが出来、ご希望に7ッチした

使い方が出来ます。

1側同晴御前10.. 
510..-1DO..x 5 .. 
1・0伺同切開x2 .. 

田圃

国軍

• 

.. 
S話盲目

• 

• 

エスコ貿易は新しいレジャーシステムを全世界に供給し1続けています。

Still the Leader in the World wide 
除 tributi∞oftheNe悦 stin Leisure System 

〒108東京都港区三国3・5・16 TELEX J27181 
TEL 03(455)6511(大代表)

〒140東京都品川区東品)1(I・32・15コーシ ョーピル3F
T E L 03 (472) 6405(代表}

〒556大阪市浪速区元町2-12・24・106
T EL 06 (647) 4455(代表}

〒464名古屋市千穆区今池トトH 岩田ピル
TEL 052(732) 2611(代表)

キ士

鶴帝時

本

妓

大阪営業所

名古屋営業所

{j(;}@sク拶守口容信E認す§
SCO T.'DING CO.J~NC. 

:rZ ::I 練式会事土

￥1，000"￥1 00 x 10紋

￥500..￥100x 5枚

11100..￥10x 10検

111，000.。￥100x 10枚

11500..￥100X 5枚

11100・.(メメダダルル×貸5出紘) 

オプション仕機
(ホッパー別売)

一一歩

(組合せ例)

標準仕機

両 替
￥1，000..￥100x 10枚

￥500時￥100x5枚

￥100時'"50x 2牧

(メダル貸出紋制 ) 
佳意に変えられます/

B再審~:j!ji司:1')董古事措荷量画面

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
描
い
た
篤
異
の

F
|
1
レ
1
ス

場
所
を
と
ら
ず
、
お
求
め
や
す
い
価
格
で
人
気
急
上
昇

F

セ
ガ
・
ザ
ク
ソ
ン

敵
基
地
深
く
侵
入
せ
よ
/

地
上
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
か
わ
せ
/
・

目
ざ
す
は
敵
司
令
ロ
ホ
ッ
ト
だ
・.

素
晴
し
い
立
体
感
と
あ
ざ
や
か
な
色
彩
で

圧
倒
さ
れ
る
ニ
の
迫
力
/

1台で筒替とメダル貸出しができるマルチ・ホッパ一式デ‘ィスベンサ-y

SI臥@セガ・両替機
圏直司DISPENSER(;，~二月二)
.完肇でスピーディーな紙幣識別機

iIi精度を鋳る新機事轄の紙幣畿，'i!IJ織は、瞬時に紙幣

を識1I1J。勿論、ニセ札、類似品等の不正使用を完

全にシャットアウトします。

.簡単でスムーズな紙幣投入

紙幣投入は千円札、五百円札、ともに表、裏、長

手 4方向に受け入れますので、利用者にとまどい

がありません。

.ひとめでわかる作動状況

6種類のイン・アウトメーターにより筒替、及び

メダルの貸出し状況がひとめでわかりますのでメ

ンテナンスが非常に楽になりました。

.メモリ ー・パッ クアップ方式で

利用者とのトラブルを解消

作動時に万一、停電、電源切等か・あっても両容の

残数を表示しますので利用者とのトラブルが防げ

ます。

• • 



に
家
庭
用
T

V
ゲ

l
ム
市
場
の
市
場
開
発
カ
と
の
結
合
は
る
。
ア
タ
リ
社
の
そ
れ
が
貌
コ

l
ド
グ
ル
ー
プ
の
ル

l
ト

に
参
加
で
き
る
こ
と
を
蓉
こ
発
展
し
続
け
る
家
経
用
T
V

会
社
ワ

l
ナ
l
・
コ
ミ
ユ
ニ
を
活
用
す
る
見
込
み
で
あ
り
、

ん
で
い
る
」
と
諮
り
、

C
B
ゲ

l
ム
分
野
で
威
力
を
発
探
ケ

l
シ
ヨ
ン
ズ

(
W
C
I
)

門
家
庭
用
T

V
ゲ

l
ム
産
業
は

S
コ
ロ
ム
ピ

7
・
グ
ル
ー
プ
す
る
、
と
諮
っ
て
い
る
。
社
の
も
と
に
あ
る
ワ
l
ナ
l

玩
具
、
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の

の
カ
l
ワ
ン
社
長
も
、
業
務
な
お
家
庭
用
T

V
ゲ
i
ム
系
レ
コ
ー
ド
販
売
ル
l
ト
を
各
産
業
だ
け
で
な
く
音
楽
、

用
ゲ
l
ム
機
分
野
に
お
け
る
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
レ
コ
|

活
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
レ
コ
ー
ド
産
業
に
も
影
柵
習
を

パ
リ
i
社
の
カ
と

C
B
S社
ド
底
か
ら
も
販
売
さ
れ
て
い

C
B
S側
も
ま
た

C
B
S
レ
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
。

ー

;
1
1
1
1
i
l
l
i
t
-
-
i
t
-
-
i
l
l
i
t
-
-
1
1
1
1
1
a

最
終
的
に
は
、
二
十
世
紀
フ

イ
セ
ン
ス
契
約
の
も
と
で
九

オ
ツ
ク
ス
が
映
画
史
上
最
大
万
六
千
万
以
上
も
の

7
1
ケ

の
収
滋
を
あ
げ
た
映
画
「
ス

l
ド
ゲ
l
ム
機
「
パ
ッ
ク
マ

タ
l
ウ
ォ
l
ズ
」
で
得
た
利
益
ン
」
を
販
売
し
、
ま
た
「
パ

を
し
の
ぐ
と
予
恕
し
て
い
る
。
ッ
ク
マ
ン
」
の
ほ
と
ん
ど
す

ン
ス
ず
み
)
。
コ
、
不
チ
カ
ツ

『
パ
ッ
ク
マ
ン

・
フ
ィ

l
パ

ト
州
ハ

i
ト
フ
ォ
ー
ド
に
あ

1
』
は
、
H

パ
ッ
ク
マ
ン
フ

る
コ
レ
コ

・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ィ

l
パ
ー
に
か
か
っ
た
/
気

ー
ズ
殺
は
、
電
池
式
の
テ
ー
が
狂
い
そ
う
だ
H

と
歌
詞
に

プ
ル
ト

γ
プ
型
「
パ
ッ
ク
マ
あ
る
が
、
先
週
の

「ピ
ル
ポ

ン
」
を
市
場
に
出
し
て
い
る

l
ド
」
誌
の
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
!

し
、
ミ
ル
卜
ン

・
ブ
ラ
ッ
ド
ト
で
九
位
と
な
っ
た
。
出
版

レ
l
社
は
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」

業
界
も
得
意
綴
で
次
々
と
パ

の
パ
ズ

ル
や
カ

i
ド
ゲ
l
ム
ツ
ク
マ
ン
関
係
の
本
を
出
し

ゃ
電
気
を
使
わ
な
い
ボ
i
ド
て
い
る
。
例
え
ば
シ
グ
ネ
ッ

ゲ
l
ム
を
発
売
す
る
予
定
だ
。
ト
版

・
一
二
八
頁
の
ペ

l
パ

こ
の
ほ
か
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」

l
パ
ッ
ク
『
パ

γ
ク
マ
ン
攻

の
玩
具
や
パ
ジ
ャ
マ
や
ラ
ン
略
、
法
』
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

チ
ボ
ッ
ク
ス
や
パ
ン
パ

i
・

タ
イ
ム
ズ
紙
の
ベ
ス
ト
セ
ラ

ス
テ
ッ
カ
ー
に
加
え
、
ホ

l

l
リ
ス
ト
に
そ
の
名
を
述
ね

ル
マ
ー
ク
祉
の
カ

l
ド
や
ギ
て
い
る
し
、
ポ
ケ
ッ
ト
プ
ツ

フ
ト
用
包
装
材
、
ダ
ン
リ
パ
ク
版

『
パ
ッ
ク
7

ン
で
勝
つ

|
栓
の
シ
ー
ツ
や
枕
カ
バ

l
、
方
法
』
と
い
う
本
も
出
版
さ

J
C
ペ
ニ

l
社
の
子
ど
も
用
れ
て
い
る
。
一
方
、
パ
リ
ー

衣
料
品
な
ど
が
続
々
と
発
売
社
で
は
先
週
、
「
バ

γ
ク
マ

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ミ
ッ
ン
」
を
モ
デ
ル
に
し
た
最
初

ド
ウ
ェ
l
社
の
ス
タ
ン
レ
l
・
の
フ
リ
ッ
パ
ー
を
発
表
し
た

ジ
ャ
ロ
ッ
キ
ー
剖
従
長
は
「我
同
社
は
問
機
が
、

「
パ
γ
ク

社
は
八

0
年
代
の
ミ
ッ
キ
!

?
ン
」
の
よ
う
な
T
V
ゲ
l

マ
ウ
ス
を
所
有
し
て
い
る
の
ム
に
食
わ
れ
放
し
だ
っ
た
フ

だ
と
考
え
る
」
と
結
っ
て
い
リ
ッ
パ

l
に
、
人
々
の
関
心

る

。

を

呼

び

戻

す

こ

と

を

相

互

ん

で

い
る
。

(16) 

途
、
販
売
す
る
こ
と
で
合
意
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
回
C

し
た
、
と
発
表
し
た
。
対
象

B
S側
が
パ
リ
l
社
側
か
ら

と
な
る
パ
リ
l
社
側
の
業
務
家
庭
用
化
の
許
諾
を
受
け
た

用
T

V
ゲ
l
ム
は
、
間
社
が
こ
と
に
よ
り
、
製
造
を
担
当

現
在
開
発
中
の
も
の
や
今
後
す
る
の
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
社
と

四
年
間
に
開
発
な
い
し
許
諾
な
っ
て
い
る
。

さ
れ
た
も
の
を
含
む
と
な
っ
ガ
ブ
リ
エ
ル
社
は
年
末
ま

で
い
る
。

C
B
S側
、
が
最
初
で
に
前
記
三
ゲ
ー
ム
の
カ
ー

に
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
化
す
る
の
ト
リ
ッ
ジ
(
ア
タ
リ
社

C
V

は

「キ
ッ
ク
マ
ン
」
「
ゴ

i

s
方
式
用
)
を
市
場
に
出
す

フ」

「
ウ
ィ
ザ
l
ド
・オ
プ
・
予
定
で
あ
る
。
同
社
は
さ
ら

ウ
ォ

i
」

の

予

定

だ

。

に

7

7
テ
ル
社
イ
ン
テ
レ
ピ

C
B
S
コ
ロ
ン
ビ
ア

・
グ
ジ
ョ
ン
方
式
用
や
そ
の
他
の

ル
l
プ
の
親
会
社
は

C
B
S

方
式
用
も
次
々
と
カ

l
ト
リ

社。

C
B
S社
の
子
会
社
に
ツ
ジ
作
製
に
入
る
と
し
、
今

は
C
B
S
コ
ロ
ム
ピ
ア

・
グ
後
四
年
間
に
四
十
穫
の
ゲ
|

ル
l
プ
の
ほ
か
、
米
国
三
大
ム
を
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
化
す
る

テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ひ
予
定
で
あ
る
。
な
お
同
社
は

と
つ

C
B
S
テ
レ
ビ
が
あ
る
。
幼
児
周
一祝日持
、
各
種
ゲ
ー
ム

C
B
S
コ
ロ
ム
ピ
ア

・
グ
ル
玩
具
、
家
庭
用
木
馬
、
家
庭

l
プ
は
コ
ロ
ム
ピ
ア
を
レ

l

用
ジ
ム
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
で

ベ
ル
と
す
る
レ
コ

ー
ド
メ

l

あ
る
と
と
も
に
、
セ
サ
ミ
ス

カ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
、
デ
ト
リ
l
卜
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の

イ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
で
あ
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
使
用
の
玩
具

ま
た
玩
兵
部
門
と
し
て
ガ
プ
の
販
売
業
者
で
も
あ
る
(
以

業
務
用
T
V
ゲ
l
ム
か
ら
リ
エ
ル

・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
i

上
は

C
B
S社
と
パ
リ
l
社

家
庭
用
T
V
ゲ
l
ム
へ
と
人
ズ
社
(
本
社
ニ
ュ

i
ジ
ャ
ー

に
よ
る
発
表
に
務
づ
く
も
の

気
と
ビ
ジ
ネ
ス
が
移
行
し
つ
ジ
1
州
)
を
待
っ
て
い
る
。
で
あ
る
が
、
パ
リ
l
社
系
ア

つ
あ
る
と
見
ら
れ
る
米
国
で
、

C
B
S側
は
さ
ら
に
、
米
国
ス
ト
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
社
が
カ

l

今
度
は

C
B
S
と
パ
リ
l
社
で
の
「
ル

l
ピ
ッ
ク

・
キ
ュ
ト
リ
ッ
ジ
を
製
造
、
ガ
プ
リ

が
家
庭
用
T
V
ゲ
l
ム
で
提

l
プ
」
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
エ
ル
社
が
販
売
す
る
と
い
う

携
し
、
こ
の
分
野
で
圧
倒
的
ア
イ
デ
ア
ル
ト
イ
社
を
こ
の
四
月
二
十
二
日
付
日
経
産
業

強
さ
を
誇
る
ア
タ
リ
社
へ
の
ほ
ど
買
収
し
て
お
り
、
こ
れ
の
特
派
員
記
事
も
あ
る
)
。

巻
き
返
し
に
出
た
も
の
と
注
を
ガ
プ
リ
エ
ル
社
と
合
併
さ
パ
リ
I
社
の
ミ
ュ

l
レ
l

目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
家
庭
せ
、
さ
ら
に
大
メ
ー
カ
ー
に
ン
会
長
は
「
C
B
Sと
と
も

用
ゲ

l
ム
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は

I
l
l
i
-
-
-
li
l
i
-
-
-
Il
l
l
i
-
-
-

目
レ
コ
ー
ド
小
先
底
か
ら
も
販

フ

リ

ッ
パ

l
で
初
の
「
パ

ッ
ク
マ
ン
」

一
世
冗
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

号
一

レ
コ

ー
ド
販
売
ル
l
ト
で
も

パ
リ

庁

ヲ

ミ

?

さ

長

崎
一

パ
リ
l
社
は
ア
タ
リ
社
に
対

i
社

指
京
市
1

寸
ノ

一耳

寸

9
4
ノヨ
av

M
一
抗
し
た
こ
と
に
な
る
と
指
摘

第
一

さ

れ

て

い

る

。

パ

リ

l
社
ピ
ン
ボ
ー
ル
部

1
一

パ
リ
i
社
(
本
社
シ
カ
ゴ
、
門
(
本
社
イ
リ
ノ
イ
州
ペ
ン

引
一

ロ
パ
ー
ト

・
ミ
ュ

l
レ
l
ン
セ
ン
ピ
ル
)
が
先
日
の
A
O

-
-
社
長
)
と

C
B
S
コ
ロ
ム
ピ

E
で
発
表
し
た
フ
リ

γ
パ
l

u-
7・
グ
ル
ー
プ
(
本
社
ニ
ユ
「
ミ
ス
タ
ー
&
ミ
セ
ス

・
パ

年
一

l
ヨ
l
ク
、
ト
マ
ス

・
カ
l

ッ
ク
マ
ン
」

。

2
一
ワ
ン
社
長
)
は
四
月
二
十
日
、

T

V
ゲ
l
ム
「
パ
ッ
ク
マ

ω一
C
B
S
コ
ロ
ン
ビ
ア
社
が
パ
ン
」
の
主
嬰
素
で
あ
る
迷
路

1
一
リ
1
社
(
厳
密
に
言
え
ば
子
状
の
動
作
を
採
り
入
れ
、
フ

会
社
ミ

y
ド
ウ
ェ

l
社
)
の
リ
ッ
パ

l
化
し
た
{
ト
ム

・

業
務
局
T
V
ゲ
1
ム
を
家
庭
ニ

!
?
ン
副
社
長
)
と
の
こ

用
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
と
し
て
製
と
で
、
プ
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド

家庭用TVゲームのカート リッジ化で

第三鍾郵便物認可

っ
て
ス
コ
ア
(
得
点
)
を
あ

げ
る
が
、
し
か
し
逆
に
妊
怪

「パ

γ
ク
マ
ン
」
は
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
で
そ
の
姿
を
現

わ
し
て
い
る
。
生
後
わ
ず
か

一
年
三
ヵ
月
の
こ
の
ア
ー
ケ

ー
ド
ゲ
l
ム
機
は
、
機
内
疋
十

億
ド
ル
も
の
硬
貨
を
飲
み
込

み、

T

V
ゲ
l
ム
市
場
で
最

高
の
人
気
機
積
に
な
っ
た
だ

け
で
な
く
、
そ
の
小
さ
な
焚

色
の
生
き
物
(
パ
ッ
ク
マ
ン
)

は
今
や
家
庭
に
ま
で
侵
入
し
、

そ
し
て
ジ
ー
ン
ズ
か
ら
ヒ

γ

ト
チ
ャ
ー
ト
上
昇
中
の
ポ
ッ

プ
ソ
ン
グ
N

パ
ッ
ク
す
ン

・

フ
ィ

l
パ
l
H
に
至
る
ま
で

二
百
種
近
い
副
産
物
を
生
み

出
し
て
い
る
。

「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
と
は
、

T
V
ゲ
|
ム
の
中
の
パ
イ
の

形
を
し
た
黄
色
い
も
の
で
、

ド
ッ
ト
(
点
)
や
カ
ラ
フ
ル

な
フ
ル
ー
ツ
ゃ
、
そ
し
て
迷

路
の
よ
う
な
世
界
に
住
む
悶

匹
の
妊
怪
を
飲
む
こ
と
に
よ

パ
ッ
ク
マ

フ
ィ
!
パ

l

‘ ノ

プ
レ
イ
ル
ー
ム
を
ス
ィ

l
ト
に
さ
せ
る
も
の

米
国
の
国
際
的
週
刊
誌
師
、
タ
イ
ム
L

四
月
五
回
目
き
は
そ
の
経
済
織
で
、

T

Vゲ
ー
ム

「パ
刷
ノ
ク
マ
ン
」
ガ
さ
ま
ざ
ま
な
他
の
話
局
に
鐙
き
か
え
ら
れ
、
新
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
に
な
っ
て
い
る
状
況
を
ま
と
め
て
い
る
。
題
し
て
「
パ
ッ
ク
マ
ン

・
フ
ィ
l
パ
l
h

ゲームマシン

も
う
ひ
と
つ
の
ピ
ッ
ク

・

べ
て
の
関
連
商
品
に
対
す
る

ス
コ
ア
ラ
l

(大
抵
得
点
者
)
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
受
領
総
を
持

は
パ
リ
i
社
の
子
会
社
で
あ
っ
て
い
る
(
但
し
、
家
庭
用

る
ミ
ッ
ド
ウ

ェ
l
社
で
あ
る
。

T
V
機
で
の
そ
れ
は
ア
タ
リ

同
社
は
日
本
の
ナ
ム
コ
の
ラ
社
に
対
し
ナ
ム
コ
は
ラ
イ
セ

に
つ
か
ま
り
、
食
べ
ら
れ
る

と
し
ぼ
ん
で
消
え
て
し
ま
う
。

こ
の
ゲ
i
ム
は
も
と
も
と
日

本
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、

決
し
て
満
た
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
食
欲
を
持
つ
飢
え
た
人

を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
。
そ

の
名
前
も
、
日
本
語
で
μ

食

べ
る
H
と
い
う
絡
の

Hパ
ク
H

か
ら
き
て
い
る
の
だ
。

ワ
l
ナ
l

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

イ
シ

ヨ
ン
ズ

(
W
C
I
)
社

系
の
ア
タ
リ
社
が
三
月
中
ご

し
め
る
の
が
最
大
の
特
徴
。

ろ
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
の
家
庭

ま
た
、
従
来
と
異
な
り
パ

ッ

用
T

V
ゲ
l
ム
の
カ
i
ト
リ

ク
ガ
ラ
ス
部
分
が
低
〈
二
層
ツ
ジ
(
定
価
三
七
・

九
五
ド

に
な
っ
て
い
る
の
も
注
目
さ
ル
)
を
発
発
し
て
以
来
、
こ

れ

る

。

れ

ら

の

小
売
業
者
は
そ
の
カ

フ
リ
ッ
パ

l
の
人
気
下
務

l
卜
リ
ツ
ジ
の
在
庫
磯
保
が

は
パ
ッ
ク
マ
ン
で
救
え
る
か
@
で
き
な
い
で
い
る
。
ウ
オ
ー

ル
街
、
ゴ
ー
ル
ド
7

ン

・
セ

ツ
シ
ェ
社
の
ア
ナ
リ
ス
ト
で

あ
る
リ
チ
ャ
l
ド

・
サ
イ
モ

ン
氏
の
鍛
測
に
よ
れ
ば
、
ア

タ
リ
社
は
今
年
「
パ
ッ
ク
マ

ン
」
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
九

百
万
個
売
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
約
二
億
ド
ル
得
る
こ
と
に

な
る
。
彼
は
ア
タ
リ
社
が
「
パ

ッ
ク
マ
ン
」
で
稼
ぐ
収
入
が

コ
ロ
ム
ピ
ア
レ
コ
ー
ド
の

イ
ワ
タ
ニ
・ト
オ
ル
氏
(
ニニ
)
ヵ
ー
で
あ
り
、
一
九
八
二
会
計

は
、
二
年
前
の
あ
る
日
の
午
年
度
の
推
定
売
上
高
は
八
千

後
三
時
ご
ろ
空
腹
に
悩
ま
さ
二
百
万
ド
ル
で
あ
る
。
そ
こ

れ
て
い
た
と
き
に
H

モ
ン
ス
で
か
れ
は
自
分
の
ア
イ
デ
ア

タ
ー
た
ち
に
追
わ
れ
な
が
ら
を
同
僚
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

ド
γ
ト
を
食
べ
て
い
る
黄
色
専
門
家
や
ナ
ム
コ
の
設
立
者

い
生
き
も
の
H

の
イ
メ
ー
ジ

で

あ

る
中
村
雅
哉
社
長
立
し

ム
と
な
っ
た
。
現
在
、

「パ

ッ
ク
マ
ン
」
は
単
価
三
十
五

ド
ル
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
と
な

っ
て
米
国
の
家
庭
に
侵
入
し

て
い
る
。
こ
の
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
は
、
ワ
l
ナ
l
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
役
の
ア
タ

パ
ク
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
て

い
る
。
ア
タ
リ
社
は
今
年
「
パ

ッ
ク
マ
ン
」
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

を
九
百
万
個
売
っ
て
二
億
ド

ル
以
上
の
売
り
上
げ
を
得
る

と
見
込
ま
れ
で
い
る
が
、

ヮ

l
ナ
ー
の
清
一
役
は
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
な
に
も
言
わ
な
い
日

ナ
ム
コ
は
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

二

個
に
つ
き
約

一
ド
ル
の
ロ
イ
一

ヤ
リ
テ
ィ
を
ど
ん
ど
ん
手
に

一

入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

昨
年
の
会
計
年
度
で

一
千
万

ド
ル
に
途
し
た
と
思
わ
れ
る

同
社
の
純
利
揺
が
借
地
す
る

の
も
容
易
だ
ろ
う
。
今
や
八

万
点
の
ス
コ
ア
を
出
し
て
す

っ
か
り
「
パ
ッ
ク
マ

ン
」
フ

リ
ー
ク
の
よ
う
に
な
っ
た
中

村
氏
は
、

H

三
十
万
点
も
出

す
う
ち
の
会
社
の
若
い
女
性

た
ち
に
追
い
つ
く
こ
と
α

が

か
れ
の
目
標
だ
と
言
っ
て
い

る。

パ
ッ
ク
マ
ン
の
父
祖
た
ち

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
パ

ク
パ

ク
食
べ
る
ナ
ム
コ

下
側
中
央
に
あ
る

μ

パ
ッ
ク

メ
イ
ズ
ω

で
の
ゲ
|
ム
が
指
揮

米
自
の
権
威
あ
る
経
湾
週
刊
誌
刷
、
フ
オ
|
チ
ユ
ン
し
は
H
時
の
人
H

櫛
で
、
「
パ
ッ
ク

マ
ン
」
を
生
み
出
し
疋
ナ
ム
コ
の
中
村
氏
と
岩
(
《
民
を
紹
介
し
だ
。

「
パ
山
ノ
ク
マ
ン
の

父
福
芝
ち
L

を
題
す
る
こ
の
小
文
は
、
そ
の
出
生
の
狐
密
な
ど
輿
昧
深
<
書
い
て
い
る
。

Mr. & Mrs. Pai!"Man Pinball 
(Bally Pinball Oivision) 

が
思
い
浮
ん
だ
こ
と
を
覚
え

て
い
る
。
六
週
間
と
い
う
も

の
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ナ

ム
コ
の
電
子
回
路
設
計
技
師

で
あ
る
イ
ワ
タ
ニ
氏
に
と
り

つ
い
て
離
れ
な
か
っ
た
。
ナ

ム
コ
は

T
V
ゲ
l
ム
機
メ
l

に
紋
銭
し
た
が
、
社
長
は
は

じ
め
あ
ま
り
気
乗
り
し
な
い

よ
う
す
だ
っ
た
。
六
ヵ
月
後

ナ
ム
コ
の
開
発
チ
l
ム
は
「
パ

ッ
ク
マ
ン
」
を
完
成
さ
せ
、

こ
の
ゲ
i
ム
は
こ
れ
ま
で
で

最
も
人
気
の
あ
る
T
V
ゲ
l

リ
社
部
門
が
ナ
ム
コ
か
ら
ラ

イ
セ
ン
ス
を
得
て
、
ア
ー
ケ

ー
ド
ゲ

i
ム
を
翻
案
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
パ
ッ
ク

マ
ン
」
は
、
ど

ん
ど
ん
食
べ
る
と
い
う
意
味

の
日
本
訟
の
凝
戸
籍
「
パ
ク

• 

• 

• 

• • 

• 

• 

' 

H

百
底
目
々
の
オ
ー
プ
ン
ス
ト
ラ
ン
を
緩
合
さ
せ
た
ユ

と
な
っ
た
の
は
、
ニ
ュ

l
ヨ

ニ

l
ク
な
庖
銭
形
態
と
な
っ

l
ク
州
ペ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
庖
て
お
り
、
新
し
い
庖
舗
概
念

で
、
同
庖
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

州
初
の

P
T
T
で
も
あ
る
。

現

在

P
T
T
は
、
ピ
ザ
・
タ

経
営
は

P
T
T
の
フ
ラ
ン
チ
イ
ム

・
シ
ア
タ
ー

社

(
本
社

ヤ
イ
ズ
方
式
で
、
直
接
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
川
サ
ニ

l

ピ
ザ

・
コ
ン
セ
プ
ト
社
が
緩
ベ
イ
ル
、
キ
l
ナ
ン
社
長
)

営
に
当
っ
て
お
り
、
今
年
中
が
所
有
し
て
い
る
庖
舗
が
五

に
あ
と
六
庖
同
州
内
で
オ
|

十
四
野
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

プ
ン
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
庖
が
四
十
六
抑
制
の
計
百
軒
と

P
T
T
は

一
九
七
七
年
五
な
り
、
そ
の
地
域
は
米
国
二

月
、
プ
ッ
シ
ュ
ネ
ル
氏
の
手
十
二
州
と
カ
ナ
ダ
、
ォ
l
ス

ア
タ
リ
社
創
設
で
知
ら
れ
で
第
一
号
底
が
カ
リ
フ
ォ
ル

ト
ラ
リ
ア
に
及
ん
で
い
る
が
、

る
ノ
ー
ラ
ン

・
プ
ッ
シ
ュ
ネ
ニ
ア
州
サ
ン
ジ
ョ
セ
で
オ
l

同
社
で
は
ま
だ
ま
だ
続
々
と

ル
氏
が
生
ん
だ

「ピ
ザ

・
タ
プ
ン
し
て
以
来
、
き
わ
め
て
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

イ
ム

・
シ
ア
タ
ー

(
P
T
T
)
」
版
関
に
発
展
を
続
け
て
い
る
空

な
お

P
T
T社
は
昨
年
四

は
つ
い
に
三
月
中
旬

μ

百

庖

こ

の

P
T
T
は
、
動
物
の
キ
月
に
株
式
を
上
場
し
て
お
り
、

自
H

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
話
ヤ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
な
が
ら
経
営
内
容
も
き
わ
め
て
良
好

題
と
な
っ

て

い

る

。

ゲ

ー
ム
場
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
と
さ
れ
て
い
る
。

に
し
て
い
る
が
、
R
O
M
そ

れ
自
体
に
は
ミ
ッ
ド
ウ
エ

|

社
の
主
張
す
る
著
作
権
は
な

い
ー
ー

と
の
議
論
を
持
ち
か

け
た
。
つ
ま
り
R
O
M
は
笑

用
品
で
あ
り
、
実
用
品
に
著

作
権
は
認
め
ら
れ
で
い
な
い

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
判
決

は
、
単
に
実
用
品
で
ゐ
る
な

ら
礁
か
に
著
作
権
の
対
象
に

な
ら
な
い
が
、

T
V
ゲ
i
ム

の
場
合
は
視
聴
覚
的
な
作
品

で
あ
り
、
自
動
車
な
ど
の
笑

用
品
で
は
な
く
、
書
籍
と
か

映
画
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

と
し
た
。

こ
の
判
決
に
関
し
ア
タ
リ

社
の
ポ
l
ル
副
社
長
は

「
T

V
ゲ
l
ム
は
本
や
映
画
と
同

様
に
著
作
物
と
し
て
認
め
ら

れ
て
お
り
、

し
か
も
そ
れ
を

勝
手
に
改
変
す
る
こ
と
も
箸

作
権
侵
害
と
な
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
私
は
こ
の
判

決
を
支
持
す
る
し
、
ア
タ
リ

社
の

T
V
ゲ
ー
ム
を
無
断
で

改
変
コ
ピ
ー
す
る
者
を
許
さ

な
い
こ
と
も
当
然
だ
」
と
結

っ
て
い
る
。

な
お
似
た
よ
う
な
判
決
は

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
述
邦
地
裁
で

も
山
山
て
い
る
。
ミ
ッ
ド
ウ
エ

|
社
が
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン

ト
社
ら
を
相
手
ど

っ
て
進
め

て
き
た
訴
・
訟
で
は
一
月
二
十

五
日
に
、
ま
た
パ
チ
ン
コ

・

パ
レ
ス
社
な
ど
を
相
手
ど
っ

て
進
め
て
き
た
訴
鈴
で
は
三

月
十
-
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

判
決
で
、
無
断
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
キ
ッ
ト
の
販
売
な
百

ぴ
に
使
用
(
オ
ベ
レ

l
卜
)

す
る
こ
と
は
著
作
権
侵
害
に

な
る
と
し
て
い
る
。

と
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
か

ノ
ッ
ク
オ
フ
と
か
言
っ
た
り

し
て
い
る
。
今
回
の
判
決
は

こ
う
し
た
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
・

キ
ッ
ト
が
T
V
ゲ
l
ム
の
著

作
権
侵
害
に
当
た
る
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
訴
訟
は
、
し
か
も
、

7
l
チ
ッ
ク
社
、
が
そ
も
そ
も

①
T

V
ゲ
l
ム
に
著
作
権
は

及
ば
な
い
と
か
、
②
改
変
さ

れ
て
い
る
か
ら
コ
ピ
ー
で
な

い
と
か
、
業
向
う
か
ら
ミ
ッ

ド
ウ
ェ

l
祉
に
対
し
反
論
し

て
き
た
た
め
、
い
わ
ゆ
る
本

質
論
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、

か
え
っ
で

T
V
ゲ
ー
ム
の
箸

作
織
を
明
械
化
す
る
こ
と
に

な
っ
た
点
が
評
価
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
ア
l
チ
ッ
ク

社
は
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
社
が
コ

ピ
ー
さ
れ
た
R
O
M
を
問
題

ピザ-タイム・シアター

オー
プン

さらに続々と展開予定

100庖目

T
V
ゲ
I
ム
著
作
権
ま
た
前
進

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
i
社
の
訴
え
で
、

可

T

V
ゲ
l
ム
で
オ
リ
ジ
ナ

概
ル
の
ゲ
l
ム
内
容
を
無
断
で

醐
修
正
す
る
、
い
わ
ゆ
る
H

ス

ヨ

ピ

l
ド
ア
ッ
プ
H

キ
ッ
ト
は

第
一も
と
の
著
作
権
を
侵
害
し
て

一
い
る
ー
ー
と
い
う
判
決
が
米

一国
で
出
さ
れ
、
ま
た
一
歩
T

一
V
ゲ
l
ム
の
著
作
織
保
議
は

一前
進
し
た
。

一

こ
れ
は
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
社

一
(
本
社
イ
リ
ノ
イ
州
フ
ラ
ン

一
ク
リ
ン
パ

l
ク
、
マ
ロ
フ
ス

一キ
l
社
長
)
が
ア
ー
チ
ッ
ク
・

一イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
社
を

一相
手
ど
っ
て
争
っ

て
き
た

T

，
一

V
ゲ
|
ム
の
著
作
織
を
め
ぐ

、，一
る
民
事
訴
訟
で
附
明
ら
か
に
な

シ
一

っ
た
も
の
。
三
月
十
九
日、

ぺ
一
イ
リ
ノ
イ
州
北
部

・
迷
邦
地

一可一
方
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
は

'
A
一
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
社
の
主
張
を

i
一支
持
し
「
ア
l
チ
γ
ク
栓
の

一一

司
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ア
ン
』
ス
ピ

ゲ一

縁
者
の
了
解
を
得
ず
し
て
な

さ
れ
た
点
が
追
及
さ
れ
て
い

る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

T
V
ゲ

ー
ム
を
無
断
で
ま
る
ご
と
コ

ピ
ー
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
他
の
著
作
物
で
も
認

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
多
少

の
修
正
な
り
変
更
を
す
る
こ

と
も
、
著
作
権
侵
害
に
当
た

る。

T
V
ゲ
l
ム
で
の
修
正

の
多
く
は
絵
柄
や
音
を
少
し

変
え
て
み
た
り
、
あ
る
い
は

融
制
作
速
度
を
早
く
(
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
)
し
て
難
し
く
し

た
り
し
て
い
る
ケ
i
ス
、
が
多

く
、
一
般
に
無
断
修
正
の
こ

ー
ド
ア
ッ
プ

・
キ
ッ
ト
は
、

ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
社
の

『ギ
ャ

ラ
ク
シ
ア
ン
』
に
表
わ
さ
れ

場

t
T
4サ
ピ
"w
a
y-m

る
視
聴
覚
的
な
作
品
の
中
の

著
作
権
を
俊
害
す
る
も
の
で

あ
る
」
と
断
定
し
た
。

判
決
は
さ
ら
に
、

7
i
チ

ッ
ク
祉
の
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」

改
造
用

P
Cボ
ー
ド
キ
ッ
ト

に
も
触
れ
、
こ
れ
も
ミ
ッ
ド

ウ
ェ

l
社
の
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」

に
表
わ
さ
れ
る
視
聴
覚
的
な

作
品
の
中
の
著
作
織
を
侵
害

す
る
も
の
と
の
判
断
を
下
し

た
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
コ
ピ
ー
し
て
い
る

か
ど
、
ヲ
か
に
つ
い
て
は
、
こ

の
判
決
は
結
局
触
れ
な
い
ま

ま
で
あ
っ
た
が
、
あ
く
ま
で

も
視
聴
覚
的
な
作
品
と
し
て

の
T
V
ゲ
l
ム
の
著
作
機
を

霊
視
し
、
そ
の
視
覚
的
な
修

正
や
聴
覚
的
な
修
正
が
著
作

あ
る
が
、
詳
し
く
は
わ
か
ら

な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
さ
き

ほ
ど
ア
l
ピ
ン
グ

・
ケ
イ
ン

社
を
貿
い
と
っ
て
米
国
で
話

題
と
な
っ
た

U
Sビ
リ
ヤ
ー

ド
社
ら
が
、
さ
ら
に
ス
タ
ー

ン
社
に
数
百
万
ド
ル
の
金
を

貸
し
て
援
助
し
た
と
い
う
わ

け
だ
。
金
額
は
明
ら
か
で
な

い
が
、
そ
の
貸
与
金
は
ス
タ

l
(
カ
ン
ザ
ス
シ
チ

i
)
。

-
ン
祉
の
株
式
と
転
換
可
能

十
二
月
十
四
|
十
七
日
H

と
の
条
件
つ
き
に
な
っ
て
い

フ
ラ
ン
ス
の
フ
ォ
ー
レ

ン

・

る
。

エ
キ
ス
ポ
(
パ
リ
)
。

U
Sビ
リ
ヤ
ー
ド
社
な
ら

八
三
年
一
月
十
1
十
三
日
び
に
ア
ル
パ
l
ト
・

サ
イ
モ

H
英
国
A
T
E
(
ロ
ン
ド
ン
)
。
ン
社
は
、
ア
ル
パ

l
ト

・
サ

一
月
二
十
|
二
十
三
日
目
イ
モ
ン
氏
の
所
有
す
る
会
社

西
独
I
M
A
(
フ
ラ
ン
ク
フ
で
、
同
氏
は
米
国
A
M業
界

ル
ト
)
。

で
も
長
い
経
験
を
も
っ
ベ
テ

三
月
十
|
十
二
日
H
米
国
ラ
ン
の
ひ
と
り
と
さ
れ
て
い

A
O
ε

(シ
カ

ゴ

)

。

る

。

U
Sビ
リ
ヤ
ー
ド
社
は

硬
貨
作
動
式
の
プ
ー
ル
テ
ー

ブ
ル
や

T
V
ゲ
l
ム
幽
憾
な
ど

の
メ
ー
カ
ー
、
ま
た
ア
ル
パ

ー
ト

・
サ
イ
モ
ン
社
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
地
域
に
お
け
る
ス

タ
ー
ン
社
製
品
の
デ
ィ
ス
ト

リ
ピ
ュ

l
タ
l
。
ア
ル
パ

ー

ト

・
サ
イ
モ
ン
氏
は
、
ゲ
ー

リ
i

・
ス
タ
ー
ン
氏
の
父
サ

ム

・
ス
タ
ー
ン
氏
と
も
古
く

か
ら
親
交
を
絡
ん
で
い
る
。

さ
れ
、
パ
リ
l
社
と
の
関
係

を
無
視
し
て
ミ
ァ
ド
ウ
ェ

l

社
を
早
く
会
員
に
し
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

T
V
ゲ
l
ム
の
コ
ピ
i
対
策

に
つ
い
て
も
A
D
M
A
は
マ

ニ
ェ
ア
ル
を
作
り
、

一
一層ス

ム
ー
ズ
に
そ
し
て
強
力
に
コ

ピ
ー
を
排
除
し
て
い
く
と
し

で
い
る
。

的
な
対
策
が
検
討
さ
れ
た
。

A
D
M
A
の
顧
問
弁
滋
士
で

あ
る
デ

l
ピ
ッ
ド

・
メ
l
ア

i
氏
は
、
全
米
各
地
で
進
め

ら
れ
て
き
て
い
る

T
V
ゲ
ー

ム
コ
ピ
ー
の
訴
訟
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
概
略
を
説
明
し
、

各
地
の
裁
判
所
判
事
の
考
え

が
ど
こ
ま
で
進
ん
で
き
た
か

と
い
う
報
告
を
行
な
っ
て
い

る
。
た
だ
、
こ
の
分
野
で
は

必
ら
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
社
の
健
闘
ぶ

り
が
披
露
さ
れ
る
が
、
同
社

が
{
ギ
T
ン
プ
ル
機
の
メ
ー

カ
ー
で
も
あ
る
パ
リ
l
社
の

子
会
社
だ
と
い
う
理
由
で
)

A
D
M
A
の
会
員
で
な
い
点

が
こ
の
会
合
で
改
め
て
指
摘

対
策
で
H

手
引
書
U

世

来
年
A
J
E
は
ロ
ン
ド
ン
で

こ
れ
か
ら
先
の
主
な
国
際
A
M
展

の

予

定

コ
ピ
l
対
策
で
も
マ
ニ

ュ
ア
ル
検
討

米
国
A
D
M
A
、

米
国
の
小
型
A
M
機
メ
l

般

マ
ス
コ
ミ
や
社
会
風
潮
が

カ
i
の
協
会
で
あ
る

A
D
M
T
V
ゲ
l
ム
や
ア
ー
ケ
ー
ド

A

(
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
卜

・

ゲ
ー
ム
全
般
に
対
し
(
無
理

デ
バ
イ
ス

・
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク

'
解
が
辺
自
で
)
批
判
的
な
い

チ
ユ
ア
ラ
|
ズ

・
ア
ソ
シ
エ
し
攻
撃
的
に
な
っ
で
き
て
い

l
シ
ヨ
ン
、
本
部
イ
リ
ノ
イ
る
が
、
こ
れ
に
対
し

A
D
M

州
、
ジ
ョ

l

・
ロ
ピ
ン
ズ
会

A
、

A
V
D
M
A、
そ
し
て

長
)
で
は
二
月
二
十
五
日
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
の

A
M

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
シ
エ
ラ
ト

O
A
の
一
ニ
協
会
が
対
策
を
講

ン

・
ハ
l
パ
l
・
ア
イ
ラ
ン
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

ド
ホ
テ
ル
で
通
常
総
会
を
関
た
め
の
本
格
広
報
機
関
と
し

き
、
社
会
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
て
、
三
協
会
は
昨
年
十
二
月

(
P
R
)
や、

T
V
ゲ
l
ム
二
十
四
日
に
ダ
ニ
エ
ル

・J
-

の
コ
ピ
l
排
除
な
ど
に
つ
い

エ
1
デ
ル
7

ン
社
(
本
社
シ

て

審

議

し

た

。

カ

ゴ

)

を

指

定

し

て

い

た

(

本

A
D
M
A
が
設
立
さ
れ
た
紙
第
即
号
既
報
)
。
今
回
の

の
は
昨
年
二
月
十
日
だ
か
ら

A
D
M
A
総
会
の
第

Z
Z誠

ち
ょ
う
ど
丸
工
呼
経
過
し
た
祭
は
以
上
に
関
す
る
具
体
的

こ
と
に
な
る
。
昨
年
三
月
四
な
検
討
で
あ
る
。

日
に
は
デ
ィ
ス
ト
リ
ピ
ュ

l

こ
れ
ら
三
協
会
が
エ
l
デ

タ
l
の
協
会
で
あ
る

A
V
D

ル
マ
ン
社
と
と
も
に
作
業
を

M
A
も
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
進
め
た
結
果
、
百
ペ

ー
ジ
に

で
T
V
ゲ
l
ム
ブ
ー
ム
が
金
及
ぶ
「
地
持
社
会
へ
の
対
処

米
で
高
ま
る
と
と
も
に
、

一
の
し
か
た
(
ア

・
コ
ミ
ユ
ニ

テ
ィ

・
リ
レ
イ
シ

ョ
ン
ズ

・

マ
ニ
ュ
ア
ル
)
」
と
い
う
本

が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
が

A
D
M
A
総
会
で
検

討
さ
れ
た
。
と
れ
は
、
単
に

無
理
解
で

T
V
グ
l
ム
や
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
(
ギ
ャ
ン

ブ
ル
や
グ
レ
イ
ゲ
l
ム
に
つ

い
て

A
D
M
A
は
関
知
し
て

い
な
い
)
に
対
し
批
判
的
な

い
し
攻
祭
的
な
-
鍛
マ
ス
コ

ミ
や
社
会
風
潮
に
ど
う
対
処

す
る
か
と
い
う
H

手
引
量
デ

で
あ
る
。
こ
の
第
一
号
議
案

は
承
認
さ
れ
、
こ
の
本
は
四

月
中
に
も
発
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

A
D
M
A
総
会
の
第
二
号

議
案
は

T
V
ゲ
l
ム
の
コ
ピ

ー
排
除
に
つ
い
て
で
あ
る
。

同
協
会
は
発
足
以
来
、
T
V

ゲ
l
ム
の
コ
ピ

i
排
除
を
主

な
B
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
き

で
お
り
、
同
総
会
で
も
具
体

来
年
に
か
け
て
の
海
外
の

主
な
A
M
シ
ョ
ー
の
日
穏
な

ど
が
本
紙
に
届
い
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
自
混
と
開
催
地
(
カ

ッ
コ
内
)
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
る
。

十
月
六

l
七
日
H
英
国
・

ロ
ン
ド
ン

・
プ
レ
ビ
ュ
ー
。

十

一
月
十
八
|
二
十
日
H

米
国
A
M
O
A
エ
キ
ス
ポ
(シ

カ
ゴ
)
、

-
A
A
P
A
シ
ヨ

第188号

~ 

1982年5月15日

(
問
)
と
が
資
金
援
助
を
し

て
、
な
ん
と
か
継
持
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
ー
ー
と
話
題

に
な
っ
て
い
る
。

ス
タ
ー
ン
社
の
経
営
状
態

悪
化
は
、
出
資
者
の
ひ
と
り

で
あ
る

7
l
チ
ン

・
プ
ロ
ム

リ
l
氏
が
手
離
し
た
株
式
を

千
五
百
万
ド
ル
で
取
得
し
た

こ
と
が
主
な
原
因
の
よ
う
で

ア
ル
パ
l
ト

・
サ
イ
モ
ン
氏
が
資
金
援
助
し

経
営
危
機
を
く
ぐ
り

抜
け
た
ス
タ
ー
ン
社

海

さ
き
ほ
ど
創
立
五
周
年
を

祝
っ
て
い
た
米
国
ス
タ
ー
ン

社
(
本
社
シ
カ
ゴ
、
ゲ
l
リ

l
・
ス
タ
ー
ン
社
長
)
で
は

あ
る
が
、
実
は
ほ
粧
色
悪
化
が

伝
え
ら
れ
で
き
た
と
こ
ろ
、

U
S
ビ
リ
ヤ
ー
ド
社
(
本
社

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
川
、
ア
ル
パ

l
卜
・

サ
イ
モ
ン
社
長
)
と

ア
ル
パ

l
ト
・

サ
イ
モ

ン
社

、，J，，s l 
，，‘、



|池上通商蜘 円 .. '. f .. 

『ふ
わ
ふ
わ
ポ
l

視
は
イ
ス
に
鹿
っ

犠

(全
都
で
八
台

ル
』
(
左
側
)
で
溢
ぷ
子
ど
も
を

て
見
守
る
。
右
偏
に
ア
ー
ケ
ー
ド

の
う
ち
}
=
一台
が
並
ん
で
い
る

人
工
芝
の
パ
プ
リ
ッ

樹
木
を
配
L
、
録
制

れ
た
メ
ル
ヘ
ン
"
の
ク
ス
ペ
ー
ス
弘
中
央
に
大
き
な

遊
具
や
ベン
チ
主
ど
が
備
え
ら

公
園
的
主
空
間
で
あ
る

( 18) 

Fあぜひ'の広喝」のメーン施蝕はレール走行式乗物織とぜの軌道に固まれたパブリックスベ-;:r.で、地織住民のい二いの喝となっている

OCI2V'OC6V 

2716・2732・2532

3A  ノイズ7ィJレ?-

カウンター

*，]、売・卸・ヱ喝販売も致しております。
*商品数の多少にかかわらず全国発送致します。
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Pロム

スピーカ-
5WOD、他各機

ツなら

IO~用

コネクター及び接続基板

20P・36P.44P 
56P・基線36P
44P 

. 

Pロム消却器

ぐー

う
で
あ
る
。
そ
こ
で
同
ロ

ケ

ー
シ
ョ
ン
の
展
開
が
側
後
楽

隠
ロ
コ
モ
テ
ィ
ヴ
に
持
ち
込

ま
れ
、
同
社
は
そ
の
制
約
の

も
と
で
ロ
ケ
づ
く
り
を
行
な

っ
た
わ
け
だ
。
向
社
は
関
東

方
面
に
約
二一
十
ヵ
所
の
ロ
ケ

を
展
開
し
て
お
り
‘
そ
の
う

ち
過
半
数
が
来
物
機
を
汲
視

し
た
山
中
.
内
ロ
ケ
で
あ
る
が
、

先
上
げ
効
市
中
め
よ
い

T
V
ゲ

ー
ム
慨
を
除
い
た
ロ
ケ
づ
く

り
は
こ
れ
が
初
め
て
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
あ
る
制
度
の

営
業
而
で
の
不
安
を
他
、
え
て

オ
ー
プ

ン
し
た
。
し
か
し
結

果
は
好
調
で
、
同
居
の
設
計

段
階
か
ら
携
わ
っ
て
い
る
木

村
潔
府
長
は
「
閲
底
ニ
ヵ
月

後
ま
で
予
算
を
約
二
倍
も
オ

ー
バ
ー
す
る
売
上
げ
を
示
し
、

阿
力
月
を
経
た
現
在
で
も
十

分
に
係
鉱
ベ
ー
ス
に
乗
っ
て

い
る
。
ま
た
地
域
住
民
か
ら

も
大
波
紋
し
ま
れ
て
い
る
」

と
鰐
り
、
常
設
簡
で
の
成
功

と
と
も
に
向
山
が
地
域
住
民

に
低
抗
な
く
会
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
強
制
酬
し
て
い

'
A
V

。

て
い
る
。

こ
れ
は
東
京

・
足
立
区
の

ス
ー
パ
ー

「
?
ル
エ
ツ
東
和

応
」
二
階
に
あ
る
「
あ
そ
び

め
広
場
」
で
、
幽
開
後
楽
関
口

コ
モ
テ
ィ
ヴ
(
本
社
東
京
、

真
鍋
和
久
社
長
}
の
運
営
に

よ
る
も
の
で
あ
る
.
同
腕
は

常
怨
線
亀
布
駅
か
ら
商
へ
徒

歩
で
約
ニ
ト
分
の
と
こ
ろ
に

あ
る
唱

一
階
磁
て
の
ス
ー
パ
ー

で
、
住
宅
衡
の
中
に
建
て
ら

れ
て
い
る
.

こ
の
ス
ー
パ
ー
は
当
初
計

凶
で
は
一
階
と
二
階
の
両
フ

ロ
ア
を
売
織
と
し
た
大
規
俣

市
柏
舗
に
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
地
元
住
民
と
く
に
地
元

市
聞
広
街
か
ら
の
風
当
リ
が
強

〈
、結
局
売
場
面
積
を
半
減
、

二
階
を
凍
結
面
積
と
し
一
際

の
み
で
生
鮮
食
料
品
と
日
用

品
を
販
売
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
し
て
二
階
フ
ロ
ア
の

利
用
と
し
て
遂
厳
場
を
設
け

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の

際
地
元
住
民
側
か
ら
の
婆
望

に
よ
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー

ス
を
広
く
と
る
こ
と
と
、

T

V
ゲ

l
ム
機
を
設
置
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
住
民
側
と

の
話
合
い
が
ま
と
ま
っ
た
そ

います

Pロム・込緯(メ・働力ー保障.付)
• Iケ用、・8ケ用

ゲームマシン

金具付押ボタンスイッチ

GAMEに関する
何でも

トリプルタップキースイッチ

• I人2人同スイ，'f
{取付穴 2ゆ}
・発射用スイッチ
{取付穴 29.3φ) 

マイクロスイッチ

S
Cの
二
階
会
フ
ロ
ア
を

使
用
し
、
し
か
も

T
V
ゲ
ー

ム
機
を
工
u
も
設
置
し
て
い

な
い
遊
戯
場
が
一
月
十
五
日

に
オ
ー
プ
ン
し
話
題
と
な
っ

ファン

効
果
的
に
利
用

レ
ー
ル
軌
道
を

押ボタンスイッチ

第188号

. EIl5V5A、6SV1A‘曲目V1A

. EIlSV6A、65V1A.串12V1.5A 

.串SV7A..e5V1A、EIl12VIA 
・串SV5A.6SV1A、e112V1A、912V1A

ク
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
そ
の

境
界
線
に
レ
|
ル
走
行
式
乗

物
出
慨
を
走
ら
せ
、
周
聞
に
定

甲
車
型
乗
物
機
と
ア
ー
ケ
ー
ド

ゲ
|
ム
機
を
設
置
し
て
い
る

が
、
設
置
機
穫
の
大
部
分
は

乗
物
機
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

人
工
芝
の
フ
ロ
ア
は
中
心
部

に
大
き
な
擬
木
が
あ
り
、
す

べ
り
台
や
中
に
入
っ
て
遊
べ

る
木
製
の
汽
車
、

F
R
P製

の
木
株
や
ベ
ン
チ
な
ど
が
設

相也
さ
れ
て
お
り
、
親
子
連
れ

に
か
つ
こ
う
の
休
恕
ス
ベ
|

マ
ル
エ
ツ
東
和
市
泊
二
階
は

約
一
千
平
方
H
M
あ
り
、
そ
の

う
ち
約
六
百
平
方

μ
が
胸
後

楽
図
ロ
コ
モ
テ
ィ
ヴ
運
営
の

「
あ
そ
び
の
広
場
」
、
あ
と

約
四
百
平
方

μ
が
マ
ル
エ
ツ

運
営
に
よ
る
卓
球
と
オ

l
ト

テ
ニ
ス
の
コ
ー
ナ
ー
に
な
っ

て
お
り
‘
二
階
会
フ
ロ
ア
を

e
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
a

と

総
称
し
て
い
る
。

「
あ
そ
び
の
広
場
」
は
中

央
部
に
約
百
八
十
平
方
H
M
の

人
工
芝
を
敷
い
た
パ
プ
リ
ッ

「あそひ.の広場」

1982年5月15日

ア(約1000附)を使用

カラーディスプレイモニター
H裂・la型・20型・22裂

1対 1絶縁トランス

運営の

『あ
そ
び
の
広
場
」
の
政
計
段
階

が
ら
矯
わ
っ
て
い
る
木
村
潔
盾
長

• 

• 

• 

• • 

• 

• 

• 

ヤ
ン
グ
の
劣
も
多
く
米
て
、

「
あ
そ
び
の
広
場
」
と
う
ま
く

タ
イ
ア
ッ
プ
し
運
営
効
率
を

上
げ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
こ

と
は
同
フ
ロ
ア
が
子
ど
も
か

ら
老
人
ま
で
す
べ
て
の
層
が

楽
し
め
、
ま
た
休
憩
で
き
る

場
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
各
稜
自
動

販
売
機
コ
ー
ナ
ー
、
コ
イ
ン

ロ
ッ
カ
ー
、
洗
面
台
な
ど
も

設
け
ら
れ
、
骨
骨
の
側
に
立
っ

た
配
慮
が
随
所
に
見
ら
れ
る
・

従
来
の

S
C型
ロ
ケ
も
あ

る
程
度
の
条
件
が
付
さ
れ
て

は
い
る
が
、
同
作
拍
の
よ
う
に

T
V
ゲ
ー
ム
慢
を
設
置
し
な

い
な
ど
と
い
う
厳
し
い
条
件

下
で
の
ロ
ケ
反
附
は
珍
し
く
、

い
わ
ば
地
域
住
民
と
の
協
関

に
よ
る
ロ
ケ
の
成
功
例
と
し

て
、
今
後
の
成
り
行
き
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

ヴ

バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
は
ぬ
い
ぐ
る
み
式
の

a
aを
五
台
設
置
.
量
に
読
の
絵
を
猫

e柱
は
樹
木

告
か
た
ど
り
、
メ
ル
ヘ

ン
ム
ー
ド
が
い
っ
ぱ
い

マルエツ東和庖2階全フロ

側後楽園ロコモティ

8の字型.w裂など、ロケーションに合う刻果的
怠レイ戸ウトガできます

450%ゲージ
家族単位(4人〉で利用できます

200円E霊祭もできます

v 

.鋳....ox

ファミリートレイジ

第三種郵便物認可

T 

‘ 

ジヤジ*トレーラー

貿
易
側

e
チ
ビ
ロ
コ
シ
リ
ー

ズ
e

の
こ
倹

Mmを
設
置
し
た

『
銀
河
鉄
道
」
で
.
岡
市
的
で

人
気
、
売
上
げ
と
も
に
成
問

と
い
う
・
こ
れ
は
利
用
料
品
引

が
一
回
二
百
同
で
抽
出
の
乗
物

俊
よ
り
も
向
い
が
、
同
市
柏
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
飛
物
機
だ
け

に
来
腐
者
が
一
度
は
飛
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
に
よ
る
ら

aし
い
.
そ
の
ほ
か
定
置
式
乗
物
機

十
九
台
、
バ
ッ
テ
リ
ー
カ

l

五
台
、
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム

機
八
台
、
ポ
ー
ル
の
海
の
中

で
遊
ぶ
『
ふ
わ
ふ
わ
ボ
|
ル」

一
台
を
設
潰
し
て
い
る
。

と

く
に
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
!
と
定

霊
式
乗
物
機
フ
ロ
ア
の
墜
に

は
メ
ル
ヘ
ン
調
の
絵
が
描
か

れ
、
中
央
の
援
木
と
マ
ッ
チ

ス
と
な
っ
て
い
る
・
向
ス
ペ

ー
ス
は
笠
坂
タ
イ
プ
の
レ
ー

ル
走
行
式
釆
物
機
に
よ
っ
て

閥
ま
れ
、
線
路
の
下
に
作
っ

た
ト
ン
、
ネ
ル
が
出
入
口
と
な

っ
て
い
る
.
こ
れ
は
広
い
パ

ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
を
役
け

る
と
い
う
当
初
の
条
件
を
泌

た
し
、
か
つ
右
効
的
に
レ
イ

ア
ウ
ト
さ
れ
て
必
り
.
そ
の

工
夫
は
注
目
に
値
す
る
・
木

村
腕
長
は
「
目
玉
機
種
の
選

定
、
そ
れ
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ペ
ー
ス
と
の
調
和
と
い
う
点

で
苦
労
し
た
L

と
諮
っ
て
い

る
。
こ
れ
が
同
庖
を
遊
閑
地

約
な
雰
間
気
に
盛
り
上
げ
て

お
り
、
地
域
住
民
に
好
評
を

惜
附
し
て
い
る
最
大
の
要
因
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
。
同
レ

ー
ル
走
行
式
乗
物
機
は
信
水

250匁ゲージ

し
山
内
全
体
が
必
の
イ
メ
ー

ジ
に
な
っ
て
い
る
.
ま
た
人

工
芝
フ
ロ
ア
と
は
別
に
、
イ

ス
と
テ
ー
ブ
ル
を
各
所
に
設

け
親
子
辿
れ
に
便
宜
が
図
ら

れ
て
い
る
。

現
在
の
客
層
は

ご
め
落
ち

つ
い
℃
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、

木
村
応
長
は
ご
」
の
地
域
に

は
す
べ
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
な

ど
を
設
置
し
た
公
闘
が
数
カ

所
あ
る
の
で
、
気
候
の
よ
い

春
や
秋
に
は
毅
子
連
れ
が
公

園
に
行
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ

も
あ
る
」
と
多
少
の
不
安
を
多

う
が
い
客

と
む
い

・
し
幽
圏

直
慣
が

で

気

銭

入

按

じ

怯

届

)

グ

内

ン
∞
ヤ
2
は

附
附・3

-
イ

ナ

'

ト
4

ハ

琢

υ
車

ス
の
Z

曾

テ

2
・
ト
γ
-
エ
オ

i
u
'
 
マ

〈

も
ら
し
、
そ
の
対
策
と
し
て

同
氏
は
「
ぷ
漬
機
種
の
入
れ

替
え
を
図
。
、
人
気
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
呼
ん
で
の
イ
ベ
ン

ト
や
遊
厳
無
料
開
欽
デ
ー
な

ど
を
笑
絡
し
て
い
く
」
と
組
問

っ
て
い
る
・

向
フ
ロ
ア
に
併
設
さ
れ
て

卓
球
(
問
台
)
と
オ
|
ト
テ

ニ

ス

(
二
台
)
の
コ
ー
ナ
ー

が
あ
る
.
同
コ
ー
ナ
ー
へ
は

子
ど
も
巡
れ
の
夫
婦
の
ほ
か
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自動販売機の普及台数

76万台

• 
τ留品E~:& 叡~匝;劃

昭和56勾12月末現(E

ヒ・4γ .，.町白血

"% 
，ν・.ー券
J"，，'1 ~らわん術
γ4スタリーム田県k他

.z;>; 

費聴取. ~・%

その向島"'AA(l..3'島

柄ピ_A' 35~ 

ヨーヒ司.;r~7 3.9~ 

機種別普及状混

中，，_3.1% 

ぇ"ζ脳級制.

7.0~ 

‘ーー、、

島省担

'.762.9抽台

情調院..'"

碑 11'>

"'-1"'<>711" ，ζ_，争>グ/・，・
!:r1nνピ倹

""剣向I!i機

48.6，..， 

ー
ク
に
五
十
五
年
八

・
六
%
、

五
十
六
年
四

・
O
%
と
二
年

逮
統
し
て
下
が
っ
て
き
て
い

自
動
販
売
機
の
普
及
台
数

は
す
で
に
飽
和
状
態
に
近
づ

い
て
お
り
、
出
荷
台
数
も
二

年
連
続
し
て
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
(
本
紙
第

郎
号
で
一
部
既
報
)
。

日
本
自
動
販
売
機
工
業
会

(
東
京
都
港
区
西
新
橋
二
の

三
十
七
の
六
、
新
橋
国
中
ピ

ル、

会
四
三

一
1
七
四
四
三
、
る
。
一
方
、
出
荷
台
数
で
も

天
国
鷲
之
助
会
長
)
が
こ
の
五
十
六
年
度
は
三
十
五
万
五

ほ
ど
ま
と
め
た
五
十
六
年
十
千
四
百
八
十
七
ム
ロ
(
前
年
比

二
月
現
在
の
自
販
機
の
普
及

-
七
・
O
%
減
)
と
、
五
十

台
数
、
五
十
六
年
度
の
年
間
五
年
度
の
前
年
比
一
七

・
二

自
販
金
額
絢
ベ

、、
な
ら
び
に
%
に
続
き
二
年
逮
縦
し
て
務

五
十
六
年
度
の
出
荷
台
数
調
ち
込
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

べ
に
よ
る
と
、
普
及
台
数
は
普
及
台
数
の
う
ち
わ
け
で

五
百
万
台
に
ゆ
る
や
か
に
近
は
飲
料
自
販
機
が
最
も
多
く

づ
き
つ
つ
あ
る
が
、
す
で
に
全
体
の
四
八

・
六
M
m
と
な
っ

噌
加
率
は
下
が
り
つ
つ
あ
り
て
い
る
。
こ
の
飲
料
主
導
の

い
わ
ば
自
販
機
の
飽
和
状
態
傾
向
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ

に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
て
い
る
。
次
い
で
自
動
サ
l

示

し

て

い

る

。

ピ

ス

機

二
ニ

・
二
%
、
そ
の

他
自
販
機
二
ハ

・
七

%
、
た

ば
こ
自
販
機
七
・

O
M
m
、
食

品
自
販
機
凶

・
九
%
、
切
符

自
販
機

0
・
七
%
の
順
と
な

っ
て
い
る
。

な
お
欽
料
自
販
機
の
中
身

に
よ
る
機
種
別
で
は
清
涼
飲

料
、
牛
乳
、
コ
ー
ヒ
ー

・
コ

コ
ア
、
潜

・
ピ
l
ル
の
順
だ

が
、
前
年
比
の
伸
び
率
の
高

切符陶製機 ~1%

機
二
六

・
六
%
減
と
な
っ
て

お
り
、
頭
打
ち
現
裁
と
さ
れ

て
い
る
。

白
紙
機
に
よ
る
中
身
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
年
問
先
上
げ

額
(
自
販
金
額
)
は
年
間
三

兆
七
十
億
七
千
四
百
十
五
万

円
を
記
録
、
前
年
比
九
・
凶

%
の
伸
び
を
示
し
た
。
こ
れ

は
経
済
企
画
庁
に
よ
る
五
十

六
年
度
個
人
消
賀
支
出
(
実

線
見
込
み
)
百
五
十
七
兆
円

の
約
一

・
九
%
に
当
た
る
。

つ
ま
り
国
民
一
人
当
た
り
の

年
間
消
貸
金
額
の
お
よ
そ
二

%
を
自
販
機
で
使
っ
て
き
て

い
る
わ
け
で
あ
り
、
国
民
生

活
に
い
か
に
と
け
込
ん
で
い

る
か
を
示
し
て
い
る
。

自
販
合
緩
の
内
わ
け
で
は

ヂリJo...ミYリ符向周ゐ償貸み"ゐ
tf=J'・俊8t1JJ，tる 1.8'ら

自
販
金
額

リ
ー
ド
す
る
飲
料
販
売

台
数
で
的
%
、
金
額
で
ω
%

普
及
台
数

剣
べ
に
よ
る
と
各
穏
自
販

機
の
普
及
台
数
は
四
百
七
十

六
万
二
千
九
百
五
十
台
と
、

一
年
間
で
十
八
万
千
三
百
台

増
加
し
た
が
、
前
年
と
比
べ

た
胤
加
率
・
は
こ
こ
数
年
で
五

十
四
年
の
}
-
-
九
%
を
ピ

最長記録(;1:、 1976.{f.8月20日から 9月2日にかけ

て米国オレプン州ポートランドのゲイ リー ・マン

ド一、クリ ス・ライオンズ、ダナー ・ドーパーの

3人が乗り続けた312時間43分。

ジェットコースター乗り

i最長記録iま368時間。 1980年6月22日から 7月7
日にかけ、米|詩フロリダ州ノマナマシティのミラク

ル ・ストリ γブ港問先!.!でジム ・キングさんが逮/lえ

したが、型Eべ距総lま16，780向。長支i氏A皮が時速40
1m，以上でなければならない。

世界ーの嫡1尊場
米関ニュージャージー州アトランティック ・シテ

ィにあるリゾーツ・イ ンターナショナル・カジノ。

1979年度には 21苦3，294万5，748ドル(約 500億円)
の収益をあげた。広さ 5，574m'て._， 127台のゲー

ム子ープルと、 1，640台のスロッ ト?シンがある。

週末時の 18平均客数は 3万5，000人に達する。

ールの森の中にある。

最も高いコースター

共感県東条町の東条i胡ランドに1979年 8月4自に
設けられたループ・コースターて¥街さは59.96情。

N>録。舗鰻

同111・口発

筋縄繍J.!;(l・%

2G，.I'ゐ
@働ヲーピス検

也市

い
の
は
コ
ー
ヒ
ー

・
コ
コ
ア

(一

0
・
八
%
)
、
牛
乳
(九・

四

%
)
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
出
符
台
数
で
見
る

と
飲
料
自
販
機
は
前
年
比

一

五

・
五
%
減
、
た
ば
こ
自
販

多
い
方
か
ら
順
に
飲
料
(
全

体
の
四

0
・
二
M
m
)
、
切
符

(間
三
二

・
}
%
)
、
た
ぱ

こ
(
間
二
ハ

・
五
%
)
、

の
他
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ

で
も
飲
料
の
リ
ー
ド
が
自
に

つ
く
。
実
際
簡
で
は
ピ

l
ル

用
自
販
機
、
た
ば
こ
自
販
機

な
ど
で
千
阿
札
織
別
機
つ
き

の
高
級
機
師
慨
が
普
及
し
は
じ

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
普
及

台
数
の
伸
び
が
鈍
化
し
て
も

自
販
金
額
の
伸
び
は
そ
れ
に

つ
れ
て
鈍
化
す
る
こ
と
は
な

い
、
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ

て
い
る
。

自
販
機
業
界
で
は
今
年
、

需
要
拡
大
の
要
素
と
し
て
期

待
し
て
い
る
五
百
円
傾
貨
は

当
初
批
判
行
枚
数
が
少
な
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
市
場
開
拓
や

山
飼
い
州
T
A需
要
促
進
に
も
役

不
足
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ

て
今
年
、
自
販
機
の
低
落
傾

向
に
繍
止
め
を
か
け
る
の
は

縦
し
い
、
と
の
見
方
が
強
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
自
販
機
は

国
民
生
活
の
中
に
し
っ
か
り

と
浸
透
し
て
い
る
こ
と
も
事

実
。
最
近
実
施
さ
れ
た
京
都

市
の
H

笠
缶
条
例
げ
の
例
を

見
る
ま
で
も
な
く
、
よ
り

一

層
社
会
に
根
、
ざ
し
た
自
販
機

の
快
適
な
使
用
と
い
う
耐
で

お
裂
は
広
ま
る
と
見
ら
れ
る
。

そ

自動販売機年別普及台数ならびに自販金額推移
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..及会復 m〈ekt 自眠金額{畑} 備部1.
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スロットマシン

世界最大のものは、米国ネパダ州ラスベカ。スのフ

ォー ・クイーンズ カジノにあるスーノマー ・ノぐー

サて¥容量 15.71m'o 1973年9丹、サイ・レッド

によって設置さtLた。この機械は、 250億図に l

度、10ドル (2，300円)で 100万ドル(2億3，000

万円)が当たる。 1979年にネパダチliがカジノでか
せいだ綴は、2H窓ドル(約 9，450億内)にのぼる。

スロ y ト・マシンでの過去最高のflけの記録は、
1981年4月18B、ラスベカaスのフラミンゴ・ヒル

トンで、チャック ・バレンタイン(米、 61歳)氏

がすった35万5，000ドル (約8，000万円L

.
最
も
宵
闘
い
コ
ース
o
r
l
e
とな
っ
た
東
条
湖
ラ
ン
ド
の
『
ル
l
プ
・
コ
ー
ス
タ
ー』

。

明
畠
特
殊
産
集
が
作
っ
た
も
の
で
、
ス
タ
ー
ト
時
に
最
高
位
ま
で
車
両
は
引
上
げ
ら
れ
、

落
下
加
速
で
宙
返
リ
す
る

(写
真
は
本
紙
撮
影
の
も
の
}

観覧車に最も長〈象った記録

カリフォ ルニア~Hサンホセのフロ ンティア ・ ビレ

ツジ遊園地の観覧車に、リーナ ・クラークさんと

ジェフ ・プロ γ クさんは1978年 7月1日から 8月

7日まで37日間乗り続けた。

量大の遊園地

米問フロリタ"1'ト1中古11のオーランド四絢j32，('mにある

ディズニー ワー1レドで、総面積1方1，105ヘク

タール。1971年10月1日に4億ドル (1，400億円)

をかけて開設し、初年度に 1，070万人の入場箔:が

あった。定も入場答の多いのは、カリフォ Iレニア

チト|アナハイムのディズニーランドで、 1981年 1月

8日午前11時10分で延べ2億人に透した。 1円の

最高入場客数(j:'8万4，000人。

フェリス観覧車

発明者の米国人技師ジョ ージ.W・フ五リス(1859 

-96)にちなんで名づけられたフェリス観覧車は、

1893年に38万5，000ドルをかけてシカコ(rnに初め
て建造された。tU後76師、周閤240m、震ーさ1，087

トンで、60人ずつ収谷するブンドラ361聞は 2，160

人をー皮に乗せることができた。これは1904キーに

セント ・Jレイスに移されたあとスクラ yプにされ

て、 1，800ドルで売却された。1897年にロンドン

のアーノレズ ・コート博覧会に建泌されたものは直

f圭91怖あり、 1t手のゴンドラが10、2等のゴン ド
ラが30あった。現存する故大のものは、神戸市の

ポートピアランドにある。高さ63.5.，..て¥大阪の

阪急電鉄の手て"1981iJ!3月に完成した。

最も速いコースター

米惇lオハイオ:持|シンシナチ近くのキングズ ・アイ
ランドにあるザ・ピース トで、1980年 4月5日の

科字的なテストで、42.98怖の長昔前点から降下する

時に時必104.23kmを記録した。会長2.25加で、24
3.8 mの トンネルと540.度回転するラセン部分を布ー
する。距離の長さでも刊界一で、稲積14.1へ7タ メリー・ゴー ・ラウンド・マラソン

敵ザルを倒せ!!' を救え子カンガルー
ツッI ~リコングlこ負けるとパンチガ

効か怠く主主るよ。
{費量秒)

.B::. 
Z司

!p:~転 lま絡glJの引立を賜り 、 厚くお礼申し上げます。
現在好評発売中のピデオゲーム機、 「ユニオンダイス (ビデオ大

小ゲーム)J は、事f.祉が開発したオリジナル製品でゆあります。従っ

てこの機械を無断で模倣または、これに類似する商品として、製造・

改造 ・販売 ・広告 ・輸出する等の行為をすること及びこれらの機械

を使用して営業することは、著作権法、工業所有機法、不正競争防

止法等に抵触し弊社の正当な権利を俊答することになります。

つきましては、これらの行為めないよう充分にご注意賜り業界の

秩序の維持、健全な発展のために皆様のご協力をお願い申しょげま

す。

なお万一、途反行為があった場合は、要事社lま断図たる態度で対処

する所存でございますので、ここにお知らせいだします。

昭和57年 5月

自重ユエオンタイス

d 

日本商事株式会社

世界の記録を祭めた「ギネスフックJは今回で28版、 26年目を迎えだが、日

本版は80年版以後議談主!CNマクワーター編、湾木栄一、大出健訳)から発行
されている。日本版の82J;l:版でAM施設、ギャンフル機に関係あるところをピ
ッフ戸ッフしてみだ1了、前回と比べると1年間のうちにだいぶん変化している
のガよくわかる。なお ワ エリス説量J(ま爽文版で強嬬:になっている。

• 』町

国置

-J¥I・• 
.γ 1J 

20インチマ95・2094/14インチ マ95・1736
子カンガルーと出会えば
1酒クリ戸一。第4画面第3画面第2画商第 1画面

マ95・2156 小川義雄代表取締役SUN ELECTRONICS CORPORATION 
賀会紅ザヌ5 メダルゲーム機内設議運営につきましては「メダルゲーム場運営器単」を守ってご使用下さい.

株式会社日本商事 大阪市城東町2 5 9 T乱(06)抑，..山|圏• • 
HEAD OffICE/l03，MIZUHO， KO.側 INO・CHO，KON酬・CITY，AICHI PREF.， 483. JAPAN 

PHONE， (05875)5・2201TELEX: J4573・187SUNELC 
τOKYO OFFICEjIMPER胤 O印刷OMIZU616.3-11KANDAOGAWAMACHI， 

CHIYODA-KU. TOKYO， 101， JAPAN PHONE. (03)233-1711 

本社/愛知県江南市古知野町議栂103〒483n(05875)5・2201 テレツ?スJ4573・187SUNELC 
東京営集所/東京事E千代闘区神田小川町3・11インベリアル御茶の本616干101n(03)233・げ11 
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• • 

CAH-1 ミ=ホッパー

‘ ー

MODEL 

不良貨問題を一挙に解決

コインセレクターによる ロケーション管E霊.1F
。コインセレクタ-900/F36 900/F 37(トー タライザー付}

10円周・ 100円用、 1コイン-4コイン切答えがワンタッチで

できます。

0数i止の多少にかかわらずご一報下きればお送りします

-詳細は本枇また

I草、営業所宛に

カヲロずをご嫡

求下さい。

ぞ実揖'昂島田宮〈実公沼田・日7現雪)Cぶって使aさn
じるものであり、こnと胃じ蝿涯のコピー昌持正当E
e旬、事L.-C費漉憲売』、a:疋眠、 縄λ島用しE書C~

して広 之正k卦巳明る尭湧害実ガ社蝿訟告さI'U!積立
まこ軍つく暗'主を揖~し、II;~泊二軍ヲさ使用を差し
正時'=><1ることにもG"，ま写ので刀刀るコピ'-1iiO)・入
霊鳴をGcう晶ょう冨吉葱レ'"電f.

語結語草6月

720・A/F37

寛言E

ヨ幹事土/東京都港区南青山2-24-15青山空ワーピJ~2Fft03(401)6181 

営業所/東京都台東区竃泉 3-7-3 苧110ft03(876)3405 

NEW 

安民現E爵虚

MODEL 

720-A 

箇告
密宮"I1Mê司~.量顕・円。鳳之ゐ.，1U:.うござ，噂官事.
当担の~1ili3. '"の宣・E唖己円~O:>全体uu吾置協喧
轟巳コ~.曲第. .，.間電F婁・E寄を咽踊レて有ワ、モ
の-OlI; 霞，c1l1J~UιlI!e町、D"i歴史篭こよっ
てRJle01:aO:>SI1.
Z量司のミエホヲパーCAH・1'"...回日..1192盟-11留軍
守男...cn:司昭盟・8晶9('" 臼.~l碍9;~GWC 55・
S置ηーにより陸最公円él'U!発鶴!'~亡倶つ、量d望F号

NEW 

信頼と妓衡のふれあい

実Sコインコントロールズ穏と旭績工械が家主E
の筏衝と経暖から作りあげた慣も小笠で確実8
a憶に愚大の眼鍛容量をもっミ=it¥ッパー
〈仕様〉

・Il大級舗数:100円硬貨の場合 '1500独

10円硬質的場合… 1300紋

25セントサイズ〆ダル ロω独

・硬貨払い出し l介問(50Hz)・."・ e・"".zz唱枚
(ωHz) ・e ・・2ω枚

.カウントリミ yト ?イクロ Zイッチ付

.モーター ー定格 1時間 50HZ 100V 90W 

(ファン付) 60Hz 100V 100W 

50Hz Z4V 44W 

60Hz Z4V 48W 

サーマルプロテクター内蔵瞬間停止装置車ぴ

冷却ファン付

.使用可能後:17，5φ -27.0φ 

園田園田

匿盟

コインホッパーCH・5
〈特種〉

‘象年の筏鱒と緩量置で作り主げ定.小訟で傭実

.tJ:鎖倒をもっ'コインホツ/tー"

Z.コインを続出写る位置隠高〈、会俸の高さは
鰻も低;1.、.

3.サイズガlelIIlに奈良できる(20φ-30φ〉
..同・のうしるに、ストラスト・べPリンクガ
入っているのでプレガ8い.
〈佐織〉

..大胆納枝散 :25e〆ダル"・500.宜

・硬貨仏い出ι線数 1骨問
(50Hz)"・160独以上 (6刷，)"'180枝Lよ
・モ-11-'定幡崎間遠犠
50H z IOOV 90WωHZ 1I0V 
サーマル・プロテク ~-内蔵、
瞬間停止装置亙ぴ冷却7アン付

.使用可続コイン種別φ‘30φ

.カウント用機知・近機スイ yチ

Eド
唱匹
割'

ーー=ーーー

耳h• • • 耳位• 
ー=

• 耳ー• 
-ー

o 
ーー=ーーー

• 
ーー

耳解
耳ー• 耳ー• • • • 耳ー• • 

スリル溢れる3次元ゲームが
未知なる聴いに君をかOたてる11" 

• 
ー

4昨

* 

ー，

* 

" 
* 

" 
" 
ーー

52fJレ型18インチd Aースが、
.x.1:品r ........_， ~ 
E子乞ヅνイフノーー

楽しくゲームをプレイするには、

ダっぱりボディが肝心。 オベレ

ーターとプレイヤーの声をいかしてつくられた援能重視の箪体です

ヵフセルスヲジド
テントのついたきれいなボックス
には、ミニヨコップライトガ3台。
ゲーム織の縫符も管理も万全。組

み立て簡単で、その日からつかえ
ます。

* 

" 
* 
* 
* 

" 

" 
ーー

-h 

‘V
いd
y

、A網

-世

• 

， ， 

• 
ーー

ーー

" 
ーー

* 

ーー

* 

* 

0完全実善妻、配線涜でお手持ちの基板がすぐに使えます。

0モニターは 14インチ、 18インチで交換可能。たて、ょこ兼用です。

0コントロ ールパネルは、一般標準型。

Oレバーは、 2• 4・8方向兼用。

0ダブルコイ ンセレクターは取付可能。(1ケはメクラ板)

0 中間コネクターは、 60ピンを使用。

。大型基板も収納可能。

。電源容量も アップ(6 A ) 

仕機 ・機/860m側、奥行/560酬、 jfjさ/610-76伽冊、震震/55Ajo

容畳11∞V: IOO-200W、取付可能基板/35OmmX44伽..X90.... 

叡納スペース・湾事1，655弘、横巾1，575弘、奥行S闘志

主F縛発売中fy

* 
" 
4酢

ーー• 
ーー

" 
ーー

* 

本 社。〒171東京都豊島区南 池袋 3- 9 - 5 

名古慶嘗襲所:〒464名古屋市 千 種 区審開通リ 6- 28 

欄間営機所 :干816福岡市博多区東光寺町 1-2由 2前回ビル

OATAEAST INC SANTACLARA CA95050 U. S. A. 
株式会社デコ・札幌 〒064札幌市中央区南ニ+一条西+ニT0879・15tt(011)562・2415附

電話(03)988・2571lttl・li!i(052) 762・5222
11総 (092)474-0120

織ま
会社

豊かさを演出する、電子技術の

-・・圃圃.-

lI 二円 I~
• • 

耳ー

" 

" 
耳俳。
* 

.本社J大阪市東区安土町'2T030番地(大阪国際ピル2~皆) TEL06(264) 1391 (:大代表)
Osaka Kokusai Bldg" 2.30， AzuchimachiφHigashi.ku，Osaka， 541.JAPAN 
TELEX" 63074 IREM 

・松原工場1:大阪府松擁南西大塚1丁目1・5・16 TEL0723(36) 1174(代表}
uょのメ ダルゲーA槽四位置週曹につ ~1 して(t'...ダルゲーム‘道官基準J~守っτご使用下さい.

IREMC侃PORATIO闘

アイレム株式会社

唱匹
耳ー* • 

ーー

耳障• • $ 耳障

ーー
• • • • 。可hー与耳障唱匹

=ー
• • • • 

あっ el

ドに早がありアた

好 ・創1・発 ・売 ・中.4F

• 
=ー

耳ー

-ー
• 耳ー耳ー

* 

4時

-合号
。

* 
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Cヲ事会
て二三7
て三zr

l;J 

教

科

書
⑦

も
あ
る
そ
う
だ
。

ア
メ
リ
カ
の
場
A
口
は
こ
の

よ
う
な
動
き
に
対
し
て
は
同

じ
保
守
派
の
中
か
ら
も
、
す

ぐ
に
批
判
が
で
は
じ
め
る
。

や
は
り
一
歩
退
い
て
そ
れ

が
い
か
に
価
値
が
た
か
か
ろ

う
と
、
い
か
に
正
し
か
ろ
う

と、

一
般
の
呼
制
に
よ
っ
て

汲
会
制
民
主
主
殺
の
土
台
が

胤
即
さ
れ
る
の
だ
け
は
削
る
と

い
う
の
が
殆
ん
ど
す
べ
て
の

入
が
綴
歩
出
来
る
幼
大
公
約

数
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
は

っ
き
り
し
て
い
る
よ
う
だ
。

わ
が
国
の
場
合
は
勿
論
い

わ
ゆ
る
良
織
派
も
存
在
し
て

い
る
の
だ
が
大
勢
は
い
つ
も

そ
う
で
は
な
い
派
に
桐
押
し
切

ら
れ
て
し
ま
う
場
合
が
多
い

よ
う
だ
。

教
科
舎
の
問
題
に
つ
い
て

も
結
諭
と
し
て
は
文
部
省
側

あ
る
い
は
自
民
党
あ
る
い
は

財
界
の
意
図
通
り
に
こ
と
が

運
ん
で
し
ま
っ
た
。

体
質
の
}
聞
か
ら
み
る
と
公

世
田
企
業
の
内
部
告
発
の
問
題

と
も
よ
く
似
て
い
る
。
内
部

告
発
を
し
た
社
員
が
一
般
に

勇
気
が
あ
り
ぬ
敢
な
社
員
と

正
の
方
向
に
評
価
さ
れ
る
か

• ' 

-ダブルアップゲームができる

ロイヤルマージャン

W95-1836(日本物獲)

田
町

みP吻7J1I!
鴨豊富

a， 

.魅力あるネキストゲームっき

コンチネンタルポーカー

マ95-1775(大平技研)
あ
る
い
は
何
と
な
く
紛
散
く

さ
い
奴
と
負
の
方
向
に
評
価

さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は

ど
う
し
て
も
た
て
ま
え
と
し

て
は
前
者
で
あ
る
が
本
品
目
は

後
者
の
方
に
務
ち
砕
く
よ
う

だ
。特
別
体
制
が
進
ん
で
し
ま

い
、
公
的
告
こ
と
だ
け
で
は

な
く
私
的
な
こ
と
ま
で
、
仕

事
の
箇
だ
け
で
は
な
く
て
遊

び
の
面
ま
で
政
治
が
入
り
こ

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
う

い
う
共
同
体
の
網
の
日
の
中

で
は

一
寸
し
た
自
由
な
動
き

を
し
よ
う
と
し
て
も
そ
れ
に

要
す
る
コ
ス
ト
が
非
常
に
た

か
く
つ
く
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
教
師
だ
け
で
は
な

く
、

一
般
に
管
狸
体
制
に
楯

つ
く
よ
う
な
会
動
は
自
分
が

巽
端
筏
さ
れ
る
の
を
避
け
て
、

と
り
た
く
な
い
と
い
う
の
が

私
た
ち
大
衆
で
為
る
。

大
衆
は
自
由
な
発
言
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
の
資

を
得
る
こ
と
が
出
来
る
人
と

は
逃
ぃ
、
白
血
な
発
言
に
よ

っ
て
生
活
の
資
を
失
う
こ
と

を
恐
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
に
位
低
づ
け
ら
れ
て
い

. 
・.
， 
・・."i t..-! I 白

一・ -

鎌
先
英、;
太
良B

る。
わ
が
国
で
も
、
了
時
段
、
マ

ル
ク
ス
よ
り
も
マ
ル
ク
ス
主

義
者
が
極
縫
に
な
っ
て
ゆ
く

よ
う
に
、
文
部
省
の
意
図
し

て
い
る
動
き
よ
り
も
、
更
に

ご
m区
間
柏
崎
な
動
き
が
、
文
部

前
H

の
動
き
を
敏
感
に
感
じ
と

っ
た
亜
流
に
よ

っ
て
表
れ
て

く
る
。
た
と
え
ば
愛
知
県
で
は
応

酬
は
の
校
長
ら
が
学
校
関
番
館

の
然
昏
と
し
て
大
江
健
d

ニ
郎

や
沢
地
久
伎
の
努
作
な
ど
そ

の
他
可
成
の
数
に
の
ぼ
る
合

目
を
あ
げ
て
そ
の
恕
幽
を
あ

げ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
理

由
は
雄
官
者
が
女
で
あ
る
か
ら

と
か
そ
の
他
到
・
厳
正
気
で
読

め
な
い
も
の
で
あ
り
、
当
人

ら
が
真
面
目
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
周
囲
で
は
そ
の
、
滑
稽
な

姿
勢
が
笑
い
を
よ
び
起
す
体

の
も
の
で
、
そ
の
拳
旬
、
校

長
ら
の
心
貧
し
い
ラ
イ
フ
ヒ

ス
ト
リ
ー
に
心
到
せ
ば
そ
の

悲
惨
さ
に
つ
い
涙
ぐ
ま
ざ
る

を
え
な
い
ほ
ど
喜
創
も
悲
劇

も
な
い
ま
ぜ
に
な
り
皮
肉
な

こ
と
に
そ
の
苦
闘
と
そ
の
理

由
を
汲
む
こ
と
に
よ
り
精
神

の
活
性
化
が
得
ら
れ
る
よ
う

• • 
.技術の粋を集めた名後

ビッグショット2

マ91-11722(渇砂電器)

.TVブラックジャック
ロイヤルカード

W95-1999(日本物産)

..守.，てご使用下さ.、.

-大小プラスTVポーカー
J、ィ・アンド・ロー

マ95-1775(大平技研)

〆Fルゲーム慢の訟置運営につ与ましてU rノダルゲーム嶋道官車市

.TVおいちょカ¥ic

ゴールデンナイン

W95-1840(グリーン電子)

h
u
代
物
で
は
あ
っ
た
が
、
怖
箪
と
か
秩
序
と
か
と
同
じ
よ

い
の
は
、
や
が
て
、
ま
も
な
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

く
わ
た
く
し
た
ち
大
衆

に

と

く
、
も
っ
と
積
板
的
に
人
間

つ
て
は
こ
の
硯
自
が
笑
い
な
の
解
欽
と
白
由
、
抑
圧
や
附
押

し
の
本
当
に
兵
而
日
な
理
由

取
の
除
去
、
平
等
や
正
義
の

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
口
微
な
ど
を
指
標
と
し
な
け

う
こ
と
で
あ
る
。

れ
ば
な
ら
な
い
、
援
す
る
に

亜
流
を
も
う
ひ
と
つ
。

不
利
の
附
を
除
去
す
る
努
力

l
l作
家
の
小
出
実
さ
ん
、

闘
争
を
絞
け
る
こ
と
に
よ

っ

瀬
丙
内
附
奨
さ
ん
ら
卜
人
が
で
し
か
平
和
な
状
般
に
は
な

執
筆
、
色
川
大
宮

・
東
京
総
れ
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が

済
大
救
援
が
貨
任
縦
集
し
た

つ
で
第
三
世
界
の
問
題
は
平

画
報
全
集
「
日
本
歴
史
展
望
」
和
の
附
組
と
は
切
り
は
な
せ

の
第
十
二
巻

・
大
正
|
昭
和
な
い
。

績
に
つ
い
て
、
出
版
元
の
旺

-
固
に
対
す
る
愛
国
心
だ

文
社
が
「
雨
・
叫
早
大
虐
殺
、
関
け
で
平
和
に
な
れ
る
と
い
う

東
大
震
災
の
際
の
朝
鮮
人
感
単
純
な
図
式
が
簡
単
に
通
用

殺
事
件
、
原
爆
投
下
直
後
の

す
る
世
界
は
ど
こ
に
も
な
い

惨
状
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
一
大
の
で
あ
る。

皇
制
フ
7

シ
ズ
ム
、
ロ

γ
キ
|
|
私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

l
ド
裁
判
、
六

O
年
安
保
、

の
国
の
子
で
あ
り
な
が
ら
、

太
平
洋
戦
争
な
ど
の
記
述
が

そ
れ
を
忽
え
た
存
症
な
の
だ
。

不
適
当
」
と
し
て
絶
版
に
す

私
た
ち
の
思
想
や
感
情
を
、

る
よ
う
色
川
教
授
に
求
め

て

固

と

い
う
粋
の
中
に
お
し
こ

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
め
る
の
は
自
殺
行
為
に
ほ
か

た
|
|
|
毎
日
新
聞
な
ら
な
い
。
人
間
も
含
め
、

わ
が
図
で
は
い
み
じ
く
も

地
球
上
の
生
命
と
そ
の
環
境

警
察
の
亜
流
ヤ
ク
ザ
が
栄
え
の
破
壊
に
紙
抗
す
る
思
怨
は

て
海
外
進
出
ま
で
も
と
げ
て
っ
き
つ
め
て
ゆ
く
と
、
ど
こ

い
る
ほ
ど
に
必
流
が
感
ん
な
か
で
「
肉
」
と
い
う
伶
を
必

鴎
柄
で
あ
る
か
ら
数
行
も
そ
え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
し
、

の
例
外
で
は
な
い
、
学
校
の
問
時
に
私
た
ち

一
人

一
人
の

聾
流
で
あ
る
熱
や
予
備
校
や

枠
も
必
え
た
、
も
っ
と
高
い

鳩
山
臨
も
今
や
そ
の
紺
叫
慨
を
き
秩
序
と
い
う
か
、
こ
の
自
然

わ
め
て
い
る
。
よ
く
そ
の
磁
を
あ
ら
し
め
て
い
る
何
も
の

縦
な
巡
を
驚
逃
し
て
ゆ
く
の
か
に
対
す
る
銭
敬
に
州
閉
ざ
し

で
あ
る
。

た
倫
理
的
な
.
要
紛
で
あ
り
、

さ
て
海
老
坂
は
結
論
と
し
そ
れ
は
ま
た
私
た
ち
の
胸
中

て
、
教
科
書
が
数
制
押
し
た
が
に
あ
る
も
の
な
の
だ
||

っ
て
い
る
愛
関
心
に
つ
い
て
、

〈告
mm秀
和
〉

|
|
祖
国
よ
り
も
伸
長
問
よ

り

そ

-7
し
て
最
後
に
『
国
を

も
一
人
の
友
を
京
ん
ず
る
こ
守
る
』
に
拘
泥
し
て
A

言
え
ば

と
、
そ
れ
は
ま
た
戦
後
思

想

密

閉
光
雄
の
言
の
よ
う
に
、

か
ら
私
が
勝
手
に
学
び
と
っ
「
守
る
」
に
値
す
る
自
由
と

た
食
品患
な
考
え
の

一
つ
で
あ

人
権
の
た
め
の
国
e
つ
く
り
と

る
|

l

し
で
、

〈
統
治
形
式
〉
に
つ

と

し

て

い

る

。

き

な
い
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
笑

ま
え
に
ふ
れ
た
内
終
が
閲

現
に
つ
と
め
る
こ
と
が
ま
ず

か
れ
た
教
科
容
に
関
連
し
て

大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

も
く
る
の
だ
が
、
富
田
光
雄
官
1
然
、
教
科
書
は
最
終
的
に

が
〈
平
和
の
忠
恕
史
的
研
究
》
は
そ
う
い
う
コ
l
ス
へ
の
指

で
と
り
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
、
僚
で
あ
る
べ
き
だ
。

平
和
は
単
に
戦
争
が
な
く
安

Telex 

5267710 VEND JPJ 

霊堂(03)553 ・8293~切

大阪市浪速区恵美須西3・3・36

ft (06)643・3857(大代表)
東京支腐 東京都中央区新JIII・18・7

沖縄支底

沖縄ベンドジャパン/沖縄県玄妻子湾市大山436ft(09889)7・3333
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② 司主。~~いたずらされると

①4列、どれでも鯵きな所にBet
Lτ下串い。
③ 1ケ所、50点までBetできます。
③ae白$は60%半国定で、完全自
動制御

⑥最高の配鎚は 1ケ所50点Betの
2001曹の勝負、無制限です。
③カードlニ..JOKER(、JACKPOT)

が集れば、配当(;1.5備で通常は
マ95-1840 2俗です。
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かぎり連続して銚戦できます
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ン、γマ一

こ
の
閥
、
朝
、
気
忙
し
い

}晶一
ひ
と
と
き
、

〈天
声
人
語
V

J

一の
側
で
ち
ら
と
兄
て
気
に
か

ご

か
っ
て
い
た
の
だ
が
、

ア
メ

vF

一リ
カ
の
あ
る
州
で
は
、
サ
リ

a
r
d
一
ン
ジ
ャ
ー
の
作
品
や
リ
チ
ャ

一l
ド

・
ラ
イ
ト
の

『プ
ラ
ツ

一
ク

・
ポ
1
イ
』
が
学
校
図
舎

一館
か
ら
追
欽
さ
れ
た
り
し
て

-
い
る
。

一

あ
る
い
は
あ
る
州
で
は
教

一材
か
ら

「進
化
議
L

と
い
う

一
こ
と
ば
が
す
べ
て
削
除
さ
れ

L'
-た
そ
う
で
あ
る
。

8
一

ミ
シ
シ

ッ
ピ
州
で
は
奴
涼

8
一制
度
の
笑
態
や
ク
l
・
ク
ラ

引
一

ッ
ク
ス

・
タ
ラ
ン
の
残
膚
住

一を
描
い
た
歴
史
教
科
書
が
白

日
一
人
保
守
層
の
抵
抗
で
採
択
さ

1
-れ
て
い
な
い
。

白川一

こ
う
い
う
一
連
の
禁
香
運

引
一
動
の
最
大
勢
力
は
き
る
宗
教

2
一右
翼
で
あ
り
。
レ
ー
ガ
ン
大

。。一
統
領
は
こ
の
宗
教
右
爽
と
綴

れ一
む
こ
と
を
基
本
戦
略
の

一
つ

と
し
て
選
挙
を
戦
い
、
こ
の

宗
教
省
翼
の
主
税
は
、
レ
ー

ガ
ン
路
線
の
道
徳
的
主
住
で
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TVポーカー、コールデンポーカー
をE買ったポナンザガその実績をふま

えてポーカーファンに贈る最高級昂

セブンカード

|新発売

lf4'iJ1軍Eg，E4・理t.....，胸ー、、

画面がきれる
• • *今までどうりゴールデン9色発売しております
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ft06783)63621代!
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コインボー

ブザー

初優修理・改造に際して口電気銅品取締法を遵守しまし i 1 

スイッチングレギューレーター
好評発売中将価￥6，500-

特徴
・ 従来の クレジッ 卜基板のソケッ トに

差し主主え可能(1コイン 1プ レイか

ら4コイ ン 1プレイまで切り換え可

能)

.ブザーもオプションで12V用、100V

用が使用できる

~。開|暫関• ' 

占
R

新
発
売

マ95・1999

クマ産業株式会社

ダイアモンド・ポーカーのミニ・ボーイもあります

句、、

W95-1878ポナンザ製
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On Pact 
Video 
Game 

“Kangaroo" 
Atari ， Sun 

、

、

、，'lJfl'、

、、"‘

蜘，jl炉イ
正、白“、や

、.

/ 

一vhA
一%

、

、

明げII~
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、'l'、，t品群;;
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. 、い

-For W. Germany Sun Licenced Lowen -

' 

一プレイヤーを西部劇のヒーローになったような気分l之さ

ギャングを次

~\>'ν、、作列車を襲うギャングを、

走る列車を盾!こしながら射ち倒すダイゴミは、

屋根!こ美しい大草原を背景!こ、

乗つだり、

列車など
Lム」

モヨ、サボテン、

に当らないように上手に操作し芯がら、

々に倒して行って下さい。

-レバーを使ってシ工リフを、

せてくれます。じコ

Masaya Nakamu悶 ， president of Namc。
(right)， hands a相stimonialand a Japanese 
helmet to Oavid Matrofski， president of 
MidwayM匂(10ft)

-・4 ・伺F

馬が放-ギャングを全部倒すとボーナスシーンとなり、
， • ボーナス得点が2倍り」二げたコインに命中させると、

thar水sto the following effect: 
“Since November 4， 1980， your 
company has made every effort to 
manufacture and sell “Pac.Man" -a 
new video game developed by us -as 
its licencee剖ldthereby ∞ntributed 
greatly 10 making the game long.last-
ing in your own and many other ∞un-
tries 
At the same time， your courageous 
action based on faith that has been 
taken to meet our expectations and 
protect the developer's rights， has 
greatly stimulated gene日Ienthusiasm 
towards development， and a1so greatly 
helped estabJishing the orderly trade. 
In commemoration of your extensive 
contribution， 1 hereby present you a 
time.honored Japanese helmet as 
token of our deep gratitude." 
Incidentally， Namco granted rights 
tοAtari in NoveJl1bei 1981∞ncerning 
the home video version of “Pac-Man". 

At the p阿曽announcementaf悼rsigning the video game UKangaroo" liceneing刊reement.
(From left to right) Joe Robbins，叩附ultantof A阿吋.Masami M目白.president of Sun 
Electronics， Raymond Ka路町.chairman and CEO of A臼同， Charles Paul，拍niorvice pro. 
sident and genoral counsel of A旬ro.

Atari. During those months， Joe 
Robbins， consultant to Atari， set up 
the arrangement between Sun and 
Atari. Serving a1so as chairman of the 
Amusement Device Manufacturers As-
soc削 ion(ADMA)， Mr. Robbins c∞om-
meωn】tωedon the current a符gr問'eement
'The h随.ealthybusinesお，5re1ations be-
tween the t仰wo firn口rms、Wl削UheJp 
s託tr陪engが似t1恥碍nt他hef似riendlyrelations b切e-
tween the American and Japanese 
trade as a whole. 1 hope the coopera・
tion between the two companies will 
a1so help to eliminate video game 
copiers_" Mr. Paul said:“Atari will 
continue to develop its own advanced 
video games， while aJso securing the 
hlgh quality video games of other 
manufacturers tluough licencing agree. 
ments. We hope that by cooperating 
with Sun a substantia1 relationship will 
develop and we are 100対ngextectant-
Jy on.such a development!. 
Mr. Ma却edωas鈎aidt白ha祇t
臼釦r凶叫s託tsuch d必ir伐ecωtlic比ce飢nc悶cωingagre関e日meωnt
for Sun wit血ho仰ve町rs鈴eaおsmanufacturers， 
and that we are greatly obliged to Mr 
Robbins for hls substantial coopera. 
tion“Kangaroo" will be sold in Japan 
at the same time it is will be sold over-
seas. " 
“Kangaroo" has four patterns; a 
mother kangaroo protects her child 
while punching enemy monkeys. If she 
catches fruit fa出ngfrom a tree， the 
player scores . 

.. 

ギャングガ列車の屋根に

になります。

-シエリフガ全部殺られるか、

Namco Presents τestimonial 

Mfg. ToMidway 

lt requi日dsome three -months for 
the flllal shape of the agreement for 
“K創19aroo"to materialize and for its 
manufacturing Iicence to be granted to 

Unprecedented production 
sales of a single arcade video g創ne
-nearly 100，000 units. 
Efforts as a licencee to expand the 
scope of appJication of“Pac・Man"
in numerous merchandises (see 
note belo吋釦dpopularize them， 
except for the home version. 
(Note) MidlV，の licencedthe use 
of“'Pac・，Man"trade mark and de-
signs in some 200 kinds of mer-
chandise， including fOYs， pajamas 
and records (''Pac-Man F ever" re-
l伺 sedby Columbia Records.) 
(3) A series of legal actions taken to 
protect“Pac-Man" based on the 
copyright law against any com. 
pany or individu剖出athas either 

a 

WETHINK 

LEISURETRON 
INDUSTRIES CO.， L TD. 

轟贋ZbmpuτEAlflBs 
Oh回keBldg. No_ 26-30， 2-chome， 
Miyasaka. Setdg抑制ω。TOkyO
Tel: (03) 425-0844 
Tolex: 2427003 LETRON J 
Cablo: LEITRON TOKYO 

一-Appreciating Contribution to "Pac.Man" Sales-

copied， a1tered any part of origi-
na1“Pac-Manヘormade some. 
th時 (toy，etc-) of比例thoutper-
nusslOn 

of these achleve. 
presented a letter of 

• We如pplyhigh・qualilY
cQnductor chips. Powe( Supplγ， 
and PCB for GAM Es. ClC 

• Wc $upplγCKD_ Kits. (Comple<ed 
• With expallded eXlellsive 刷、gmeeれngexpCflence， we c.an 
assiSl you in拍Ivingand刷、dof凹。blcmwith叩pli印 e
""肉.nd拍 flpfOg日mdevelopment 

It was announced recentJy by Sun 
Electronics Inc. of Tokyo that a 
licencing agreement with Ata.ri of the 
u.s. was signed for “Kangaroo"， a new 
video game developed by Sun; ¥Vith 
regard to the manufacture of its coin-
operated version， the agreement∞vers 
the international market， except for 
Japan and West Germany -the inter・
national market is covered wi!h regard 
to the cons叩 lerversion_ Sun also Ii-
cenced NSM/Lowen of West Germany 
to manufacture“Kangaroo" for its 
coin.operated version within W， Ger-
many. In J apan Sun will manufacture 
“Kangaroo" and sell it through a .dis・
tributor after May 20. 
On April 24， Maeda， president of 
Sun Electronics， held a press inter-
view at the Hotel Okura， with Ray-
mond Kassar， chairman of Atari. At 
the interview， Charles Paul， senior vice 
presi，dent of Atari， stated: 
“Atari and Sun Electronics Inc. 
are pleased to announce a coin-oper-
ated and consumer products licencing 
agreement ‘Kangaroo'， a new coin-
operated game developed by Sun Elec-
tronics will be produced by A tari on 
both its California and Ireland facto. 
nes. 
Atari is the leading producer of 
coin-operated and consumer video 
garnes in the world_ Sun Eleclronics is 
one of Japanese leading developers and 
manufacturers of cOI!1-operated video 
games and other high technology 
equipment. Mr. Maeda， president of 
Sun Electroriics， and Mr. Kassar， chair. 
man of Atari expressed their .mutual 
pleasure with the agreement and look 
forward to a very long relationship. 
Mr. JGie Robbins acted as agent for 
Sun Electronics in this agreement." 

、、、，
3人乗ってしまうとゲームオーバーとなります。

h

h

v

p

-

，，
 んd

In appreciation 
ments， N釘nco

〆

A top.level conference of Namco 
Lirnited of Tokyo and Midway Mfg. 
CO_ of Chicago， U.S.A.， was held in 
March at the Royal Hawaian HoteJ， 
Honolulu， Hawaii. At the conference， 
Masaya Nakamura， president of Nam. 
co presen1ed a testimonia! and a tirne. 
honored Japanese helmet to David 
Matrofski， piesident ofMidway. 
Since the original video game 
“Pac.Man" was unveiled by Namco in 
May 1980 and its licence was granted 
to Midway in November of that year， 
including re-licencing righis in the 
U.S.， Midway has greatJy contributed 
10 the successful sales of“Pac・Man".
Al the top.level conference， Namco 
appreciated Midway's great contribu-
tion that extends over the following: 
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ふ
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モ
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総
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工
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い
る
う
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に
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モ
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タ
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追
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行
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疋
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